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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　不思議な力









【シューヤ、ゾンビに臆おくしてどうするのだ！　お主ぬしが目指す者は遥はるか高みにいるのだぞ！】

　熱い……。まるで熱湯の中にいるような感じだ……。

　息を吸うと、形容し難がたい嫌いやな臭においが口一いつ杯ぱいに広がるし……。

　何だよこれ。頭がクラクラして吐はきそうだって……。

　それに、あいつらだよあいつら。

　ゾンビの癖くせに、どうしてあんな熱いんだよ……。

【シューヤ。ゾンビは頭を飛ばしたぐらいでは死なんッ、おい、聞いておるのかッ！】

「ッ！」

　今、一いつ瞬しゆん、自分が誰だれだか分からなくなっていた。

　……危ない危ない、しっかりしろよ俺。

　ここでは一瞬の油断が命取りになる。

　これまでの戦いからもう十分に学んだだろ。

　さあ、気持ちを切り替かえろ。

　俺は今、平和な故郷でもクルッシュ魔ま法ほう学園でも、ヨーレムの街にいるわけでもない。

　俺は今、戦場にいるんだ。

　相手はモンスター。

　もっと正確に言えば、モンスターの身体からだ、素材で作られた、不細工なゾンビ達。

【シューヤ。この光景こそが、幼き頃ころのお主が夢見た戦場であるが】

「……分かってるっ、てッ！　エルドレッド、うるさいな！」




　そう──あれは、いつだったのかな。

　俺は昔、戦場で大活かつ躍やくしたいなんて漠ばく然ぜんとした夢を持っていた時期があったんだ。

　あの時の俺は冒ぼう険けん者の活躍とか、大昔の大戦で暴れた英えい雄ゆう録が大好きだった。

「ゾンビの中にやけに素早い奴やつらがいるぞ！　進化個体だ！　気を付けろ！」

「【冥土の赤ゼルーシユ】がやってきた！　ここから盛り返すぞ！　都市には一体も近づけるなっ！」

【この場を離はなれるのだシューヤ！　人が集まってきた！　声を出せば怪あやしまれるぞ！】

　特別な力を持たない人が、勇気を出して暴風龍ドラグネスや人食い猿ざるを一人で討とう伐ばつした昔話。

　戦争で殺された人間が蘇よみがえり、鎧よろいと化して大陸を歩き続けたモンスターを討伐する話。

　だから俺はニュケルン男だん爵しやく──つまり、俺の父さんに、大きくなったら戦争で活躍して、ダリス王室から勲くん章しようを貰もらうんだって夢を語ったことがあった。偉えらいなって褒ほめられると思っていたのに、飛んできたのは拳げん骨こつ。ニュケルン男爵家の人間は、公爵家のような軍人にはならないって怒おこられたんだっけ。父さんは俺に勉学を学ばせ、立派な領主になることを望んでいた。

　でも俺は……あの時の夢を忘れたことは一度もなくて。

　だから今、俺はこの戦場から逃にげる気は一切なかった。

「都市防衛クエストの成功条件は一体のゾンビも都市には通すなだっ！」

「朗報だ！　【冥土の赤ゼルーシユ】が参戦するらしい！　一気に押し返すぞ！」

　迷宮都市ゼネラウス。

　草木も生はえない荒あれ地ちから、ゾンビの軍勢が都市に迫せまっている。

【ゾンビ風ふ情ぜい、儂わしらの敵としては些いささか矮わい小しようだが、初うい陣じんと思えばちょうどよい！】

「……そうだなエルドレッド。初陣だ！」

　初めは、誰かが討ち漏もらしたゾンビを相手にするだけ。

　俺は駆かけ出し冒険者らしく、先せん輩ぱい方の邪じや魔まにならぬよう振ふる舞まった。

　けれど、ゾンビは毎日のように迷宮都市ゼネラウスにいる人間を襲おそおうとやってくる。

　だから俺は意識を変えた。冒険者ギルドから都市防衛の特別クエストを受注した一人前の冒険者として、身を粉こにして戦おうと思ったんだ。

　数には圧あつ倒とうされたけど、一体一体の力はエルドレッドが言う通り、強くはない。

　一日目は慎しん重ちように、二日目は確実に、三日目は果か敢かんに。

　思った通り、迷宮都市ゼネラウスでの生活は──俺の人生を一変させた。

【シューヤ！　気付いているか！　お前が求めた強さへの近道がここにある！】

「そうだな！　俺はこれを求めていたんだ！　それよりエルドレッド、さっき俺がいた場所はどうなってる！　見せてくれ！」

【早々に打ち切らねば、以前のように体力が無くなり、またあの娘むすめっ子に心配されるぞ】

「分かってる！　だけど、一番ゾンビが多かった場所が気になるからさ──ッ！　頼たのむ！」

　すると、頭の中で誰かの呆あきれの混じった溜ため息いきが聞こえた。

　次に、怒ど濤とうの情報量が頭に届き、頭の中にどこかの光景が具現化する。

　武器を持ち、押し寄せるゾンビと相対する武器を持った者達。

　それはここじゃなくて、どこかで起きている現実。

　大勢の冒険者達、中でもさっきまではいなかった人。迷宮都市ゼネラウスから新たに応おう援えんとしてやってきた様子の……長い茶ちや髪ぱつを後ろで結んでいる、やけにチャラそうな男が気になった。

『──おい【冥土の赤ゼルーシユ】、ゾッド！　お前らのリーダーが持ってるアレで、こいつらを一いつ掃そうしてくれよ！　出来るだろ、お前らのリーダーなら！』

『ざっけんな！　うちのリーダーは救援要よう請せいがあった西へ向かったばっかりだ！　それにこんな場所で焰剣フランベルジユを使えだと!?　巻まき添ぞえ喰らって相当の被ひ害がいが出る！　ここらにどれだけの冒険者がいると思ってるんだ！　あれは対軍装備って自覚あんのかっ！』

　俺がいる場所からは見えないけど、これはすぐ先で起きている出来事なんだ。

　今までは危なげなく戦っていたみたいだけど、ゾンビの中にちょっと強そうな奴らが現れたことで、勢いが無くなっている。このままじゃ、やばい。今日はいつもよりも都市防衛クエストを受注した冒険者の数が少ないってギルド職員も言ってたし……。

『わ！　ゾッド！　後ろのゾンビ、まだ生きてるって！　それに腕うで、嚙かまれてるじゃない！　一度、街に戻もどって聖水かぶってきたほうがいいんじゃない？』

『ゾンビに嚙まれたぐらいで死ぬかよナリータ！　俺はそこまでやわじゃねえ！』

『だったら、いいけどさ！　過信は自じ滅めつの元だって分かってるよね！』

『ざけんな！　俺が今までどんだけの経験積んできてると思ってんだ！』

　今の俺は──ここじゃない場所が視みえている。

　まるで、誰かの視界を乗っ取っているような、不思議な力。

　もう、これに違い和わ感かんを覚えることも無くなった。

　ただ一つやばいのは……これ、正直滅め茶ちや苦く茶ちや疲つかれるから多用は出来なくて……結局、俺もあっち側にいないわけだから何も出来ないってこと。でも、こういう時は──。

「……頼む」

【相変わらず、お人好よしが過ぎるぞシューヤ。奴らは素すのお主より強いのだぞ？】

　エルドレッドが見せてくれた光景にいた、口が悪そうでガラの悪い男。

　喋しやべったことは無いけれど、自分よりも高みにいる冒険者だってことはよく分かる。

　確かあの人。俺が尊敬する高位冒険者、火炎浄炎アークフレアがリーダーを務める【冥土の赤ゼルーシユ】のパーティメンバーだったよな。

　だからってわけじゃないけど、あのまま放ってはおけないって。さっき、首が半分取れ掛かけのゾンビがあの人の首に嚙み付こうと様子を窺うかがってたし。注意してた女の人も自分の闘たたかいに専念して、気づきそうな様子なかったし。

　皆みな、自分達に迫ってくるゾンビの相手で手一杯なのだ。

「エルドレッド。頼むよ」

【知り合いというわけでもないだろう？　あの男が怪け我がを負ったところで何の関係が……】

　頭に響ひびく声はどこか不満気。

　だけど、突とつ然ぜん。俺の手元に炎ほのおの玉が出現し、ゆっくりと宙に浮うかんでいく。

　あの人に摑つかみ掛かろうとしていたゾンビを倒たおすために、ここから火球が動き出す。俺の周りに集まっていたゾンビが俺の隙すきとでも思ったのか群がってくるけれど、実はあれは俺の仕し業わざじゃない。だから、俺は俺で集中して自分の戦いに専念出来るってわけ。




『誰だ！　誰の魔法だ！　俺は助けてくれなんて一言も言ってねえぞ！』

『遠隔操作リモートマジツク！　どこかのお人好しさんに助けられたね、ゾッド！』

『生意気な野や郎ろうがいるようだな。俺たち【冥土の赤ゼルーシユ】に恩を売りたいのか』

『もしかして、加入希望者かもしれないけどね！』

　これで、向こうの危機は去った。

【冥土の赤ゼルーシユ】のメンバーは何が起きたか分からないって騒さわいでいたけど、あの人を助けた誰かは見つかることはないだろう。だって、俺、ここにいるし。

　ふう、後は自分の戦いに集中しないといけないな。

「エルドレッド、切ってくれ。後は自分の戦いに集中するよ」

【ほぼ儂の力頼だのみではないか】

「……だめなのか？」

【ふ。調子のよい時だけ、儂を頼たよるのだなシューヤ】

「ああ、だって俺の先生なんだろ？　頼りにしてるぜ、エルドレッド」

　左手に嵌はめたグローブの中に納められた水すい晶しよう玉だま。

　水晶玉に住んでいるらしいエルドレッドと名乗るそいつは、人助けにちっとも興味がないらしい。




　──大陸北方で、戦争を繰くり広げている巨きよ大だいな国。

　ドストル帝てい国こくが遂ついに北方を統一し、現在は虎こ視し眈たん々たんと南方の侵しん略りやくを計画している。そんな恐おそろしい噂を、今では子供だって知っている。

　だから南の大国が幾いくつも急接近し、ドストル帝国の侵略に備えて同盟を結んだ。

　これから北方を制した帝国との間で、戦争が起きるって誰もが噂うわさしている。

　未来を見み据すえて……俺はクルッシュ魔法学園を卒業したら軍に入って、国を守る。

　でも今の自分が将来、鍛きたえ抜ぬかれた帝国の軍隊相手に活躍出来るとは思えないから、迷宮都市ゼネラウスで自分を鍛え直そうと考えた。

「エルドレッド！　次はどこだ！　俺は何をすればいい！」

　クルッシュ魔法学園で、モンスターに襲われたあの夜、気付いたんだ。

　自分のことを才能のある魔法使いだと思っていたけど、全ては幻げん想そうだったんだって。

　俺は今までずっと誰だれかに守られていただけ。

　その思いはヒュージャックで明確な敵と出会ったことで、強くなった。

【左方より大群が来る！　全弾だんを浴びせかけろ！】

「分かったッ！」

　経験、力、才能、覚かく悟ご、俺はあいつに全ての面で負けていた。

　もしあの時、俺に力があれば、あいつから目的を聞き出して、帝国の動向を探れた可能性だってあるのに、俺は千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を棒に振ってしまった。

　そして〝あれ〟から目を覚ました時、俺は馬車の中にいた。

　傍そばでアリシアが泣いていた。俺は何日も眠ねむっていたらしい。もうこのまま起きないかもしれないと思ったって、アリシアは言っていた。

　……俺には力が無かった。力が欲しい、そう思う毎日の中で、エルドレッドと名乗る男の声が脳内に響いた。それは、いつも俺を導いてくれた水すい晶しようの声。

　不思議な声は、俺に力が欲しいかと問い、俺は何も考えず頷うなずいたんだ。

　そして、与あたえられた力を証明する機会はすぐにやってきた。

【一息つく余よ裕ゆうがあるものか、シューヤ！　お主ぬしは背後の都市を守るのだろう!?　それとも戻るか！】

「戻るわけ、ないだろッ！　街にはアリシアや、皆がいるんだ！」

【己より他者が大事なのか……ずっと近くで見ていたが、これ程とはな。やはりシューヤ、お主は呆れた男である！】

　迷宮都市ゼネラウスに辿たどり着いて数日後。

　あの有名なギルドマスターが、イーストンロック山系の迷宮ダンジヨンが他地域のモンスター、リッチに乗っ取られたと公表。

　さらに、間もなくリッチに率いられたモンスターが迷宮都市ゼネラウスを襲ってくると宣言。

　対策として冒ぼう険けん者ギルドは、都市防衛に参加する冒険者を募つのった。

　誰もが最初は信じられないって笑い飛ばしたけど、押し寄せる亡者の群れ。戦える者たちは武器を片手に飛び出して、圧倒的な物量でやってくるゾンビを見た。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドの、ギルドマスターの言葉は現実となった。

　つまり、いま──迷宮都市ゼネラウスは、攻せめられているってことだ。

「ギルドマスターは何をしている！　こういう時こそＳ級冒険者の出番だろ！」

「紅蓮の瞳ウルトラレツドは先日、リッチと戦い傷を負ったって話だぞ！」

　クルッシュ魔法学園で起きた大侵しん攻こうとよく似ているけど、実態はかなり違ちがう。

　リッチに支配されているゾンビは夜になれば荒こう野やの、イーストンロック山系へ戻っていく。こいつらはリッチに──管理されているんだ。




「エルドレッド、成長のために俺は一人で戦う必要がある、だから近くに冒険者は近寄らせないって話だったよな！　いつの間にか周りに人が沢山いるんだけど！」

【方針の転てん換かんだ。お主は一人では無理をする。誰かが傍にいるほうが余程安全だ】

　俺の頭に響く声。

　エルドレッドと名乗ったそいつは俺に幾つもの力をくれた。

　さっきの視界拡張だってその一つだ。

　最初は滅め茶ちや苦く茶ちや驚おどろいた。当たり前だよな、頭の中に別の戦場の景色が浮かぶんだから。でも、昔からエルドレッドは水晶の中から、不思議な助言をくれていた。

　助言の中には、別の場所にいる誰かが今、何をしているかみたいな話もあって……。

　そのことを今まで俺は何にも不思議に思っていなかったことに、今となっては呆れてしまう。

「なあ、エルドレッド！　俺もお前みたいに頭の中で直接、会話って出来ないのか!?　お前の声は頭の中で聞こえるのに、俺は喋らないとお前に聞こえないって可お笑かしいだろ！」

【さあ、これ以上の会話は厳禁だシューヤ、口を慎つつしめ】

「はいはい同じことを何度も聞いて悪かったよ！」

　こいつが本当の力を俺に貸してくれる理由。

　それは、俺が力が欲しいって強く願ったかららしい。

　でも、エルドレッドとのやり取りは出来るだけ、人には見られないほうがいい。エルドレッドと会話をするには、口に出す必要がある。アリシアからも気味が悪いってよく言われるし、明らかに変だもんな。一人でぶつぶつ喋りながら戦うって……。

「──坊ぼう主ず！　この場から離はなれろ！　火炎浄炎アークフレアが剣けんをぶっ放す！　巻き込まれるなよ！」

「あの！　もしかして、それって焰剣フランベルジユですか!?」

【……】

「そうだ！　あの火炎浄炎アークフレアの力だ！　巻き添えを喰らいたくなかったら都市へ戻れ！　もう日にち没ぼつだからな、火炎浄炎アークフレアがゾンビ共に別れの一いち撃げきってわけだ！」

　迷宮都市ゼネラウスには何人もの有名な冒険者がいる。

　ギルドマスターにしてＳ級冒険者、紅蓮の瞳ウルトラレツドは別格だけど、火炎浄炎アークフレアだって有名だ。

　てか、遂にあの人も都市の防衛に出るようになったのか。

　あの人が本気を出せば、ゾンビなんてすぐに一いつ掃そう出来るだろう。




　……そう、俺もあの人ぐらい強くなるためには戦場が必要なんだ。

　ケガをする前に迷宮都市ゼネラウスから避ひ難なんしようって言うアリシアの意見はもっともだけど、こんな機会は滅めつ多たにない。故郷であるダリスに……クルッシュ魔法学園に戻もどったら、俺は学生で、大人達から守られる生活が待っているんだから。

　だから、迷宮都市ゼネラウスに来てよかったって俺は今、心の底から思っている。

　毎日、都市防衛に出て、一日一日強くなってるって実感があるから。

「うわ！」

　膝ひざがガクッと折れ、倒れそうになった。

　背後から、ゾンビが俺の腰こしに抱だきついている。振ふりほどこうと腰を捻ひねるよりも前に、空に浮く火球がゾンビを直ちよく撃げきし、ゾンビが苦く悶もんの声を上げて燃もえ尽つきる。これは、エルドレッドの力。エルドレッドは近くの視野を見せるだけでなく、独自の攻こう撃げき手段を持っている。

【何をぼけっとしておる！　この場で考え事をする余裕など、今のお主は無い筈はずだぞ！】

「ッ！」

　だけど、俺の教育が先だと言って手助けは最小限しかしてくれない。

　全て俺の今後のためらしい。ならもっと前から正体を明かしてくれよとも思うけれど、それはまだ俺が心の底から力を求めていなかったから。戦いに関しては口煩うるさいお爺じいさんって感じだけど、エルドレッドに従っていれば俺は確実に強くなれる。確信があった。

　そこで、頰ほおを焦こがす風。

　ゾンビが火に包まれている。

　俺の魔法じゃ、一度に一体のゾンビを燃やすのが精せい一いつ杯ぱい。

　だけど、あの焰はゾンビを一度に数百体は焼いている。

「……すげえ。あれが焰剣フランベルジユの力か」

　難易度の高い迷宮ダンジヨンの下層には、一生を遊べるだけのお宝が眠っていることも珍めずらしくはない。高位冒険者はそれを売り払はらうか、自分で使うか選ぶことが出来る。あの焰を生み出したマジックアイテム、焰剣フランベルジユを持つ高位冒険者、火炎浄炎アークフレアは自分で使うことを選んだ人だ。

「……今日の戦いはこれで終わりか」

　あの焰は一日の戦いが終わった証あかし。

　ゾンビは太陽が落ちると、戦意を一気に失い、イーストンロック山系に戻ってしまう。その行動こそがリッチに操られている傀かい儡らいの証しよう拠こらしいけど、一体リッチってのは何を考えているんだろうな。高度な知能を持つらしいけど、いきなり迷宮ダンジヨンを乗っ取って……噂では迷宮都市ゼネラウスのギルド本部が溜ため込んでいる、値段もつけられないお宝が目当てらしいけど。

「え……？」

【シューヤ、どうしたのだ】

「いや、ゾンビ以外のモンスターがあそこに……」

　ゾンビ系モンスターに混じって、明らかに異なるモンスターが一体。

　あれは……デュラハンか。鎧よろいの中身は空くう洞どうとされ、首を落としても死なない。殺すには、敗北を認めさせることが重要だという、攻こう略りやく法も変わっているモンスター。実際に見るのは初めてで……何な故ぜか俺は、金かな縛しばりにあったかのように動けなくなった。

　あの鎧の下には何もない筈なのに、中に誰かが入っているような違い和わ感かん……。

【……シューヤ。死にたくなければ、あれには一切関わるな】

　そして。

　焦あせりに満ちたエルドレッドの声を、俺は初めて聞いたんだ。








一章　迷宮都市ゼネラウス









「やっと着いたぶひぃ……」

「乗り心地ごこちは悪いが、どれだけモンスターに襲おそわれようとも確実・安全にお客様を目的地にお送りする。それが俺たち、大冒ぼう険けん者パーティ【護送船団】の役目だ。さあ、降りてくれお客様方！　荒野の中にどっしりと構える、あれがお待ちかねの迷宮都市ゼネラウスだ！」

　思えば、俺には旅行という経験がなかった。

　公こう爵しやく家の生まれである俺は、幼い頃ころからいずれ軍を指揮するとの名目で厳きびしい教育を課せられ、視察という名目で国外に行った際も常に誰だれかが傍そばに控ひかえていた。国を導く神童の一人なんて扱あつかいを受けていた俺はいつだって予定がびっしり。自由時間なんてありやしない。

「お客様方！　もしも都市ガランへ戻もどりたくなったら、俺たち【護送船団】を指名してくれ！　一日二回の定期便以外にも最少四人からの護衛依い頼らいも受けつけているからな！　安いからといって質の悪い冒険者を護衛に雇やとったら、死んでしまうぞ！　今のゾンビが溢あふれているこの状じよう況きようじゃあ、経験の浅い冒険者なんて何の役にも立ちやしねえ！　料金を弾はずんでくれたら、一晩で荒こう野やを駆かけ抜ぬける地じ獄ごくのプランもあるので、ご利用は計画的に！」

　真っ黒豚ぶた公爵となってからは、もっと酷ひどい。

　公爵領地にいた頃は常に家の中に引き籠こもり、食っちゃ寝ねの生活してたからな。

　公爵家の落ちこぼれと言われる俺を、家の者達は外に出すことをとても嫌いやがったんだ。

　だから、迷宮都市ゼネラウスへ向かうための旅は俺にとって初めての旅行と言えるのかもしれない。

「うわー、迷宮都市ゼネラウスだ。すっごい懐なつかしい！　冒険者成り立ての頃はずっとここで安全に冒険してたよね！　戻ってきたの何年振ぶりだろう？　でも、こんなにモンスターが荒野をさまよってたっけ？」

「ゾンビばかりだな。新たに迷宮ダンジヨンが出来たなんて話は聞いていないが……」

「……ぶひい」

　でも、人生とは、思い通りにいかないもんだよ。

　ヒュージャックでの滞たい在ざいは過か酷こくだったし、ダリスから迷宮都市ゼネラウスへの道中は何よりもスピードを意識したから、各地をゆっくり見て回ることも出来なかった。

　同行者であるあの子には多くのストレスを掛かけてしまったと思っている。

　反省しています。ほんとだよ？

「……あ、あの。シャーロットさん？」

　じーっと、後ろから睨にらまれている。

　誰とは言わない。あの子だ。

　あの子の反対を押し切って、この街へ来てしまったことが原因だ。

「シャーロット。迷宮都市ゼネラウス、辿たどり着いたよ……？」







「冒険者達よ！　特別クエスト、都市防衛に励はげむのだ！　冒険者ギルドは都市のために戦う者達を最大限に支し援えんすることを約束しよう！」

　大陸中央から少し西側に位置する、ダリスの向かい側。

　大陸東南に存在する自由連れん邦ぽうは、金が全ての商人が活かつ躍やくする国として知られている。

　ダリスと自由連邦の間に存在するヒュージャックを突つっ切ることが不可能となった今、ダリスから自由連邦へ向かうには二週間近くの長旅を経へる必要がある。

　さらに自由連邦が誇ほこる冒険者の都みやこ、迷宮都市ゼネラウスへ向かうなら、煙けむりが一日中空に漂ただよう工業都市ガランから出る定期便を利用するほかない。

　でも都市ガランから迷宮都市ゼネラウスへ向かう道のりは過酷で……荒野でどんなモンスターと鉢はち合あわせするか分からないから、荒野を知り尽くした専門家の道案内が必要となる。

「都市防衛に出られるのは、Ｄ級冒険者以上だ！　それ以下は支援に回ってもらう！」

「迷宮都市ゼネラウスは幅はば広ひろく冒険者を募ぼ集しゆうしているが、ギルド職員も随ずい時じ募集中だ！」

　四方を荒あれ果はてた荒野に囲まれ、小さく存在を主張する孤こ立りつ都市。

　荒野の向こうは緑の見えない山脈に囲まれ、緑が一向に見当たらない、厳しい自然の中に存在する街。薄うす汚よごれた街並みと傷いたんだ壁かべ色、地面の舗ほ装そうもがたがた。

【護送船団】が飼い鳴らすモンスターが引く馬車に乗り、窓から見えた迷宮都市ゼネラウスは、雄ゆう大だいな荒野に比べ、余りにもちっぽけに思えたんだけど……中に入るとイメージは一変。

「紅蓮の瞳ウルトラレツドは、リッチを叩たたき潰つぶす寸前までいった！　しかし、ギリギリのところで瘴しよう気きを吹ふき出すデュラハンが現れ、邪じや魔まをされたのだ！　紅蓮の瞳ウルトラレツドは負けたわけじゃない！」

「都市防衛は最高だ！　さぼってても、報ほう酬しゆうが出る！　ギルド職員すら把は握あく出来てねえからな！　迷宮ダンジヨンに潜もぐるよりはずっと安全で、稼かせぎもいいから他の街に移動する必要はねえ！」

　街中は、力強さと活力に溢れている。

　それは、迷宮ダンジヨン探査を専門とする冒険者が街人の大半を占しめているからだろうか。

　荒野にはモンスターがうろついており、来るだけで命いのち懸がけな街。

　なのに、誰もが顔を輝かがやかせて話し込んでいる。そこにはさっき大勢の商人や冒険者を迷宮都市ゼネラウスに運んできた【護送船団】所属の冒険者もいる。

　誰もが情報の収集に余念がなく、さすが金稼ぎが大好きな自由連邦の都市だ。

「だがどんどん冒険者が集まってくる！　そのうち、報酬を減らされるんじゃないのか!?」

「そんなことあるか！　外をうろつくあのゾンビの数を見ろ！　どれだけ冒険者がいたって、大本のリッチを倒たおさなきゃゾンビは増え続ける！」

　この迷宮都市ゼネラウスの外、自然の厳しさを感じる荒れ地には二十四もの迷宮ダンジヨンが存在する。

　大地の地下へと続く穴だけじゃなく、山脈に開いたトンネルが迷宮ダンジヨンであったり、山脈の頂上へ向かう道のりが迷宮ダンジヨンと化していたりする様々な迷宮ダンジヨンのテーマパーク。

「シャーロット……君も見たでしょ？　あの荒野を彷徨さまようゾンビの数……凄すごかったよね。大勢の冒険者が、都市にゾンビを侵しん入にゆうさせないよう戦ってさ」

「……」

「だから迷宮都市ゼネラウスに異変が起こってるって言った俺の推理、正しかったでしょ？　この街はいま、危機的状況にあるんだよ。よ、良かったなー真実を知ることができて。俺はこの街がどうなっているか気になって仕方が無かったんだよ」

　こうして、俺とシャーロットは貧びん乏ぼう旅行の末──。

　自由連邦が誇る都の一つ、迷宮都市ゼネラウスへ何とか辿り着いた。




「スロウ様、一つ良いですか？」

「ど、どうぞ」

「確かに外にはゾンビが沢たく山さんいて、この街が危機的状況にあるっていうスロウ様の考えは分かりました。でも、浮うかれムードですよね？　スロウ様が言っていたみたいに、悲ひ惨さんで助けを求めてる感じ、無いですよね。わざわざ来る必要あったんですか？」

「確かにシャーロットの言う通り、救きゆう援えんを待ってる感じじゃないけど……で、でもね」

「イーストンロック山系の迷宮ダンジヨンって言えば、宝石に加工出来る亀かめさんが多くて、お金が稼げる迷宮ダンジヨンってことは私も知ってます。でも、そんな迷宮ダンジヨンがあの恐おそろしいリッチに支配されたって割には、危機的状況の筈なのに和わ気き藹あい々あいとしてるじゃないですか！」

「うっ、そう言われると……」

　迷宮都市ゼネラウスを囲む荒野の、ずっと向こう側に見える大山脈。

　イーストンロック山系と呼ばれる山脈に、それはある。

　荒野や山脈に作り上げられた二十四の迷宮ダンジヨンの一つ、【甲こう羅らの神しん殿でん】がどこかからやってきたリッチに攻せめられ、陥かん落らくしたらしい。

　そして、いま。リッチは迷宮ダンジヨンで傀かい儡らいを生み出しているのだろう。荒野には常であればいる筈の無いゾンビがふらふらと彷徨い歩いている。

　リッチによって傀儡にされたモンスターや人間、または両者から生み出されたゾンビ。

　都市の外周部では、都市に近づくゾンビを駆く除じよするため、ギルドから仕事を請うけ負おったのだろう冒険者が大勢で対処中。

　だからどう考えても迷宮都市ゼネラウスは危機的状況なんだけどさ……。

「火炎浄炎アークフレアがエルダーゾンビを一いつ掃そうしやがった！　間近で見たが、焰剣フランベルジユの力はすげえぞ！　ここ数年じゃ一番の掘ほり出しものじゃねえか!?」

「迷宮ダンジヨンがリッチに乗っ取られたんだ。冒険者ギルドはリッチを出来る限り早く排はい除じよしたいと考えている！　だから大おお盤ばん振ぶる舞まいしてるんだろ！　今の都市防衛は金になるぞ！　ちょっと街の外でゾンビを倒すだけで金が入ってくるんだからな！」

「シャーロット。あいつらの言ってること、聞いた？　お祭まつり騒さわぎなのは、ここが冒険者の街だからだよ。それに何やら冒険者ギルドが金をばら撒まいているみたいだし、景気がいいのかもね……いや、でもこの街が危機的状況にあるってのは本当だって！」

「……」

「対リッチ戦が特別クエストに指定されるって噂うわさがあるぞ！　リッチ討とう伐ばつ者は一気にランクが跳はね上がる！　Ａ級からＳ級にもなるって話がある！　新たなＳ級冒険者が誕生するかもな！　はっはー、リッチとの決戦に向けて盛り上がってきたな！　愉ゆ快かいな毎日だ！」

　今も冒険者達はゾンビを倒して楽に金を稼いだぜーなんて気楽に笑い合っている。

　知ってたけど……知ってたけどさ。

　だって、アニメの中でも、ゾンビとの戦いを楽しむ者達ばかりだったから。

　奴やつらにとって、リッチの軍勢に攻められているこの騒ぎは日常茶飯事……なのか？

「私はですね、スロウ様が迷宮都市ゼネラウスがやばい、迷宮都市ゼネラウスが滅ほろびちゃうって寝ね言ごとでもうなされるようになって……食事もとれなくなっちゃって……これはただ事じゃないって思ったから、王都に戻もどらずにここに来ることを許したんです！　でも、この街の人達！　すっごく楽しそうじゃないですか！　モンスターに攻められるなんて迷宮都市ゼネラウスじゃ当たり前だぜって顔してるじゃないですか！」

　シャーロットの言う通り、俺は迷宮都市ゼネラウスで異変が起きていると知り、ご飯も食べられなくなってしまった。ルーニーを追い返したのに、アニメイベントが着実に進行していることに気づいてしまったからだ。

「……シャーロット、声！　声！　……大きいって！」

「そんじょそこらの女の子とした約束じゃないんですよ！　カリーナ姫ひめとの約束は、王室との約束！　ひいては女王陛下と交わしたことと同じなんです！」

「俺が悪かったです、ごめんなさい」

　怒いかれる従者ちゃんを何とか宥なだめる。

　でも、今この迷宮都市ゼネラウスで起こりつつある事態を考えたら、カリーナ姫との約束より遥はるかに大事だからなあ。

　この街で起こる戦いをきっかけに、ドストル帝てい国こくとの戦争が勃ぼつ発ぱつしてしまうから……。




「風の大精せい霊れい様も迷宮都市ゼネラウスに到とう着ちやくしたら探検に行ってくるとか言って消えちゃうし……これからどうやって生活していきましょう……スロウ様、分かってるんですか？　もうお金も無いんですよ？」

　正直言えば、連れてきたくはなかった。

　でも、この迷宮都市ゼネラウスで起こる〝未来〟を考えれば、俺は風の大精霊の力を当てにしている。今回ばかりは俺の力だけで事態を掌しよう握あく出来るとは限らない。風の大精霊の力を借りるために、シャーロットを連れてきたと言っていいかもしれない。

　分かってる。俺は、シャーロットを振ふり回してばっかりで悪い奴だ。

　約束も守れない悪いスロウちゃんなのだ。

「あ、また難しい顔して私のこと無視してる……もう慣れましたけど……」

　でもいい加減、この役割……そろそろ疲つかれてきたぞ。俺しか事態の重さを知らないから、一人で全てを背負わないといけない。全くさ、俺はただ働きのボランティアじゃねーんだぞ？　誰だれかこの役割、代わってくれよ。もっと正義感のある奴、いないのか？　そんな俺の思いなんて知らずに、シャーロットはますますヒートアップして……いや、固まってる!?

「スロウ様。私、とっても良いアイデア思いつきました」

「よし聞こう。シャーロット、何でも話してくれ。出来る限り俺は君の意見を尊重したい」

「今まで尊重されたことない気がするんですけど……でもいいです。えっとですね、折角迷宮都市ゼネラウスに来たんだから……いっそのこと、冒ぼう険けん者として生きましょう！」

　それは、あんまりにもあんまりな提案だった。

「私も魔ま法ほうに目覚めたことですし、スロウ様は超ちようが付く程強い魔法使いじゃないですか！　二人で冒険者として生計を立てる……沢山、迷宮ダンジヨンに潜って、お金をざっくざっく稼いで、この国に移住でもしたらいいんです！　幸いなことに自由連邦は過去を一切気にしませんから、カリーナ姫との約束を破った私達にはうってつけって……」

「シャーロット、冒険者として生きていくって大変なことだよ？」

「でも、もう私達にはそれぐらいしか道が……」

「──リッチなど、恐れるに足らずだ!!　こちらには紅蓮の瞳ウルトラレツドがいる！　冒険者として幾いくつも偉い業ぎようを打ち立てた我らの英えい雄ゆうが付いているのだ！」

「シャーロット。静かに」

「……むっ」

　演説している男の言葉に耳を傾かたむける。

　声高々と、街の民衆……いや、冒険者達を鼓こ舞ぶするように熱弁を振るっていた。

「紅蓮の瞳ウルトラレツドは先日の戦いの後、たった一人でイーストンロック山系へ突とつ入にゆうした！　あの、ゾンビが犇ひしめく赤の麓ふもとを越こえて……この中に一人であの中に突入出来る勇気を持った者がいるか!!」

　迷宮都市ゼネラウスは今、リッチに襲おそわれている。

　それは確かに間ま違ちがいない。

　間違いないんだけどさ……これはドストル帝国が仕組んだ攻こう撃げきなんだよね。
















　より正確に言うと半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドと呼ばれている三さん銃じゆう士しの一人、ドライバック・シュタイベルトの意思の元、行われている攻撃だ。

　まさにアニメ通りの展開で、俺は肩かたをがっくしと落とす。

　ヒュージャックで斥せつ候こうとしての役割を持つルーニーを北方へ追い返したのに、半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドはアニメ通り迷宮都市ゼネラウスへの攻撃を開始。

　一体全体、どうしてこうなった？

「冒険者ギルドからの報告によると、麓を越えた先に新たな迷宮ダンジヨン、あり！　そこは亡者が犇めく迷宮ダンジヨンへの入り口！　やはり【甲羅の神殿】はリッチに占せん拠きよされていたとのことだ！　我らの金を生む城が奪うばわれたのだ！」

　どうして未来は何も変わらなかったんだろう？

　もしあそこでシューヤがルーニーを追い返していたら、戦争は起こらなかっただろうって裏設定に書いてあっただろ！

　それに、あの闇の大精霊ナナトリージユがお気に入りのルーニーを倒されて……自分の計画を曲げてまで迷宮都市ゼネラウス攻撃の決断を下すとは思えない。




「……スロウ様。私の話、聞いてますか？」

　その後もずっとガミガミと俺はお説教を受け続ける。

　これでも、シャーロットは大分落ち着いてきたほうなんだ。

　自由連れん邦ぽうへ向かう道のり、途と中ちゆうではもうダリスに帰れないうわーん、スロウ様の馬ば鹿かってマジ泣きしてた時もあったからな。その度たびに俺は、実はこれ、カリーナ姫からの秘密の任務で、とか適当な噓うそをでっち上げて慰なぐさめていたんだけど、火に油を注ぐ結果に。

　結局、俺は迷宮都市ゼネラウスで怪あやしい動きがあるんだと、真実を暴ばく露ろした。

　怪しい動きって何ですか、ってシャーロットの質問に答えるのに難なん儀ぎしたよ。

「でも、私もスロウ様の言葉を全部疑ってたわけじゃないんです……だって、その……冒険者ギルドが噓をついてるって話は本当でしたから……本当に迷宮ダンジヨンが落とされてたなんて……あ、見えて来ましたね。あれがネメシス……凄すごい人ですね」




　自由連邦の街には必ず一つは存在するものがある。

　それが、冒険者ギルドだ。

　ダリスは迷宮ダンジヨンが出来れば即そく座ざに潰つぶす方針であるが、この国は違ちがう。

　迷宮ダンジヨンが生み出す利益を永続的に確保するためであれば、この国、自由連邦は何でもやる。迷宮ダンジヨンを生かさず殺さず維い持じし続けることだってお手の物。

　冒険者ギルドの設備や大きさだって、他の国とは比ひ較かくにならない。

　そしてこの街にある、冒険者ギルドはさらに特別だ。

　南方冒険者ギルド本部。通つう称しよう、ネメシス。

「都市防衛の報ほう酬しゆうを受け取りたい者は列に並べ！　繰くり返す！　報酬を受け取りたい者は列に並べ！　そこ、二列になるな一列だ！」

　堅けん牢ろうなギルド本部を眼前に控ひかえた広場に、大勢の冒険者。

　ほぼ全員が冒険者ギルドから都市防衛の依い頼らいを請け負った者達だろう。

　しかし、多いな。本部の入り口には逞たくましい冒険者が殺さつ到とう、列はギルド本部前の広場では収まりきらず、あちこちで割り込みや待ち時間に対する苦情も聞こえる。あれが大陸南方を統一する、南方冒険者ギルド総本山か。

　ネメシスは規模も利用する冒険者の数も他とは段違い。

　お、ネメシスの入り口から新たに出てきたギルド職員が何かを叫さけびだした。

「都市防衛を受注した者は現地の職員が記入した書類の用意を忘れるな！　おいそこ！　列に並べ！　また、本日は冒険者登録の業務を中止している！　再開予定は未定だ！」

　危険と報酬は比例する。

　ネメシスに来るまでに大勢の冒険者が都市防衛の報酬は良いと言っていた。

　冒険者ギルドがそれだけの報酬を与あたえているなら、それだけ危険ということだ。

「大きいですね……何人の人が働いているんでしょう。スロウ様、入ってみましょうよ」

「シャーロット。中に入ろうと思ったら、あの列に並ばないといけないみたいだ」

　この街へやってくる冒険者は、管理された迷宮ダンジヨンでモンスターや設置された罠わなの情報を得て、ある程度の安全を確保しながら迷宮ダンジヨンへ潜もぐり実力をつけるのだ。

　だけど、ずっと迷宮都市ゼネラウスで稼かせぐ者は冒険者としては後ろ指を指され、半人前扱あつかいされるのが現状だ。故ゆえに迷宮都市ゼネラウスに長居する者は少ない。

　実力を上げ、金を貯め、そして本物の自然な迷宮ダンジヨンへ出ていくのだ。

　冒険者の欲よく望ぼうを受け止める迷宮都市ゼネラウス、そして貴重なアイテムを吐はき出す迷宮ダンジヨン。

　この街の冒険者ギルドは儲もうけているんだろうな。

「……止やめときましょう」

「うん。俺も同意見」

「でも、ダリスには絶対ない雰ふん囲い気きの街ですね。私、ちょっと驚おどろいちゃいました」

「シャーロット、スリには気をつけてね。この街はある意味何でもありな街だから」

「何言ってるんですか。私達、盗ぬすまれる程お金持ってませんよ」

「……ぶひい。ごめんなさい、全部俺のせいです」

　貧びん乏ぼうって辛つらい。

　こうなれば、シャーロットの提案通り、冒険者を目指した方がいいかもしれない。少なくともお金は稼げるわけだし……。

「それで、さっきの続きですけど──スロウ様。どうして迷宮都市ゼネラウスがわざと可お笑かしな情報を流してるって気付いたんですか？」

「……歩きながら話そうか。ギルド職員に聞かれたらやばいし」

　俺は冒険者ギルド、ネメシスを見上げる。

　この迷宮都市ゼネラウスがリッチに攻せめられているなんて、〝見当違いの真実〟をでっちあげている冒険者の総本山を。

　幾百、幾千の冒険者が列を成して、ネメシスの中へ消えていく。

　都市防衛の特別クエストをばんばん冒険者に与え、さながら蜜みつを与え虫を集める食虫植物のようだった。




「シャーロット、迷宮都市ゼネラウスについて調べれば調べる程、可笑しな情報にぶちあたったでしょ？　ある街ではオークが率いる新迷宮ダンジヨンが出来たなんて噂うわさが流れていたり、ある街では何の問題も起きていないとか。挙句の果てには、新迷宮ダンジヨンが生まれたけど採算が取れないからってギルドマスター、紅蓮の瞳ウルトラレツドに潰されたって」

「やっぱりスロウ様の言う通り、冒険者ギルドはリッチに迷宮ダンジヨンが支配されたってことを隠かくしたかったんでしょうか？」

「だろうね。ギルドが誤った情報を流し、迷宮都市ゼネラウスで何が起きているか、詳しよう細さいを摑つかめなくしている。そして、その誰かとは誰か？　考えるまでもない。迷宮都市ゼネラウスの支配者・紅蓮の瞳ウルトラレツドだ。奴やつの意思無しで、情報統制なんか出来やしない」

「……理由があるんでしょうか」

「直接会って聞いてみたいけど、生あい憎にく俺達は冒険者ですらない。紅蓮の瞳ウルトラレツドは謎なぞに包まれた男で、いつ何をしているか冒険者ギルドでも摑み切れてないって話だ。多分、生半可なやり方じゃ会うことも出来ないだろうな」

「でも今は冒険者ギルドは幅はば広ひろく協力をお願いしてるみたいですし、スロウ様が協力するって言えば──」

「それは最後の手段。ダリスの貴族、それも公こう爵しやく家の人間である俺が表立って他国のギルドに協力すれば面めん倒どうなことになる……それよりもまず、俺達の活動拠きよ点てんでも探そうか……前みたいに夜になったらどこの宿も空いてなくて野宿しかけるなんて御ご免めんだからさ」

「スロウ様はご飯を食べた方がいいです。最近、水しか飲んでないじゃないですか」

「食事が喉のどを通らないんだよね……」

　ずっと貧乏旅行をしてきた。

　正直、シャーロットにも信じてもらえず、何度も心が折れそうになった。

　俺がやろうとしていることは、傍はた目めにはカリーナ姫ひめからの信しん頼らいを大きく裏切っている。

　でも、最終的にはシャーロットは俺の後に付いてきてくれた。

　色んな思いで胸が苦しくて、ご飯を食べる気にもならなかったんだよ。

　だって、いきなり戦争が始まるんだぞ？　迷宮都市ゼネラウスが陥かん落らくして、本当に世界は変わってしまうんだ。そんな未来を俺だけが知っている。

　重すぎじゃね？　そりゃあ、ご飯も食べられなくなるわ。

「今もお腹すきませんか？」

「うん……」

　しかし、紅蓮の瞳ウルトラレツドなぁ。

　実は俺もあんまり知らないんだよな。

　アニメでもただ、迷宮都市ゼネラウスを戦争に巻き込んだ男としか出てこない。だけど、ギルド職員や、特に真実を何も教えられず戦争に巻き込まれた冒ぼう険けん者すら奴を英雄視していた。

　一体、この街の英雄として担かつぎ上げられているギルドマスターは、どんな男なんだろう。

　いや、街を歩けば奴を讃たたえる声があちこちから聞こえてくるんだけどさ。冒険者の印象って俺は乱暴で自分勝手で酒好き、しかもこの迷宮都市ゼネラウスの冒険者はそれにさらに輪を掛かけた連中なわけで、そんな荒あらくれ者達から絶大な信頼を受ける紅蓮の瞳ウルトラレツドってのは──。

「だから！　俺は迷宮都市ゼネラウスに残るって何度も言ってるだろ！」

「じゃあ今日はいつ帰ってくるのよ！　あんたが怪け我がしないで無事に帰ってくるかボロ宿で心配してる私の身にもなってよね！」

「押し付けがましいこと言うなよ！　誰も心配してくれなんて言ってない！」

「何ですって!?」

　ここは冒険者の街だ。喧けん嘩かしている奴らの声なんてそこら中から聞こえてくる。迷宮ダンジヨンに潜りに来たのにどうしてゾンビと戦わなくちゃいけないんだって文句言ってる奴がいれば、危険も少ないのに大金が稼げていいじゃねえかと慰める奴もいる。

「今は避ひ難なんよりも、やるべきことがあるんだよ！　街が攻められてるんだぞ！」

「あんたは自由連邦の人間じゃないでしょ！」

「俺は冒険者だ！　冒険者に国の違いは関係ないだろ！　それにお前は結局、冒険者登録しなかったんだから、国に戻もどってもいいって言ってるだろ！」

「あ、あんたねえ！　誰だれが気絶したあんたを運んできたと思ってるのよ！　それに今日はいつ帰ってくるの！　宿のお金も毎日払はらい続けてるんだからね！　また、夜までゾンビ相手に……えっ…………今擦すれ違ったのって……」

　やっぱりどこにでもいるんだよなぁ。こういう、ベタベタな展開しちゃう奴ら。

　聞いてるこっちが恥はずかしくなるっての。

「スロウ様、スロウ様」

　シャーロットが俺の服の袖そでを引っ張り、つんつん。

「え？」

「さっきの声、どこかで聞いたことが無かったですか？」

「いやー、どうだろう。他人の空声じゃない？」

　だってあいつらはヒュージャックであんな酷ひどい目にあったんだぞ？

　迷宮都市ゼネラウスに向かう方針を取り止めたって何も可笑しくない。というか、当然だ。

　もし方針を曲げず迷宮都市ゼネラウスに辿たどり着いたとしても、今ここはゾンビに攻められてるんだ。この街がやばい状じよう況きようにあるって知ったら、あいつらだってダリスに帰ろうとするだろ。

「スロウ様。こっち向いて下さい。何で苦しそうに、目を瞑つぶってるんですか」

「……べ、別に特別な意味はないけど。シャーロット、誰か知り合いにでも会ったのかな？」

　迷宮都市ゼネラウスに向かうまでの道のり。

　俺達は煙けむり臭くさい工業都市ガランから、大勢の冒険者に護衛され、迷宮都市ゼネラウスにやってきた。

　道中、ゾンビと戦っている冒険者を大勢見て、案内人の冒険者達からこの街で起きていることについては他の街で他言しないよう厳命された。

　何でも、いまこの迷宮都市ゼネラウスは凄くお金が稼げるから他言して欲しくないらしい。

　……。

　でもまさか、あいつがあの冒険者達に混じって戦ってるなんてありえないよな？

　一応はダリスの貴族でもあるあいつが、ありえないよな？

　別に俺が目を瞑っているのに、深い理由はない。

「それが……その……」

「あーーーーーーーーやっぱりっ!!」

　甲かん高だかい声が目の前から聞こえた。

　……うるせえな。何がやっぱりだよ。俺はやっぱりって言われるような特とく徴ちよう的な外見してないぞ。最近、瘦やせまくってるからな。もう一いつ般ぱん人と言ってもいい。少なくともデブじゃない。シャーロットも、今のスロウ様なら街に出しても後ろ指指されないって言ってくれるし。ん？　でも今考えたら結構酷い言い草だな……。

　なんて現実逃とう避ひしながら、恐おそる恐る、目を開けていく。

　迷宮都市ゼネラウスは広い街ではない。小さく、ぎゅっと圧縮されている。だから、もし知り合いがいれば数日のうちに鉢はち合あわせる可能性は十分にある。けれど、俺はさっき迷宮都市ゼネラウスに到とう着ちやくしたばっかりなんだ。だから、幾いくらなんでもこんなに早く──。

「豚ぶたのスロウ！　何で貴方がここにいるのよ！　貴方は今、ダリスにいる筈はずじゃ!?」

　ああ、神様。

　どこまで行っても、俺とこいつらの縁えんは切れることがないんですね。

　出来ることならば、会いたくなかった二人組。問題ばっかり引き起こす、シューヤとアリシアがじろじろと俺の顔を、至近距きよ離りでがん見。

　……というか、アリシア。お前、俺のこと見すぎだろおい。

「おいアリシア。お前誰と勘かん違ちがいしてるんだよ。こいつがあの、デニングだって？　笑えるだろそれ。あのデニングがこんなに瘦せてるわけないし、あいつは今王都にいるんだぞ。ん？　でも……この憎にくたらしい顔と世の中舐なめてるみたいな目……あの豚公爵が瘦せたら確かにこんな感じになりそうだな」

「……お前まじでぶっ飛ばすぞシューヤ」
















「この声！　まさか！」

　アリシアの後ろに立つシューヤが顔を青くし、俺から何歩も離はなれやがる。

　まるでモンスターに出会ったかのような反応に、俺の心は地味にブロークンハート。

　というかさっき、こいつすげえ失礼なこと言ったよな。

　やっちゃっていいか？　やっちゃっていいよな？　よし、やろう。

「何だシューヤ。そいつ、お前の知り合いか？」

「え、ええっと。ゾッドさん。知り合いって言っていいのか？　いや知り合いだよな……でも、まさかこんな場所で会うとは思わなかったっていうか……アリシアお前よくこいつがデニングだって分かったな」

「すぐに分かったわけじゃないけど、でもシャーロットさんもいたし、分かるでしょ」

「お前らの知り合いってことは、そこのガキはダリスの貴族か、へえ」

　その舐めたような言い方に少しだけイラっとした。

　後ろに下がったシューヤの肩かたに手を置いている軽装鎧よろいを着込んだ男。茶色の長ちよう髪はつを後ろで縛しばり、そのしなやかな身体からだつき、そして片かた刃ばの、細身の刀身……タイプは剣けん士しか。

　いかにも俺が考える迷宮都市ゼネラウスの荒くれ冒険者然としていて、シューヤが気を遣つかっている様子からもあいつより格上の冒険者であることが窺うかがえる。

「ゾッドさん。こいつにはあんまり関わらない方がいいです。結構、特とく殊しゆな家で……」

「少なくともシューヤ、お前の家よりは良いってことか」

「まあ、その……かなり……」

「だけどシューヤ。お前はこの迷宮都市ゼネラウスで戦いの経験を積み始めた。その点ではそっちの家いえ柄がらだけっぽいガキよりは上だと俺は思うぜ」

　確かにそれは男の言う通りなのかもしれない。

　シューヤの雰ふん囲い気きが学園にいる時とは違ちがう。ぶっちゃけ、別人だ。

　やっぱり都市防衛クエストを受注して、何度もモンスターとの闘たたかいに参加していたか。

　服は擦り切れ、だけど明らかに自信のある顔つき。俺に対しても以前のように臆おくしてはいない。あのガキっぽかったシューヤから明らかに成長している。

　そして、シューヤの後ろにいるのは軽けい薄はくそうな男だけじゃない。横にもう一人、さっきから興きよう味み津しん々しんな様子で俺のことを見ている女がいる。ばっさりと切られた青あお髪がみの、やけに露ろ出しゆつが激しめな……動きやすい盗とう賊ぞくスタイル。わお、一体何本のナイフを身につけてるんだよ。

　シューヤがさっき俺の家柄がかなり良いみたいなことを言った瞬しゆん間かんからこの反応。

　結構、現金な性格みたいだ。

　そして俺は、二人の冒険者の姿に見覚えがあった。

　こいつら──【冥土の赤ゼルーシユ】か。

「ねえ、シューヤ君。そっちの坊ぼうやは君達に何か言いたいことがありそうだし、一いつ緒しよに連れていってあげようよ。どうせご飯食べるだけだし！」

「そうだなシューヤ。お前の知り合いなら問題ねえよ。一緒に来い」

「いや、でも……」

　シューヤがちらちらと俺の様子を窺っている。

　何だよ気持ち悪いな、一緒に行きたくないならはっきり言えよ。

　しかし、【冥土の赤ゼルーシユ】と既すでに合流済みか。どこまでもアニメ通りってか。

　アニメの中で、迷宮都市ゼネラウスへ辿り着いたシューヤが出会う高位冒険者、火炎浄炎アークフレア。

【冥土の赤ゼルーシユ】は焰剣フランベルジユの持ち主でシューヤの師し匠しようとなる男が率いる冒険者パーティだ。

　俺達を都市ガランから迷宮都市ゼネラウスに連れて来た【護送船団】とは規模が比ひ較かくにならないが、少数精せい鋭えいをモットーとする実力者集団。

　普ふ段だんはリーダーの火炎浄炎アークフレアを入れた六人構成だが、現在迷宮都市ゼネラウスには副リーダーで喧嘩っ早いゾッドとすばしっこい盗賊のナリータしか滞たい在ざいしていない。

「そこの君。来るなら、奢おごってあげるけど」

「行きます！」

　奢ってあげる、その言葉に、貧びん乏ぼうな俺が抗あらがえるわけがなかった。

　というか、奢りという言葉が出た瞬間、シャーロットが俺の腕うでを摑つかんだからな。







「おい……アリシア。俺は夢でも見てるのか？」

「私に聞かないでよ……私だって驚おどろいているんだから」

「あのデニングが食しよく欲よくが無いとか信じられないって。いつもなら俺の三倍は軽く平らげるんだぞ？　お前も覚えてるだろ、あの大食い大会の時だって……」

　迷宮都市ゼネラウスまでの旅は、滅め茶ちや苦く茶ちや過か酷こくというわけではなかった。

　俺は迷宮都市ゼネラウスで起こるだろう未来を考えすぎてノイローゼ。

　そのせいでずっと物が食べられなくて、豚公爵と呼ばれるようになってから一番瘦せているだけだ。

「豚のスロウがご飯を前にしてもがっつかない……豚じゃなくなってる……シャーロットさん。一体こいつに何があったの？」

「あの……その。ちょっとスロウ様は体調が悪いといいますか……」

【冥土の赤ゼルーシユ】の二人は気を利きかせてくれたのか、俺たちとは距離を取って座っている。

　だけど、ここからの話は少しでも聞かせるわけにはいかない。

　ちょっとした魔ま法ほうで周囲に俺たちの声が聞こえないよう妨ぼう害がい。

「おい、デニング。食べないんだったら俺の質問に答えろ。お前、どうして迷宮都市ゼネラウスにいるんだよ。あの騒そう動どうの後、お前は王都に招待されてただろ。俺は知ってるんだからな」

　シューヤ、聞かれると思ってたよ。

　俺たちが迷宮都市ゼネラウスにやってくるなんて余りにも不自然だもんな。

　しかも俺はお前のような冒険者じゃないし、迷宮都市ゼネラウスとは縁が無さ過ぎる。

　だけど、こっちにはちゃんとした理由がある。実際、ダリスから迷宮都市ゼネラウスへ向かう道すがら、耳の聡さとい者の間ではちょっとした噂うわさになっていたのだ。

「俺はな、お前らを探しに来たんだよ」

「は？　どうして俺達を……」

「シューヤ、お前やばいぞ。アリシアが急に学園から消えたから、お前がどっかに連れ出したことになっている。一応な、アリシアは王族だぞ。クルッシュ魔法学園に留学している身で、どこにも連れん絡らくしないで学園から連れ出すなんて何考えてるんだよ」

「……ウソだろ」

「学園ではお前達二人は仲が良かった。もしかしたら今いま頃ごろ、二人で駆かけ落ちなんて噂が流れてるかもな」

「バカ言ってんじゃないわよ、誰だれがシューヤと駆け落ちなんか！　それに一応って何よ！」

「じゃあ、今すぐにでもサーキスタに連絡しろ。すぐに帰るってな」

　問題なのはダリス貴族でありながら、迷宮都市ゼネラウスでゾンビと戦っているシューヤだけじゃない。アリシアだってそうだ。というか、ある意味こいつの方がぶっ飛んでる。王族だぞ、お前。何勝手に学園を抜ぬけ出してるんだよ。しかも……迷宮都市ゼネラウスにいるなんて。アニメではお前、この後サーキスタの関係者から滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこられるんだぞ。……先に言っとく、泣くなよ。

　当初は動どう揺ようしていた二人だけど、少しずつ落ち着いていく。

「じゃあ、豚のスロウはわざわざ探しに来てくれたってことよね」

「……まあ、そういうことになるな」

　うっ。隣となりに座るシャーロットの視線が痛い。

「でも、どうして分かったの？　迷宮都市ゼネラウスに行くなんて誰にも言ってないのに」

「シューヤの部屋に迷宮都市ゼネラウス関連の本が山ほどあったからな」

「なっ！　お前、俺の部屋に勝手に入ったのかよ！」

「非常事態だったんだ、逆に感謝してほしいぐらいだ」

　……そんなこと、してないけどな。

　いや、本当にしてないって。シャーロット、そんな目で俺のことを見ないでくれ。

「でも、お前ら。特にアリシア。今、この迷宮都市ゼネラウスがどんな状じよう況きようにあるか分かってるのか？　戦争だよ。迷宮都市ゼネラウスは戦争をするんだ。相手はリッチ、ほぼ不死のモンスターじゃないか」

　俺が迷宮都市ゼネラウスにやってきた本当の目的。

　それはこの都市で何が起きているか、探ることだ。

　相手はドストル帝てい国こくが誇ほこる三さん銃じゆう士し。アニメの中では戦争を望んでいなかった描びよう写しやが度たび々たびあるにも拘かかわらず、戦争のきっかけである迷宮都市ゼネラウス陥かん落らくを生み出す男。

「何言ってるの、避ひ難なんするに決まってるじゃない」

「じゃあシューヤ、お前はどうするんだよ」

「俺は最後まで残る」

「……は？　金なら十分に稼かせいだだろ。報ほう酬しゆうはかなり良いって聞いたぞ」

「最初は確かに報酬に釣つられて参加したけど、今は違う」

「違うって何がだよ」

「冒ぼう険けん者の知り合いも増えて、仲間が出来た。皆みんな、俺の背中を預けられる人ばっかりだ。だから、俺一人だけ逃にげるなんて出来ない」

「話の最中で悪いがシューヤ、厄やつ介かいなゾンビの集団が現れて、リーダーがついさっき一人で荒こう野やに出ていったらしい」

　先ほどの冒険者、ゾッドがやってくる。

　シューヤの肩に手を置き、随ずい分ぶん機き嫌げんが良さそうだ。

　反対に俺はイライラ。

　分かってたさ。アニメでもそうだったよな。こいつは迷宮都市ゼネラウスから逃げない。

　だけどシューヤが迷宮都市ゼネラウスに残るってことは、あの未来が確定するってことになる。

「休きゆう憩けいは終わりだ！　俺達は外周のゾンビを駆く逐ちくしに行くが、お前はどうする？　別に無理にとは言わねえ。こっちの話を優先しても一向に構わねえぞ」

「待ってください！　リーダーが、おっさんがいるなら俺も行かないと！　あの火炎浄炎アークフレアと直接喋しやべれる機会なんて滅めつ多たに無いっていうか！」

　火炎浄炎アークフレアの名を聞いて、シューヤが慌あわてて、立ち上がる。

　アニメではシューヤの師匠となる、頼たよれる味方。

「デニング。探しに来てくれたことは、感謝してる。だけど、俺、行かないと」

「あの男も強制してなかっただろ。都市防衛に参加して危険を冒おかす必要なんて」

「お前も言ってたようにこの街は今、リッチに襲おそわれてて、滅め茶ちや苦く茶ちや危険な状況だ」

「俺には冒険者達が楽しんでいるように見えるけどな。それにアリシアは避難するって言ってるだろ。シューヤ、お前も──」

「俺は冒険者だ、デニング。この迷宮都市ゼネラウスの一員として、街を守る手助けがしたいんだ。じゃあ、そういうことだからアリシア。俺は行く」

「ちょ、ちょっと！　待ちなさいよシューヤ！　話はまだ終わってない！」

　先に出て行ったゾッドとナリータの後を追うように、あいつは店を出て行ってしまい、残された俺達の間に何とも言えない空気が流れる。

　それは一言で表すと、あいつ、まじかといった類たぐいのもの。

「はぁぁぁ、馬ば鹿かなんだから………」

　アリシアがテーブルに突つっ伏ぷして、頭を抱かかえていた。




　さて、シューヤ・ニュケルンという男について、ちょっと整理してみよう。

　クルッシュ魔法学園の第二学年。

　男だん爵しやく家の嫡ちやく子しで、貴族社会の中では家いえ柄がらは余り良くない。領地は不毛で、家の実入りも良いとは言えない。魔法学園では水すい晶しようを使った占うらない稼ぎに精を出して、変人と皆に思われていた。だけど友達思いで、面めん倒どうに巻き込まれがち。他国からの留学生であるアリシアと仲が良くて、学園ではちょっとだけ目立つ存在。

「シャーロットさん。スロウ、瘦やせ過ぎじゃない？」

「そうなんです……どんどん瘦せていって……」

「あなた、従者としてこいつのこと管理してるの？」

「か、管理ですか？」

「そうよ。こいつが瘦せるのはいいと思うけど、急ぎ過ぎな気もするわ」

「……わ、私だって食べさせようとしたんです！　でも、スロウ様は」

「ふーん。でもシャーロットさん。壊かい滅めつ的に料理がヘタだった気がするけど──」

「な！」

　確か、アニメ中の迷宮都市ゼネラウス編ではシューヤとアリシアの二人ともずっと喧けん嘩かしてたよな……。

　まあいいや、そんなの小さなことだ。最大の問題はシューヤが本気でこれから迷宮都市ゼネラウスで起こる戦いに介かい入にゆうしようとしていることだ。

　少なくともクルッシュ魔法学園の頃の力じゃ、シューヤはお荷物間ま違ちがいなし。

　なのに、参戦することが可能な状態が揃そろいつつある。それが、さっきの冒険者連中だ。

「私とシューヤが泊とまってる宿があるのはこの先よ。ちょっとボロいけど、いいわよね」

「全然気にしないです、アリシア様！　安ければ、大きな虫がいたって平気です！」

「何よシャーロットさん。もしかしてひいてるの？」

「い、いえ！　そういうわけじゃ！　ほ、ほら。スロウ様行きましょう！　わあ！　壁かべが剝はがれてて……趣おもむきがありますね！」

　火炎浄炎アークフレアに気に入られ、そのパーティに勧かん誘ゆうされるなんて、魔法学園のあいつを知る者には信じられないだろう。

　冒険者事情に詳くわしい者だったら、焰剣フランベルジユを持つ火炎浄炎アークフレアの存在は誰でも知っている。

　アニメでも同じ展開があったけど、火炎浄炎アークフレアはシューヤの何に惹ひかれたんだろうな。

　……もしかして、あれか？　あいつが持ってる水晶。

　焰剣フランベルジユと同じく、火の大精霊エルドレツドが生み出して世の中に散らばらせたマジックアイテムの一つ。

　火の大精霊エルドレツドから力を引き出せるアイテム持ちとして、シューヤに共感でもしたのか？

　でも……シューヤが持つあの水晶は特別だ。あれを持った人間は必ず、強大な力に溺おぼれ身を滅ほろぼす。最後には身体からだを乗っ取られ、本人の意思とは関係なく力の限りを尽つくす災いの力。

「え？　何言ってるのシャーロットさん。私の聞き間違いかしら」

「一緒に泊まった方が安上がりですから。それにいつものことですし」

「い、いつものこと？　まさか──」

　シューヤが持つ水晶の正体がバレたら、ダリスは軍を動かしてでもあれを破は壊かいしようとするだろう。

　火の大精霊エルドレツド、通つう称しよう誘さそう悪あく魔まと呼ばれる危険な力。

　しかも、不幸なことにシューヤは火の大精霊エルドレツドに気に入られている。シューヤが心の底から力を望めば、火の大精霊エルドレツドは嬉き々きとして力を貸かし与あたえるだろう。

　それがシューヤの身の破は滅めつに繫つながると分かっていても。




「それでどうしてアリシア、俺達の部屋がお前の隣なんだよ……別にいいけどさ」

　借りる部屋は一部屋。

　部屋は棚たなもなく、ただベッドと机が置かれているだけ。剝げかけた壁紙、カーペットも何もない剝むき出しの冷たい石床ゆか。夜はテーブルに置かれた燭しよく台だいのランプがぼんやりと部屋を照らすのだろう。シャンデリアも、カーテンも高い絨じゆう毯たんも無いこの陰いん気きな部屋は、少なくともアリシアのような高貴すぎる身分の少女が泊まる部屋じゃないが……。

「ボロっちいなあ。アリシアお前、こんな宿で満足なのか？」

「私にだってね、考えがあるの。こんな陰気な部屋に、私みたいな高貴な人間がいるなんて誰も思わないでしょ。それに……別の部屋にはいつだって移れるけど、そしたらシューヤが可哀相じゃない」

「何でだよ」

「あいつ最近、帰ったり、帰ってこなかったり。だから、突とつ然ぜん私がいなくなったら、帰ってきた時寂さびしいでしょ。それに……帰る場所がなくなったら冒険者の仕事のほうに今以上に傾けい倒とうする気がするの」

　別にアリシアは他の施し設せつに移ろうと思えば、移れるだろう。

　だけど、ここはシューヤが戻もどってくる場所なんだ。

　アリシアはアリシアで、シューヤのことを大切に思っている。

「確かに、お前の言う通りかも……ん」

　壁に、不自然に布が掛かけられている。

　ぺらりと捲めくれば、大穴が開いていた。

「前にこの部屋使ってた男が暴れて穴開けちゃったんだって。だから、安いのよ」

「そりゃあそうだけど……お前、逞たくましくなったな」

「どういう意味よ。シューヤがあんなんだから、私が逞しくなるしかないじゃない」

「それはそうだけど……さっきシューヤにも言ったけど、すぐにサーキスタに連れん絡らくしろよ」

「分かってるわよ、偉えらそうに言わないで！　豚ぶたのスロウだって人のことは言えないわよ。どうせ、王都を抜ぬけ出してきたんでしょ」

「……えーっと」

　返す言葉もない。

　だって、面倒だったんだ。

　あのまま王都にいればチヤホヤされる生活が続いていただろうが、たった数日で飽あきてしまった。

「スロウ。アナタに何があったのか知らないけど、私のほうも色々あったのよ。ゾンビよ、ゾンビ。今いま更さら、部屋がボロボロぐらいどうってことないわ。シャーロットさん。ゾンビが最初に襲ってきた日なんて凄すごかったのよ……街中にね、モンスターがいても誰だれも気にしないの。冒険者の街ってのは知ってたけど、この街じゃ〝よくある〟らしいわ。迷宮ダンジヨンから出てきたモンスターがやってくること」

「え！　ゾンビが街中にですか？」

「そう。笑っちゃうでしょシャーロットさん……そうだわ。あいつが帰ってくるまで暇だから、この街で何が起きたのか説明してあげる」

　そして、アリシアは説明してくれた。

　迷宮都市ゼネラウスに到とう着ちやく直後。

　シューヤに連れられ、冒険者登録ぐらいならいいかと考えたアリシア。

　ヒュージャック横断で色々と考えるところがあったんだろうな。魔ま法ほうが上達するなら悪くないと思ったらしい。冒険者の中には魔法使いも大勢いる。誰もが貴族のように縛しばられた生活を好むわけじゃない。

　だけど、登録の最中に冒険者ギルドが迷宮ダンジヨンの陥落を公表。

　しかもゾンビの最上位種、リッチの仕業だと発表した。

「当然、迷宮都市ゼネラウスに衝しよう撃げきが走ったわ。リッチ、偉い大だいなる魔法使いの成れの果てが迷宮ダンジヨンを乗っ取ったんだからね」

「リッチは魔法の研けん鑽さんに励はげむものだからな。人間との闘たたかいに興味はない固体ばかりだ」

「でも、紅蓮の瞳ウルトラレツドは言ったわ。迷宮ダンジヨンを乗っ取ったリッチは非常に攻こう撃げき的だって。今も迷宮ダンジヨンのモンスターを自分の傀かい儡らいに変えてるって」

「……で。迷宮都市ゼネラウスに攻せめてきたんだな」

「そうよ。まさに悪夢よ」

　アリシアの顔が青ざめる。

　ゾンビの襲しゆう撃げきは、最悪な記き憶おくだったようだ。

　しかし、ギルドマスターの言葉通り、リッチは攻めてきたのだ。膨ぼう大だいなモンスターを連れ、僅わずか数日で迷宮ダンジヨンのモンスターをゾンビ化させ、この冒ぼう険けん者が集つどう迷宮都市ゼネラウスを襲った。

「冒険者ギルドは、迷宮都市ゼネラウスにいる冒険者へ撃げき退たいの指令を出したわ。リッチが出てきたら、あの紅蓮の瞳ウルトラレツドが出てくるって話だったから。第一線を引退した冒険者の英えい雄ゆう。あの彷徨さまよう鎧よろい武者を倒たおした冒険者、リッチにだって負けやしないって皆みんな、そう考えていた。でも、引退してから長すぎたのね」

「……まさか、負けたのか？」

「いえ、負けていないわ。私は見てないけど、荒こう野やでリッチをあと一歩まで追おい詰つめたって。だけど、仕留めきれなかった。リッチに逃にげられたらしいわ。そこからは、地じ獄ごくよ。イーストンロック山系の頂上付近に陣じん取どったリッチが日中ゾンビを差し向けるようになった。紅蓮の瞳ウルトラレツドも小さくない傷を負ったみたいで、ネメシスから出てこなくなったわ」

「……信じられないです。あの恐おそろしい鎧武者を倒した人なのに」

「シャーロットさん。リッチはそれぐらいのモンスターよ。で、今、紅蓮の瞳ウルトラレツドは来きたるべき決戦に向けて身体からだを休めてるって噂うわさ。彼の体調が戻るまでは、街の冒険者達がリッチが差し向けるモンスターの相手をしているわ。ほら、さっきシューヤも行ったあれよ」

「でも、なんだか盛り上がってませんか？　危機的状じよう況きようだって言うのに」

「……それはね。冒険者ギルドが都市防衛に出る冒険者にお金をばらまいているからよ。だから、街全体がふわふわ浮うかれているの。怪け我が人も出てるわ。死人だって出てる。だけど、怪我人にはギルドから高価な回復剤の提供とか至いたれり尽くせり」

「冒険者ギルドは……何でそこまでするんでしょう」

「リッチが乗っ取った迷宮ダンジヨンが、金が稼かせぎたいって冒険者に一番人気の迷宮ダンジヨンだったからよ。今ギルドは、莫ばく大だいな損失を抱かかえてるんじゃないかしら。シューヤに言わせれば、この戦いは冒険者にとって、慣れ親しんだ迷宮の弔とむらい合がつ戦せん。ねえ、これって外でどういう風に伝えられてるの？」

「全然だ。迷宮都市ゼネラウスがリッチに襲おそわれてるなんて、誰も知らない」

「うそ！　外に漏もれてないの!?」

「ほんとです。アリシア様……そんな話は全然……迷宮都市ゼネラウスに来る途と中ちゆうでも、案内をしてくれた冒険者の方からここで起きたことを口外しないよう言われましたから……」

　アリシアは暫しばらく考え込み。

「……そう。迷宮都市ゼネラウスは空前の好景気に沸わいてるから、こんな美お味いしい話、皆みんな言わないのかもね。今のこの街はとっても儲もうかるから……それに管理された迷宮ダンジヨンが突然、外のモンスターに落とされたなんて、笑い話にもならないわ。権けん威いの失しつ墜ついにつながるでしょう」

「あの……その。アリシア様、この街にいても大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか。いつリッチの襲撃があるか分からないんですよね？」

「ええ……明日にも迷宮都市ゼネラウスが陥おとされるかもしれないわ」

　アリシアの手元が僅かに震ふるえてる。

　知り合いもいない迷宮都市ゼネラウスの夜、今まで相当辛つらかったんだろう。

　シューヤについて、迷宮都市ゼネラウスまでやってきた。アニメの中ではシューヤを避ひ難なんさせようと頑がん張ばっていたアリシアだけど、今は気持ち的にたった一人だ。

「アリシアお前……自分で言っててゾンビが怖こわいんだろ。あ、そういえば、昔、怖い話をしたらすぐに泣いてたっけ……」

「だ、誰がよ！　勝手に過去を捏ねつ造ぞうするのやめて下さる!?」

「ゾンビ婆ばあさんの亡者と──」

　俺がゾンビに纏まつわる怖い話を口にすると、アリシアは唇くちびるをぎゅっと引き結び、さらに顔色が悪くなる。

「い、いた！　何するんだよシャーロット！」

「いきなり怖いこと言うの止やめてください！　スロウ様！」

「あっ……そういえば、シャーロットもそういう話、苦手だったね」

「べ、別に私はアリシア様と違ちがってゾンビが怖いとか、一切思ってませんけど！　でもアリシア様！　今日は一いつ緒しよに寝ねましょう！」

「そ、そうですわね……ナイスアイデアですわシャーロットさん。じゃあ、そういうことですから豚の……スロウは私の部屋で寝て下さるかしら」

「えっと……俺は構わないけど……」

　ゾンビ、ゾンビ、ゾンビ。それが怖いのはシャーロットも同じだ。そういえば、迷宮都市ゼネラウスでゾンビの話を聞くたびにシャーロット、固まってたな……。

　ゾンビに固まる美少女二人。手を繫ぎ合って、震えている。

「えーっと、それでシューヤのことなんだけどさ」

「あの都市防衛に力を入れてる馬ば鹿かが何？」

「あいつが防衛に出て役立つのか？　ほら。言っちゃなんだけど、クルッシュ魔法学園でも、魔法演習の授業ではちょっと良いってぐらいだっただろ」

「そうね。でも、あいつ。強くなったし、色々変わったわ。最近ね、異常なのよ。一人でぶつぶつ言うのが前よりひどくなって……たまに本当に誰かと話しているみたいで」

「……詳くわしく教えてくれ」




　迷宮都市ゼネラウスに着いてから、シューヤの独り言が多くなったとアリシアは語った。

　特に初めて防衛戦に参加した後、何か興奮した様子で帰ってきてからはさらにひどいらしい。右手に嵌はめるグローブを買ってきて、水すい晶しようを嵌め込んだこと。まるで水晶の中に誰かいるみたいで、アリシアが誰と喋しやべっているのか問い質ただせば、もう一人の自分と言い、それは可お笑かしいと詰きつ問もんすれば、シューヤは独り言の相手について何も話さなくなったそうだ。

「最近はあの【冥土の赤ゼルーシユ】ってパーティの奴やつらと一緒に行動して、私のことも邪じや魔まに思ってるみたいね。何度目かの襲撃で、あいつ……有名な冒険者に気に入られて、そこからは人が変わったみたい。私の言うことなんて聞かないし……」

「スロウ様。顔色が悪いですけど、どうしたんですか？」

「……何でもない。それよりアリシア。お前……色々と調べてるんだな」

「当たり前じゃない。シューヤの命が懸かかってるんだから」

　それもそうか。

　アリシアとシューヤは、お互たがいが一番の友達だ。ヒュージャックを突つっ切って迷宮都市ゼネラウスに向かうなんて馬鹿げた提案についてきたぐらい、アリシアはシューヤのことを信しん頼らいしている。

　しかし、アリシアはヒュージャックの話はしないようだ。

　俺から言うのはやめておこう。あれはシューヤとアリシアの問題だ。

「実はね……この街に来るまでの道中にも色々あったのよ。それなのに、あいつ……人の心配なんか気にもしないで」

　でも、これはまずいな。

　ルーニーとの戦いで、シューヤと火の大精霊エルドレツドとの繫つながりが強化されている。

　多分、死の淵ふちに瀕ひんしたシューヤを守るため、火の大精霊エルドレツドが強引に接せつ触しよくを図はかりだしたのだろう。

　このままじゃ、迷宮都市ゼネラウスであの悲劇の再来が起きてしまう。

　それだけでも大問題だってのに、問題はそれだけじゃない。

「あの……アリシア様。ニュケルンさんの独り言って、学園にいた時以上ってことですか？」

「シャーロットさんも知ってるの？」

「こんな言い方はあれですけど、ニュケルンさんと言えば有名でしたから……」

「でも本当にシューヤのこと、どうしたらいいのかしら」

「……突っ込んだ話をして、シューヤからこれ以上信用を失っても面めん倒どうだ。その、水晶のことは放っておいて、他の街に避難するよう説得しよう。シューヤはこれから起こる戦いを甘く見てる。あいつは百戦錬磨の冒険者じゃないんだから」

「……スロウも説得するの？」

「やるわけないだろ。俺とシューヤの仲を考えると、俺がやっても逆効果なだけだ」

「そんなことないと思うけど」

　迷宮都市ゼネラウスのギルドマスター、紅蓮の瞳ウルトラレツドは明らかに迷宮都市ゼネラウスの情報を外に出ないよう隠いん蔽ぺい。

　さらに、大勢の冒険者をこの迷宮都市ゼネラウスに縛り付けるため、金をばらまいている。

　事態はかなり深刻で、すぐにでもシューヤをこの迷宮都市ゼネラウスから連れ出さないといけない。

「……でも、シューヤが今いま更さら、私の話を聞くとは思えないわ」

「それでもそうするしかないだろう。迷宮都市ゼネラウスの面々はいつものことだって笑ってるけど、俺達にとってはそうでもない。シューヤはアリシアの言う通り、有名な冒険者集団に声を掛かけられてのぼせ上がっているだけだ」

「じゃあ、スロウはどうするのよ？」

「俺は──どうにかして、迷宮都市ゼネラウスのトップに会えないか探ってみるつもりだ」








二章　やるべきこと









　大事なことは、決意と覚かく悟ご。

　リッチが待つとされるイーストンロック山系の頂上へ向け、山を駆かけ上がる。

「ぶひいいいいいいいいいいい」

　確かめる必要があった。

　冒ぼう険けん者ギルドは、敵をリッチと断じているが違ちがう。

　真の敵は三さん銃じゆう士しの一人、ドライバック・シュタイベルトだ。

　幼少時からモンスター化の呪のろいを浴び続け、デュラハンの姿をとる男。自然のデュラハンは群れることを徹てつ底ていして嫌きらうから、現在のイーストンロック山系でデュラハンを見つけることが出来れば、そいつが三銃士ドライバック・シュタイベルト確定と言っていい。

「ぶひいいいってふざけてる余よ裕ゆうも無くなってきたな！　何だよこの数！」

　冒険者ギルドは、リッチとの戦いで三銃士を倒せば、真実を広めるのだろう。

　リビングデッドとも呼ばれる帝てい国こくの英えい雄ゆうを、秘密裏りに倒たおした迷宮都市ゼネラウス。

　自由連れん邦ぽうの名声は天にも昇のぼるに違いない。

　だけど、実際は自由連邦の思い通りにはいかない。

　迷宮都市ゼネラウスは三銃士の力に敗北し、南北の間で凄せい惨さんな戦争が始まるのだから。




「おいおいリッチの野や郎ろう！　どんだけのモンスターを傀かい儡らいにしてるんだよっ！」

　険しいイーストンロック山系、登るだけゾンビの格が上がり、ゾンビが溢あふれかえる。これでは冒険者ギルドが新迷宮ダンジヨンへ近づかないようお触ふれを出したのも当然だ。

　こいつらを突とつ破ぱして、迷宮ダンジヨンに辿たどり着くなんて、お弁当が幾いくつあっても足りないっての。耳にこびり付く怨えん嗟さの声。夢に出てきそうだ。

　経験のある冒険者でも逃にげ出したくなるだろう。

　そして闇やみ夜よに浮かぶ灰色のローブを確認した瞬しゆん間かん、戦せん闘とうは激化した。

　──リッチ。こいつの傍そばに、デュラハンがいる可能性が高い。

「コ[image: ロ゛]スコ[image: ロ゛]スコ[image: ロ゛]ス」

「リッチ！　お前、それしか言葉を知らないのかよ！」

　ローブの下から間違いなく俺を見て、滑すべるようにやってくる。

　上位種のゾンビともなれば、滑るのだ。まるで、歩くのさえ億おつ劫くうと言わんばかりに。リッチが被かぶるローブの中から、二本の腕うでが伸のびてくる。気味が悪い。まるで、お化けだ。しかし、リッチを倒すのは骨が折れる。こいつには、三日三晩殺しつくすことで浄じよう化かに成功し、この世から追い出したなんて伝説があるぐらい厄やつ介かいなモンスター。

　だが、リッチは魔ま道どうの探究者。滅めつ多たなことでは人里を襲おそわない。

　余程、恨うらみがあるのか。いや、この場合は三銃士の意思に従っているだけか。

「リッチ、何のために、迷宮都市ゼネラウスを襲う!?」
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「無視か！　そのローブの下、何があるのか確かめたくなってきたぜ！」

　リッチには実体が無いとされており、奴やつらを突き動かすのは、不ふ屈くつの意思だ。

　凄すご腕うでの魔法使いが、未練の末に蘇よみがえった姿。

　特にあのリッチは北方ドストル領で長年の懸け念ねんであったＳ級迷宮ダンジヨン、【研究所ラボラトリー】の迷宮主ダンジヨンマスター。

　迷宮ダンジヨンの中に捨てられた人間の赤子を哀あわれみ、モンスター化の力を与あたえ続けた。やがて、赤子は絶大な力と共に成長する。赤子は子供へ、そして少年となった赤子はリッチに教えられた知識と共に外の世界へ飛び出した。同時にリッチも陰かげから少年を見守り続け、いつしか捨てられた赤子は最年少の三銃士として数えられるようになった。

「バハハハハハ」

「まさか、ただのゾンビが俺に一いち撃げきを……ッ！」

　あのリッチが作るゾンビは質が良すぎだ。

　完全に滅ほろぼすには身体からだを全て消しよう滅めつさせる必要がある。

　だから近寄るゾンビ全て、消滅させるような威い力りよくの大技を連発したことが仇あだとなった。

　殲せん滅めつした筈はずの何百体ものゾンビの中に一体、強きよう烈れつな魔法耐たい性せいが付ふ与よされたモンスターを確認。俺の魔法に耐たえられるゾンビがいるなんて想像もしていなかった。

　故ゆえに侮あなどってしまった。さっきから俺を襲っているゾンビの一団内には敵はいないと。

「……リッチ。今のはそんな涼すずしい顔して出来る芸当じゃないぞ」

　奴がゾンビを操あやつるために使っている死し霊りよう魔術。

　それは死者にまだ自分が生きていると錯さつ覚かくさせる禁きん忌きの術。

　通常なら、ゾンビとはいえ己の頭を飛ばされれば自分の死を認め、消えていく。

　しかしあのリッチが作り出しているゾンビは可お笑かしい。身体が失われ、手だけになっても俺に向かって来る。

　あのリッチ……ゾンビが自分の生死の境すら認識出来なくなるぐらい命を呪ってやがる。

　やっぱり生半可な死霊魔術師ネクロマンサーじゃない。

　これが噂うわさに聞く北方迷宮の迷宮主ダンジヨンマスター、何百人もの高位冒険者を吞のみ込んだリッチか。

　リッチは元々、戦いに精を出すモンスターじゃない筈だが──。

　三銃士ドライバックと共に戦うことで、膨ぼう大だいな戦闘経験でも得たってか。

「おい噓うそだろ……この地に現れてからまだそれ程時は経たっていないって聞いてるのに」

　何な故ぜか、枯かれた木々まで動き出している。

　茶色の木き肌はだに現れる割れ目。中から恐おそろしい目が開いて、一いつ斉せいに俺を見つめ出す。

　さらにリッチの忠実なる手下、シャドーやラピスの姿まで確認出来て……。

　これ以上奴らの陣じん地ちで戦うのは危険すぎる。

　偉い大だいなる魔法使いが不死を求めリッチになるのなら、そいつらは魔法使いの成れの果て。

　それでも、ゾンビよりは遥はるかに知性があり、強力なモンスターとして蘇る。ローブを被った奴らはやはり足がないようで、地上に少し浮うかび、スルスルとこちらに向かってくる。

　まるで、影が近づいてくるようだ。だから、奴らはシャドーと呼ばれている。

　もはやこの山全てがリッチの本ほん拠きよ地ちなのは疑いようがない。

「これは、一人で何とか出来るレベルを超こえてる……」

　半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドとリッチ。

　奴らだけで国を落としたなんて眉まゆ唾つばものと思っていたが、これ程か。

　少しばかり行動が勇み足になっていたのかもしれない。

　策も無く、たった一人で敵地へ侵しん入にゆうするなんて。

　リッチ。もしかすると俺の力だけで倒し切ることも可能かと考えていたが──。

「くそ！　撤てつ退たいだ！」




　山脈を一気に駆け降おりる。

　しかし、俺に近づこうとするモンスターはゾンビだけではなかった。

　イーストンロック山系の地下に存在する小迷宮ダンジヨンからモンスターが溢れ出している。奴らはモンスター同士で戦いを始めていた。中には進化を果たしたのだろう、シャドーや風の魔法を使うラピスなんて存在も確認出来たし、ゾンビと相あい性しようの良いモンスターが多いこの地に拠点を作ったのも、リッチが自分の勢力を拡大させるつもりだからか。

「ゾンビの情報を冒険者ギルドに売れば、いくらになるかな……」

　喜び勇んで、迫せまりくるゾンビを吹ふき飛ばしていると、不意にぞくりと背筋が冷えた。

　誰だれかに見られている、立ち止まり、視線の元を確認する。

　そして、固まった俺の元へ、風のような声が届いた。

「──何者だ」

　こんな場所に、こんな夜遅おそくに、このイーストンロック山系に人がいるわけがない。

　声が聞こえるわけがない。でも、聞こえたんだ。ほら、今だって。

「……現在、冒険者ギルドはこの場所への立ち入りに、厳きびしい制限を掛けている」

　まずい。

　誰にも姿を見られるわけにはいかなかった。

　その声の通り、今、迷宮都市ゼネラウスは冒険者へ全ての迷宮ダンジヨン探たん索さく禁止令を出しているから。

「冒険者であるならば、ギルドの指令は絶対の筈だが。知らないわけではないだろう」

　それはリッチに占拠されたイーストンロック山系とて例外ではない。

　むしろこの辺りは立ち入っただけで冒険者資格の剝はく奪だつが検討されているとかって話もあるぐらいだ。

　俺は冒険者じゃないが、ギルドの命令に反している行動が知られれば迷宮都市ゼネラウスでの活動が束そく縛ばくされる。

「君は、冒険者ではないな」

　そして、俺に声を掛かけてきた者は──今、俺が最も興味のある人物だった。

　迷宮都市ゼネラウスの支配者──紅蓮の瞳ウルトラレツドが、俺を真まっ直すぐ見つめていた。

　迷宮都市ゼネラウスにいる有う象ぞう無む象ぞうの冒険者とはどこか違う。戦いを生なり業わいとする者には見えない。

「帝国の人間ならば、ここで殺す」

「いや、違うって！　信じてくれってのも無理があるけど、俺は怪あやしいものじゃない！」

　従者なんかをやっていそうな、穏おだやかな男。

　しかし、発する雰ふん囲い気きが違いすぎる。虫も殺せないような顔をして、やる時はやる。

　素す性じようは全てが謎なぞに包まれたギルドマスター。眼帯を巻き、自身の故郷を滅ぼしたと噂される呪いの瞳を持ち、迷宮ダンジヨンに入るとモンスターが尻尾しつぽを巻いて逃げ出すとまで言われる男。

　けれど、おいおい！　何で敵意丸出しなんだよ！

　すると紅蓮の瞳ウルトラレツドが持つ武具、英雄の種シエルフイードが突とつ然ぜん開花。指輪が変化し、有名な戦せん斧ぷが降臨する。

「おい！　物ぶつ騒そうなものはしまってくれ！　俺は、スロウ・デニング。迷宮都市ゼネラウスの真相を探るため、ダリスからやってきたんだ！」

「ダリスから？　それにデニングだと？　呆あきれたな、君は自分を騎き士し国家の、それも公こう爵しやく家の人間だと言うのか……もっとましな噓をつくべきだったな。以前捕とらえた帝国の諜ちよう報ほう員に比べると随ずい分ぶんとお粗そ末まつだ」
















　ち、ちげーよ！　てか帝国の人間とまで思われてるのかよ！

　な、何かないか本人証明出来るもの？　すぐに俺が敵じゃないって分かるもの！

　そうだ、国境は全てこれで抜ぬけてきたんだ。

　暗闇の中、俺はデニング公爵家の家か紋もんが押された杖つえを投げ渡わたす。

　さすがに紅蓮の瞳ウルトラレツドも呆あつ気けに取られたようだ。

　魔法使いにとっての生命線だからな。でもこれで抗こう戦せんの意識がないことが伝わるだろ！

「……どこで手に入れた？　ここのところ、公爵家の人間が死んだとは聞いていないが」

　怪け訝げんな顔。

　まだだ、まだ完全には信用出来ないってか。

　っち。どこまで疑うたぐり深いんだよ！

「俺とアンタは過去、会ったことがある。アンタが冒ぼう険けん者として、ダリスの貴族を助けたことがあったろう。そしたらアンタは公爵家主しゆ催さいの晩ばん餐さん会に呼ばれて──」

「……場所は？」

「王城ダリス、柊ひいらぎの間だ！　アンタはうちの女王からえらく気に入られて王室騎士ロイヤルナイトにスカウトされていた！　が、断って、守護騎士ガーデイアンがアンタを斬きりかけた。あの事実を知るのは、俺だけの筈だ」

　すると、長い長い沈ちん黙もくの後。

「何故、公爵家の人間が迷宮都市ゼネラウスにいる。それもあの龍りゆう殺し、スロウ・デニング」

「理由ならある。アンタは噓をついている。何が、新迷宮ダンジヨンの誕生だ。何がリッチが攻せめてくるだ。確かにゾンビを生み出しているのはリッチだけど、本当の首しゆ謀ぼう者しやは人間だ」

「……知っていることを全て吐はいてもらおうか」

「それは紅蓮の瞳ウルトラレツド、アンタの出方次第って言いたいところだけど、これだけは伝えておく。正確にはドストル帝てい国こくの刺し客かく。三さん銃じゆう士しドライバック・シュタイベルトの力だろう？」

　そしてそこで気付いた。

　紅蓮の瞳ウルトラレツド、背後には死者累るい々るい。

　一いつ旦たんは弛し緩かんした筈の空気が再び硬こう質しつ化。

　微笑ほほえみの裏に何かとんでもないものを隠かくしていそうな男。

「……参ったな。誰にも知られていないと思ったのだけど。それで君の望みは何なのかな？　もし事実を公表する気なら」

「心配するな。公表する気はない」

「ならば、何故──」

「質問には答えた。今度はこちらの番だ。アンタはリッチの正体を、三銃士が本当の相手だと以前から気付いていたな」

「冒険者として活動していた帝国の間かん者じやを最近、捕つかまえてね。そして知ったんだ。標的は、まずこの迷宮都市ゼネラウスであることを。次はこちらが質問をする。どこで気付いたんだ？」

「あちこちで誤った情報を流し、迷宮都市ゼネラウスの情報を攪かく乱らんしていた。勘かんの鋭するどい者なら気付く、何かが起こってるってな」

「……それで気付くのは、勘が鋭いどころじゃない。それより困ったな。君のような者が真実に気付く前に、全ての決着をつけようと考えていたのだけど……しかし、敵が三銃士と何故気付いた？」

「ヒュージャックでドストル帝国の人間とちょっとあってな。俺はそいつから聞いたんだ。だが紅蓮の瞳ウルトラレツド、これはアンタの独断なのか。独断で迷宮都市ゼネラウスを戦場にし、ドストル帝国の最大戦力と戦おうとしているのか」

「あの男を追い返したのは、君か。そうか、うちの冒険者が何人死んだことか……。そして質問の答えだが、一人の筈がないだろう。自由連れん邦ぽうの最上層部は共犯さ。彼らには戦いに向けて資金提供や情報の統制を任せている。だけど、この迷宮都市ゼネラウスで言えば真実を知る者は限りなく少ないとだけ言っておこう。スロウ・デニング。君が──言わない限りの話だが」

「俺は何も言わない。それより、紅蓮の瞳ウルトラレツド。アンタは何故、一人でこんな場所に──」

　冒険者の英えい雄ゆうは首を振ふり、戦斧が元の指輪へと戻もどっていく。

　それは、戦意が無くなったことの証あかしって聞いたことがある。

「三銃士に呪のろいを掛け続けているリッチは、モンスターの軍勢を作り上げている。戦争になり、大勢の冒険者が死ぬ。ギルドマスターとして、彼らを死地へ送る者の務めとして、少しでも彼らが有利に戦えるようにリッチの軍勢を調べていた」

　こいつは部下も連れず、たった一人で荒こう野やに出ている。

　腰こしには分厚い本。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドはそれを取り出すと、パラパラとページを捲めくり、俺に見せつける。

　夥おびただしい情報量に、絶句した。

　あり得ない、冗じよう談だんだろ。どんだけの作業量だよ、それは。

「馬ば鹿かだと思うかい？」

　そう言って、微笑む紅蓮の瞳ウルトラレツドの顔を見て、少しだけ顔が引きつる。

　……知っていたさ。

　アニメの中で紅蓮の瞳ウルトラレツドは迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターとして、睡すい眠みんも取らずリッチの配下を調べ続けていたんだよ。せめて、少しでも自分が地じ獄ごくに送り出す冒険者が戦いやすいように情報を集めようと思ったんだろう。

　迷宮都市ゼネラウスの力だけで三銃士に挑いどもうとしている紅蓮の瞳ウルトラレツド。

　Ｓ級冒険者、自信があるんだろうけど、お前は敗北するんだよ。

　だから、目を覚ませって言えばいいのか？

　無理だ。これだけの覚かく悟ごを決めている相手に、そんなことは到とう底てい言えそうにない。

「馬鹿だと思うぜ。一人で全てを抱かかえ込んで……碌ろくに睡眠も取れていないだろう」

「これは僕が始めた戦争だ。全て覚悟の上さ」

　この若さで、冒険者ギルドの頂点に辿たどり着いた男。

　途と方ほうもない苦労を抱え込んでいるんだろう。

　もしかすると、今回のような途方もない計画をこれまでに幾いくつも完かん了りようさせているのかもしれない。

「紅蓮の瞳ウルトラレツド。目的は何だ。何な故ぜ、三銃士と戦おうとする。それにどうして、情報を隠す？」

「僕の目的は単純さ」

　優し気な男で、裏表がないようにも思えるが、実際にその通りなんだろう。

　アニメでは三銃士ドライバックの回想で、最も強かったと評された男。

　残念ながらアニメではシューヤと雑ざ魚こゾンビ達との戦いに焦しよう点てんが当てられ、どのように戦い敗北したかは分からなかった。

　しかし、もう少し紅蓮の瞳ウルトラレツドの体力が残っていれば倒たおされていたのは自分達かもしれないとドライバックは回想していた。

「戦争を止める。ドストルの三銃士を一人でも止めれば、戦争は起こらない」

「……ッ」

「三銃士が既すでに南に潜せん伏ぷくしている事実が広まれば、全ては終わりだ。四大同盟の盟主であるダリスを筆頭に、一気に戦争へと傾かたむくだろう。そうすれば、止められない」

「……だろうな」

「だからこそ、この迷宮都市ゼネラウスで片をつける。事実を、誰にも知られてはいけない」

　言葉を失った。

　それは俺の考えと、全く同じだったから。

　同時に、こいつは三銃士を倒せた場合、事実を公表する気が全くないことも理解した。

　一人で何もかも抱え込んで……富も名声も、いらないってか。

「それよりスロウ・デニング。この上で君は何を見たか、聞いてもいいだろうか」

「三銃士ドライバック・シュタイベルトの正体は──デュラハンだ。一目見れば分かる。あれは別格だ。違う生き物とさえ思える」

「どうして、僕の聞きたいことが分かったか……聞いていいかな」

「紅蓮の瞳ウルトラレツド。モンスターの情報が欲しいんだろ。俺なら、協力が可能だ」

　自分で言って、不思議な気持ちだ。

　ついさっきまで会話も交わしたことのない男を信じている。

　戦争を止めるために暗あん躍やくしている人間が、自分以外にもいたなんて。

　それも戦争が始まる前の現時点で、だ。

「スロウ・デニング。君は、一体」

「協力しようと言っている。三銃士を倒すために、俺の力を使えばいい」

「……正気か」

　俺は知っている。

　こいつが、犠ぎ牲せいになろうとしていることも。

　全てを、この先どうなるか全てを理解しながら、この男は、たった一人でやる気なのだ。

　三銃士の仕し業わざと言えば、冒険者は逃にげていくだろう。三銃士は敗北知らずの北方の超ちよう人じんだ。それも最も悪質な……半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ド、ドライバック・シュタイベルト。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドは、たった一人で、闇の大精霊ナナトリージユが送り込んだ刺し客かくと戦うつもりなのだ。

　たった一人で全てを背負い込み、三銃士に戦いを挑み、負ける男。

「俺は人を見る目があると自負している。だが、もし紅蓮の瞳ウルトラレツド、アンタが俺の噂うわさを知っていて、信じるに値しないと思うなら、それでいい」

「……何故」

「そんなの。俺がアンタと同じ考えだったからだ」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが将来訪れる戦争を止めるために、戦いの準備を進めている。

　ならば、協力しないわけがなかった。

　この孤こ独どくの英雄から、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられることは正直、難しいだろう。

　けれど、裏方としてサポートに回ることは可能な筈はずだ。

　冒険者でない俺が表立って協力すれば、それは迷宮都市ゼネラウス内の冒険者連中の不興を買う。今回、紅蓮の瞳ウルトラレツドは冒険者の力を結集して三銃士を倒そうとしているのだから。

「戦争を未然に防ぐため、俺はこの都市へやってきた。三銃士を止められれば、ドストル帝国は南方統一の方針を変えざるを得ない。奴やつらは三銃士の力を当てにしているからな」

　それに、紅蓮の瞳ウルトラレツドや火炎浄炎アークフレアが負けた姿を見たからシューヤが暴走した事実もある。

　これは重要な決断、ターニングポイントだ。

　迷宮都市ゼネラウスの勝率を上げることには、大きすぎる意味がある。

「相手は三銃士。君は迷宮都市ゼネラウスに勝ち目があると思っているのか」

「思ってない。このままだと確実に紅蓮の瞳ウルトラレツド、アンタが作りあげた迷宮都市ゼネラウスは敗北する。迷宮都市ゼネラウス一番の実力者であるアンタが、へろへろな状態で敵を迎むかえ撃うつんだからな」

「ならば、どうして」

「だけど、俺が協力すれば事態は変わる。俺が代わりにリッチ配下のモンスターを調べ上げる。そうしたらアンタは三銃士、ドライバック・シュタイベルト対策に全力を注げる筈だ」

　アニメの中でこいつは少しでも冒ぼう険けん者の被ひ害がいを抑おさえるために、寝ねる間も惜おしんで情報を収集していた。

　だからこいつ自身は万ばん全ぜんの準備で三銃士と戦うことが出来なかった。

　それに三銃士がモンスター化して戦うことは知っていたけど、紅蓮の瞳ウルトラレツドは迷宮都市ゼネラウスに潜せん入にゆうしたモンスターのどれがドライバックか分かっておらず、無む駄だな体力を消費していたって話だ。

　その時、紅蓮の瞳ウルトラレツドは手を振るう。

　俺の後ろに迫せまっていたシャドーが一体、崩くずれ落ちる。

　ずっと狙ねらっていたのか、俺は気付けなかった。

　一いつ瞬しゆんで形を成した戦せん斧ぷが、再び指輪に戻っていく。

「万全の状態で半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドと戦うことは不可能だと思っていた。だが、スロウ・デニング。君の力は僕と近い位置にあるようだ」

「信じるのか？」

「これでも、海千山千の商人が集つどう自由連邦を上のぼり詰つめてきた」

　南方冒険者ギルド、数万の冒険者を束ねるトップが、俺に手を差し出している。

　……自信家じゃない。

　冒険者ギルド始まって以来の天才とまで言われている。

　こいつは、本物だ。

「紅蓮の瞳ウルトラレツド。アンタの勝利に賭かける。そのための協力は、惜しまない」

「スロウ・デニング。僕の代わりに──イーストンロック山系を調べ尽つくして欲しい」

「モンスター調査なら、任せてくれ」

　こうして俺は──Ｓ級冒険者の一人と協力関係を結ぶことに成功したんだ。







「仲間がゾンビに嚙かまれたんだ！　誰だれか聖水を持ってないか！」

「新米冒険者か。聖水ならギルドが無む償しよう配布している！　ここからなら第二支部が近い！」

　迷宮都市ゼネラウスにいる冒険者は、何も知らない。

　今、都市に群がろうとしているゾンビは一体、何を目的にしているのか。

　実際、ドストル帝てい国こくの戦略に反して、三さん銃じゆう士しがどうして迷宮都市ゼネラウスを襲おそっているのかは俺も分からない。けれど、本当の敵がリッチではないことはよく分かっている。

　でも、紅蓮の瞳ウルトラレツドの策略は大成功だな。

　都市防衛に出る者に金をばらまき、迷宮都市ゼネラウスに滞たい在ざいさせている。

　荒野の全迷宮ダンジヨンに潜もぐれなくなった今、迷宮都市ゼネラウスを出て行く冒険者が沢たく山さん現れても可お笑かしくないのに、まだ殆ほとんどいないらしい。

「兄ちゃん。あの人、滅め茶ちや苦く茶ちや注文してるのに全然食べないよ」

「……見るなって。余計、腹が減るだろ」

「冒険者になったのに、全然稼かせげないじゃん……ゾンビは怖こわいし、初心者の迷宮ダンジヨン講習だって今は受けられない。毎日、お金が減っていっちゃうよ」

「仕方ないだろ！　それに迷宮都市ゼネラウスから一番近い都市ガランに帰るだけでも金が掛かる！　今はゾンビが彷徨さまよっているから、護衛だ何だって」

「え～！　冒険者になったらいいご飯が食べられるって言ったの兄ちゃんじゃん！　もう丸一日食べてない！」

　夢を見て、迷宮都市ゼネラウスにやってくる冒険者。

　だが、彼らのように本当の新米にとっては悲しい現状だ。

　今、迷宮ダンジヨンは封ふう鎖さされており、立ち入りは厳きびしく制限されている。

　そして本当の初心者である彼らに都市防衛は危険すぎて、役に立たない。

　新米がゾンビと戦うってのは……ちょっと難しいだろうな。さすがにパーティメンバーでもない冒険者を助けるお人好よしはいないからなあ。冒険者ギルドはそうした〝初心者〟にもなれなかった冒険者に金を支給することはあるが、それは冒険者としては失格の烙らく印いんを押おされるということだ。

「よければどうぞ」

「え!?　いいんですか!?」

「実は食しよく欲よくがないんだ。好きに食ってくれ」

「あ、ありがとうございます！」

「に、兄ちゃん。全部食べていいの？」

　冒険者になったからといって、全員が全員独り立ち出来るわけじゃない。

　運悪く、初心者用の迷宮ダンジヨンで死んでしまう者だって大勢いるし、モンスター相手に戦えないと冒険者を廃はい業ぎようしてしまう者だって多い。

　迷宮都市ゼネラウスに来ることがスタートじゃない、

　実際に暗い迷宮ダンジヨンの入り口を見て、入れるか入れないか。そこが冒険者としての始まりだ。

「そうだ。この金もやるから、弟に美お味いしいもの沢山食べさせてやってくれ」

「……ありがとうございます！」

「いいよ。俺、最近腹が減らないし、食べないのも勿もつ体たい無いし、代わりに食べてくれるのは正直言ってありがたい」

　ギルドマスターに協力することを条件に貰もらった金。

　あれだけあれば、この街で数ヶ月は生活出来るだろう。

　物価の高い迷宮都市ゼネラウスで数ヶ月ということは、ほかの都市では半年は暮らせる。

　あの兄弟の当面の生活費にはなるだろう。

　しかし、稼げる冒険者ってのは最初からどこか違ちがうんだよなあ。

　達観しているところがあったり、自信満々だったり。シューヤをパーティに誘さそった【冥土の赤ゼルーシユ】のパーティリーダーの火炎浄炎アークフレアなんて最初からオークをたたっ切ってたらしいしな。

「さて。帰って寝るか」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドの覚かく悟ごを知り、暢のん気きに食事に現うつつを抜ぬかすなんて、出来そうも無かった。







　ギルドマスターからの依い頼らいを受けて数日。

　俺は完全なる昼夜逆転生活を送っていた。

　夜は荒こう野やの先で情報収集に精を出し、専門家らしいギルド職員の護衛に苦労している。

　アニメの中で紅蓮の瞳ウルトラレツドがやっていた役割を俺がこなしているのだ。

「闇を切り裂さく魔ま劔けんを売る！　早いもの勝ちだ！」

「迷宮都市ゼネラウス内の秘密の隠かくれ家がを提供してもいい！　誰か俺とパーティを組まないか!?」

「今なら格安でガランまで護衛してやるぞ！　【護送船団】の半額でいい！」

　でも、そんな俺の生活スタイルの変化はどうでもいい。

　問題なのはあれだよあれ。シューヤのことだよ。

　俺たちが迷宮都市ゼネラウスにやってきた日、シューヤはあの夜、宿に帰ってこなかった。迷宮都市ゼネラウスの外周部には至る箇か所しよに詰め所があり、宿しゆく泊はく機能も充じゆう実じつしているらしい。

　一日ぐらいならそういう日もあるかって感じだけど、最近は連日なのだ。

　アリシアとシャーロットは夜遅おそくまで一いつ緒しよに避ひ難なんしようってシューヤを説得したみたいで……多分、鬱うつ陶とうしくなったんだろうな。

　でも当面は、あいつの説得はアリシアとシャーロットに任せるとしよう。

　俺の言葉にあいつが耳を傾かたむけるとは到とう底てい思えないからな。

「ふわー。相変わらずボロい宿だな、ここ」

　ぎしぃと、悲しい音をあげる扉とびらを開けた。

　確かにこんな場所に大国サーキスタの王女が泊とまっているとは、誰も思わないだろう。







「……で、二人は何してるの？」

　俺たちの部屋を繫つなぐ穴の先。

　固そうな椅い子すに座り、机に向かうアリシアの手元をシャーロットが覗のぞき込み、ごそごそとあーだこーだ、話し合っていた。何だか随ずい分ぶんと楽しそうだ。

「手紙よ。両親にそろそろ帰るから心配するなって書いてるの」

「まだ書いてなかったのかよ……」

「うるさいわね。何て書けばいいか分からなかったのよ！」

「……この街から手紙を出したら足が付くぞ」

「分かってるわよ。だから明日、この街から避難するって商人に他の街から出してもらうの」

　アリシアは勝手にクルッシュ魔ま法ほう学園を飛び出して、迷宮都市ゼネラウスに来たんだよな。

　お転てん婆ばどころじゃない。正直、やべー奴やつだ。どこの世界にわざわざ危険地帯に突とつ入にゆうする王女様がいるんだよ。これを言ったら、怒おこられるので言わないけどさ。

「アリシア様。……その、友達と一緒に旅行は……駄だ目めかと思います」

「あら、どうして？」

「友達って誰って聞かれるにきまってます。その時、アリシア様、ニュケルンさんと一緒だったって言えるんですか？」

　アリシアは腕うでを組んで、考え込み。

「……駄目ね。はあ、これも没っと」

「じゃあ、こうしましょう。自由連れん邦ぽうのカジノへ遊びに来た！　はどうでしょうか。それだったら、アリシア様の性格的にありそうだ！　って思われるかもしれません」

「……どういう意味よ。でも良い案なのは確かね。シャーロットさん、凄すごいわ。でも、まるきり噓うそだけどいいのかしら」

「この噓はオッケーです。私がクルッシュ魔法学園でのスロウ様の生活実態を公こう爵しやく様達に報告していた時なんて──凄かったんですから」

　ごにょごにょとシャーロットがアリシアに耳打ちし、何だか盛り上がっている。

　そういえばシャーロットは俺の様子を公爵家に逐ちく一いち、報告していたんだっけ。

「そういえば、あんた最近、何してるのよ。いっつも朝帰りじゃない。それに疲つかれてそうに見えるし」

「……ちょっと紅蓮の瞳ウルトラレツドから、頼たのまれごとをさ」

「ええええええええええ！　す、スロウ様！　あの人ってどんな人なんですか!?」

「すげー良い奴だったよ……。それに色々考えていることが分かった。あんまり詳くわしい話は出来ないけど……俺は、あいつに協力することにしたんだ」

　あいつは世界の未来を見ていた。

　戦争になれば、帝国には勝てないと本当は薄うす々うす分かっていたんだろう。

　だけど、事態が事態のため公おおやけにすることもできず、自分一人で背負い込んで戦う道を選んだのだ。相手が三銃士一人なら、勝機があると信じて。

「それで、シューヤのほうはどうだった？　説得、出来そうか？」

　あ、まずい。明るかった空気が一転。

　どよーんと暗いオーラを垂れ流し、アリシアはドンと机に顔を落とす。

　……結構、追おい詰つめられてるな。

「アリシア。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ダメよ。まったくダメ。あいつ、本当に馬ば鹿かだから」

「やっぱりか……」

　予想通りといえば、予想通りだ。

　アニメでは結局、シューヤはリッチとの決戦に参加したのだから。

「今度の今度は私、本当に呆あきれたわよ。前から馬鹿だとは思ってたけど、けど、ここまでとは。でも、あの【冥土の赤ゼルーシユ】とかいう冒険者達もいけないのよ。面おも白しろがって、適当なこと言って煽あおって。あいつに冒険者の才能なんてあるわけないのに……あの冒険者のリーダー、有名人らしいけど一体何考えてシューヤなんかを……」

「……さあな。冒険者として、通じるところがあるんだろう。でもアリシア。あんまり自分を追い詰めるなよ」

「分かってるわよ。決戦直前、土ど壇たん場ばになればさすがのあいつも冷静になるでしょ」

「だといいな……」

　残念だけど、アリシアの望みは叶かなわない。

　シューヤは【冥土の赤ゼルーシユ】と共にリッチとの闘たたかいに参加する。

　そして、迷宮都市ゼネラウスは敗北するんだ。

　この街には大勢の冒険者がいて、あのＳ級冒険者もいる。

　リッチ相手に負ける筈はずがないって皆みな、思ってる。

　でも、俺は知ってるんだよ。

　負けるんだ。そして、尊敬する人達が死んでいく姿を見て──シューヤは暴走。

　そして火の大精霊エルドレツドに、シューヤは身体からだを奪うばわれることになるんだ。







　完全な昼夜逆転生活。

「今日も疲れた……でも、ギルド職員ってのはさすがにモンスターの知識は凄いな」

　太陽が昇のぼる間、ゾンビが出ている間は街を冒ぼう険けん者が守り。

　太陽が沈しずんだ後、ゾンビの撤てつ退たいと共に冒険者が都市へ帰ると、俺がギルド職員を連れて荒野に出る。

　別に昼間に行ってもいいんだけど、ゾンビは夜のほうが行動が鈍にぶいんだよ。それに昼間、山脈へ入れば他の迷宮ダンジヨンからちょっかい掛かけてくるモンスターがいるし。

「今日も腹、減らないなあ」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドからかなりの報ほう酬しゆうを貰っているけど、使い道がない。

　アリシアやシャーロットには、俺がそんなに危険なことをしているとは言ってないから、この金を見せたら慌あわてるだろうな。

「……この声は」

　明るい笑い声。

　どこかで聞き覚えのある、やたらと上じよう機き嫌げんで、態度もでかそうな長ちよう髪はつの男が見えた。

　火炎浄炎アークフレア率いる【冥土の赤ゼルーシユ】。

　今、迷宮都市ゼネラウスに滞たい在ざいしているパーティの中でも上から十番以内の格。

　あいつらは迷宮都市ゼネラウスで育ててもらったからって報酬も貰わず、都市の防衛に精を出している。頭が下がる思いだよ。

　──中にシューヤがいなければ、の話だけどな。

「ゾッドさん、俺！　昨日よりは戦えてましたよね！」

「シューヤ。お前、意外と戦場が見えてるな。驚おどろいたぜ。俺が駆かけ出しだった頃ころと同じぐらい、やるなお前。見込みがあるぞ」

「なあーに言ってるの！　昔のゾッドより、よっぽど冷静だよ！　エルダーゾンビに囲まれても落ち着いてるなんて！　殆ほとんど迷宮ダンジヨンに潜もぐったことがないって言ってたのに。リーダーが誘った理由、少しだけ分かったかも！」

「ナリータさん、それ程ですか俺！」

「それ程だよ！　もうさ、ずっとここにいなよ。ダリスには帰る必要ないって！　領地には兄弟がいるんでしょ!?　家のことは兄弟に任せたらいいって！　シューヤ君には冒険者が似合ってるからさー！」

　……思わず、路地に隠れてしまった。

　あの野や郎ろう、こっちの思いも知らないで何を吞のん気きに……。

　一緒にいるのは【冥土の赤ゼルーシユ】、ゾッドとナリータか。

　共に都市防衛から帰ってきたところなんだろう。

「でも、避難しなくていいの？　シューヤ君のランク的には、避難推すい奨しようされてるけど……」

「いいんです！　一人だけ逃にげるわけにはいかないですから！」

「おお！　よく言ったシューヤ！　それでこそ男だ！」

　……あの野郎。逃げるって何だよ。

　お前の部屋のお金、払はらい続けているアリシアの思い知ってんのか。

　何も知らないで語るシューヤの姿に……無む性しようにイラついてしまう。

　だから、俺は──路地裏から出て奴らの前に、立ち塞ふさがる。

「おい。シューヤ。随分と楽しそうだな」

「デニング……何の用だ」

「んだ。てめえ……その目。俺たちがどこの誰だれか分かってんのか？　って、おい。どっかで見た顔だなてめえ……あー確かこの前」

「シューヤ。アリシアやシャーロットから避難しろって言われてるんじゃないのかよ」

「デニング。お前には関係ないだろ。さあ、行きましょう」

「いいのかシューヤ。あいつ。完かん璧ぺきに喧けん嘩か売ってただろ」

　ゾッドが眼ガンを飛ばしてくる。

　Ａ級になろうかという冒険者に喧嘩を売る人間なんてめったにいない。

　でも、俺はゾッドを無視して、シューヤに語り掛けた。

　だけど、あいつは俺の横を素通りしようとするから。

「シューヤ。俺から逃げんのかよ──」

「……ッ！」

「冒険者の真似事。やっぱり随分と楽しいんだな」

「デニング。今、なんて言った」

　わざと、あいつの気に障さわるような言い方で挑ちよう発はつ。

　シューヤ以外の冒険者にも敵意を向けてしまう。

　でも、止めることは出来なかった。

　ゾッドが見るからに不ふ機き嫌げんになる。どんだけ沸ふつ点てんの低い男だよこいつ。

「冒険者の真似事して、気が晴れたかって言ったんだよ」

「デニング。俺は命を張って、この街を守ってる。外にはリッチが呼び寄せたモンスターだけじゃない、他の迷宮ダンジヨンの中からもモンスターが出てきてる。俺は迷宮都市ゼネラウスを守るために最後まで戦うんだ」

「お前は貴族だろ。守るべきはダリスの民たみじゃないのか」

「……お前こそ、何してるんだよ。この街は冒険者のための街だ。冒険者じゃないお前は出て行けよ」

　俺はここ数日、ずっとな……紅蓮の瞳ウルトラレツドに協力してな……昼夜逆転生活でギルドに情報提供していたんだよ！

「いいか、デニング。俺は強くなった。お前みたいに生まれがよくて、魔ま法ほうの才能に恵めぐまれて、エリート街道を進める人間と違ちがう」

「へぇ。お前、俺のこと。生まれがいいエリートだなんて思ってたのか。なら、エリート様が教えてやるよ。シューヤ、お前のどこが強いんだよ。可お笑かしな力を手に入れて、のぼせ上がってるお前がリッチの軍勢相手に何が出来る。今日だって、その二人に守られてただけだろ」

「デニング。お前、今、なんて言った？」

「守られてるだけだと言ったんだ。あの時、みたいにな」

「……許さねえ」

　俺の言葉に、露ろ骨こつにムカついたみたいだ。

　シューヤはグローブを嵌はめ、中にある水すい晶しようがきらりと光る。

　エルドレッドの力を借り、急速に成長しているシューヤ・ニュケルン。もしかしたら今もエルドレッドがシューヤに語り掛けているのかもな。あの老練な超ちよう常じようの存在が、俺のことをどう言っているのかは少しだけ興味があった。

「俺は未熟じゃない……」

「未熟だろ。クルッシュ魔法学園では、大して目立ってなかったし」

「黙だまれ…………」

「それより何だこの魔法。俺より遥はるか格下のお前が、俺とやろうってか？」

　シューヤの思いに呼応し、空に浮うかぶ沢山の炎ほのお。

　あの数を完全にコントロールしているというのなら、確かに強くなったと言っていい。

　だけど、全てシューヤの力じゃない。

　火の大精霊エルドレツドの力だ。

「前から、ムカついてたんだよ。デニング、お前が」

「奇き遇ぐうだな、俺も同意見なんだよ。それでシューヤ。俺とやる気か？」

「デニング。俺は変わったんだよ」

「確かに。前はそんなダッサいグローブ付けてなかったよな。前から思ってたけど、お前ってダサいよな」

「ッ！」

　俺が荒こう野やで出会ったリッチと、こいつがどの程度戦える？

　ヒュージャックでルーニー相手に、戦いにもならなかったらしいお前が！

　強くなったなんて、全て勘かん違ちがいだ。

　──だから、俺はここで叩たたきのめす。

「デニング！」
















　シューヤが一歩、踏ふみ出した。

　途と端たん、魔法の発現。空に浮かぶ炎の球が襲おそい掛かる。一、二、三、四、そして数を増やすシューヤの得意技。

　でも全て俺に届く前に消しよう滅めつした。

　どよめきが漏もれる。周りにはもう人の輪が広がっている。

　迷宮都市ゼネラウスでは喧嘩が日常茶飯事。人間同士の喧嘩はこの街の娯ご楽らく。

「……なっ」

「何だよその顔。どうして、自分の魔法が消えたのかって顔だな。……そうだな。半人前のお前がこの迷宮都市ゼネラウスから避難するって言うなら、教えてやってもいいぜ」

　さっきよりも大きな炎が、頭上に生まれる。

　見た目にはインパクトがあり、ギャラリーからも声が飛ぶ。

　しかも一人はあの【冥土の赤ゼルーシユ】、火炎浄炎アークフレアが目を掛けている新人。一体どれほどのものか、見み極きわめようと、群集が目を細めている。だけど、まだまだだ。あんなもの。目くらましにだってなりやしない。火の大精霊エルドレツドから力を引き出すコツを覚えた程度では、俺には届かない。

　今までに戦った者達、ノーフェイスやセピスの足元にも及およばない。

　だから──。

「シューヤ。ブレイドを使え」

「ゾッド！　何言ってるのよ！　リーダーの許可が無いとブレイドは！」

「馬ば鹿かか。あいつが負ければ、うちの看板に傷がつく。そっちのガキに一泡あわふかしてやれ」

　ブレイド……魔ま法ほう使つかい専用の剣けん。

　魔法使いとしてはポピュラーなマジックアイテムだが──えらく高価で。おいシューヤ、何だよその自信に満ちた顔。

「見ろデニング……俺はな、変わったんだよ」

「確かに、随ずい分ぶん物ぶつ騒そうな仲間を得たみたいだな。だけど、お前みたいな未熟者がパーティに加入したら、迷めい惑わくを掛かけるだけじゃないのか」

　その自信を叩き折ってやる。

　こいつは今、自分しか見えていない。

　ここまで一いつ緒しよに来たアリシアを捨てて──縁えんもゆかりもない者たちを選んだ。

　……お前が、彼らを殺してしまうんだよ、シューヤ。

　火の大精霊エルドレツドに操あやつられたお前はそのブレイドを与あたえてくれた仲間を殺し、そして──全てを思い出したお前は、ダリスの女王陛下によって、悲劇の英えい雄ゆうに仕立て上げられる。

　だから俺が──お前の心を折る。

　そのためだったら、悪役にだってなってやる。

　だってシューヤ。

　お前はまだ、気付いていないだろうけど。

　向かう道の先は、戦争なんだぜ？
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　シューヤが売った喧嘩を、スロウ・デニングは買った。

「おい！　あのガキ、何をしてやがる！」

「相そう殺さいか。風の魔法。ありゃあ大した腕うで利ききだ。あの赤あか髪がみの力量をよーく分かってねえと出来ない芸当だぞあれは」

　迷宮都市ゼネラウスでは喧嘩など、日常茶飯事だ。

　けれど、ここまで一方的な喧嘩は滅めつ多たになかった。

　ブレイドが見えない壁かべに阻はばまれる。赤髪の少年冒ぼう険けん者シューヤの攻こう撃げきは全く届いていない。

　それ程、その魔法使いの力は際立っている。

「……！」

「…………！」

　──二人は何か会話しているようだが、周囲には聞こえない。

　黒髪の少年、スロウの言葉に、シューヤが驚おどろいているようだが、詳しよう細さいは誰にも分からない。驚いたシューヤが距きよ離りを取る。

　短時間の戦せん闘とうだがシューヤは明らかに疲ひ労ろうし、二人の間には明確な実力差が存在する。

「ありゃあ、詠えい唱しようの簡略化だ！　【冥土の赤ゼルーシユ】に喧嘩を売るだけの実力はあるぞ！」

「へいゾッド！　そこの赤髪君じゃ相手にならなそうだが、お前が相手してやったほうがいいんじゃないか？」

　そこからのシューヤは様子がおかしかった。

　スロウから距離を取り、何やら近づくことを恐おそれているようにも見える。

　戦いは膠こう着ちやく。スロウは積極的にシューヤを攻撃する意思を見せていない。最初から防ぼう御ぎよに専念している。必死なシューヤに代わって、スロウは余よ裕ゆうがありすぎる。

【冥土の赤ゼルーシユ】の構成員が喧嘩をしていると集まっていた観衆から野次が飛ぶ。

　野次馬の中にギルド職員の姿さえ見える。

　これ以上騒ぎが大きくなれば、迷宮都市ゼネラウスでの【冥土の赤ゼルーシユ】の評判にも関わってしまう。想定以上の騒そう動どうにナリータが焦あせる。こんな場面をリーダーに見られたら、大問題だ。

「ゾッド！　うちは本気の喧嘩は禁止！　リーダーが怒おこるよ！　止めないと！」

「黙ってろ、ナリータ！　シューヤが勝てば問題ねえんだ！」

「でもあの子に何か言われてから、様子が可笑しい！　戸と惑まどってるように見えるけど！　……ああ！　見ちゃいられない！　これってただの弱いもの虐いじめだよ！」

「それでもシューヤは諦あきらめてないだろうが……これは、あいつの戦いだ。わざわざダリスの貴族が、迷宮都市ゼネラウスに来たんだ。強くなりてえって、昔の俺たちみたいに思ったんだろうが！　あいつは、それだけの覚かく悟ごがあるってことだろうが！」

【冥土の赤ゼルーシユ】、副リーダーであるゾッドだってわかっている。

　力の差は圧あつ倒とう的。シューヤでは、あの少年には勝てっこない。

　今、黒髪の少年は、遊び心でも出しているのか土の人形を作り出し、シューヤを翻ほん弄ろうしている。

　ゾッドは見つめた。滅多にお目に掛かれない、騎き士し国家の多重魔法使い。力量は本物だ。

　──俺なら、勝てるかアイツに。

「──あのガキ。やりすぎだ。これ以上は、俺たち【冥土の赤ゼルーシユ】への冒ぼう瀆とくにも繫つながる」

　しかし、ゾッドの肩かたを誰だれかが摑つかむ。強い力で、指が肩に食い込む。

「あぁ!?　いてえじゃねえか！」

　しかし、ゾッドが怒いかりで振ふり返れば、そこには──。




「馬鹿に、すんなッ！　お前はいっつもそうだ！　高いところから人を見下して──！」

「当たり前だろシューヤ。俺とクルッシュ魔法学園の奴やつらは差がありすぎる」

「それが見下してるって言うんだ！」

　赤髪の少年には、才能がなかった。

　ただ、ひたむきに努力を続けてきた。

　それは、〝自分達が〟いつの間にか失っていたひたむきさ。

　強くなりたい──その思いを、彼を見て自分は失っていたと気付いた。

　だから、自分のパーティに駆かけ出しの冒険者の彼を誘さそったのだ。

「リーダー、ごめんなさい。私とゾッドが付いていながら」

「あいつをパーティに誘ったのは、この俺だ」

　戦う二人に近づく男がいた。

　男が背負う大剣を抜いて振りかざすと、スロウが作り上げた踊おどる人形が燃え上がる。

「これ以上やるというのなら、俺が相手になる」

　男が大げさに溜ため息いきを吐つく。それだけで、荒あれていた空気が完全に搔かき消える。

　他の冒険者とは醸かもし出す風格がどこか違う。

　円熟した実力者の雰ふん囲い気きを漂わせる、特Ａ級冒険者、火炎浄炎アークフレア。

　彼が割って入ると、群衆が水を打ったように静まりかえる。

　迷宮都市ゼネラウス屈くつ指しの実力者。紅蓮の瞳ウルトラレツドの片かた腕うでとも称しようされ、火を噴ふき出す魔剣の持ち主。

「シューヤ。大した騒動を引き起こしてくれたな。もう下がれ。後は俺が収拾をつける」

「……はい」

　シューヤは悔くやしさを覚える。

　火炎浄炎アークフレアにだけは、こんな情けない姿を見せたくなかった。

　彼のパーティに入り、迷宮都市ゼネラウスへ残る決断をしたのだって、憧あこがれていた彼の役に立ちたかったから。

　自分達の戦いに乱入する男へ向かって、黒髪の少年、スロウは言う。

「【冥土の赤ゼルーシユ】ってのは、随ずい分ぶんと人材不足なんだな。こんな雑ざ魚こをパーティへ誘うなんて」

「パーティの看板背負っている以上、やり返すのが筋だが、ギルドマスターからお前は協力者の一人だと言われていてな」

「へえ……意外と口が軽いんだな、冒険者の英雄ってやつは」

「これだけは聞いておこうか。うちのメンバーを痛めつけたのは何が目的だ。何が気に入らない？　こいつは才能がある。今はまだ誰も気付いていないだけだ」

　周囲からの視線を一身に受けるスロウは顔を苦々し気に歪ゆがませた。

「……才能があるだって？　先に言っておくが、後こう悔かいするのはお前たちのほうだ」

　──誰にも分かる筈はずがない。

　これから起こる戦いで、シューヤが暴走し、迷宮都市ゼネラウスを壊かい滅めつさせるなんて。
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　売られた喧けん嘩かを買って、あんだけ大勢の観衆の前でボロボロにされた。

　あああ、何で俺、あんなことをしたんだ。

　デニングはドラゴンスレイヤーだ。

　勝てるなんて微み塵じんも思っていなかったのについカッとなって……。でも、俺だってこの迷宮都市ゼネラウスで少しは成長……したよな？　うん、した筈だ。なのに、手も足も出なかった。

　痛い、身体からだ中の節々が痛い。

　元から身体はボロボロだ。迷宮都市ゼネラウスに入ってこようとするゾンビを、日夜追い返している。冒険者に混じって戦っているから当然なんだけど、今のこの痛みは違う。

　言うなれば、心の痛みだ。

　最悪の気分だ。【冥土の赤ゼルーシユ】の看板に泥どろを塗ぬってしまった。

「はああああああああ」

「随分でかい溜息だ……こんな場所にいたのか。探したぞ」

「……おっさん」

　誰かが頭を触さわる感かん触しよく。

　振り払はらう気にもならなかった。

「気にするな。俺だって、昔はよく負けたもんだ」

　高位冒険者の有名人。

　リッチの襲しゆう撃げきから数日後。いつものようにゾンビ相手に一人で戦っていると、話しかけられて、そこからお世話になっている。

　背中の焰剣フランベルジユがトレードマーク。赤色のアクセントを義務付ける【冥土の赤ゼルーシユ】のリーダー。人望があり、いつだって大勢の冒険者に囲まれている。

　俺はそんなおっさんのパーティ【冥土の赤ゼルーシユ】の看板に傷をつけた。

　冒険者でもない魔ま法ほう使つかいに敗北した。噂うわさは広まり、何度も馬ば鹿かにされた。

　だから、合わせる顔がなくてここに隠かくれていたのに……見つかってしまった。

「ごめんなさい。俺が負けたから……」

「いい。冒険者なんてそんなもんだ。それに皆みなすぐに忘れる。しかしシューヤ。あれ、お前の友達か？」

「……そんなんじゃありません」

「そうか。まあ、そんな感じだったな。にしても、派手にやられちまったなあ。あいつ、何者だ？　あれが噂の協力者、ブタコーか？」

「ぶ、ブタコー？　それ、何ですか」

「決戦に備え、ギルドマスターが実力者を集めていてな。その中の一人、ブタコーって奴が特にやばいらしい……しかし、あの少年は違うか。ブタコーって感じじゃないもんな」

「違うと思いますけど……」

「そうだな。うちのギルドマスターが声を掛かけるには、さすがに若すぎる。街の噂を聞いてどこからか入ってきたんだろう。しかし、シューヤ。あいつに何を言われた？　ゾッドやナリータはお前がブレイドで切りかかった時、お前が極度に動どう揺ようしているように見えたと言っていたが」

「……」

　言えない。

　言えるわけがない。

　あいつは俺がブレイドで切りつけた時、俺が持つ水すい晶しように注意しろって言ってきた。

　急に魔法が上う手まくなるなんてあり得ない。それは自分が一番分かっているだろって。

　だから、〝誰〟が〝俺に力を貸しているのか〟、疑問を持てって。

　今までに見たことないぐらい、真ま面じ目めな顔で忠告されたんだ。

　デニングに俺の秘密を知られている。だから動揺してしまった。

「……俺に言えない何かがあるんだな、シューヤ」

「すみません」

「いい。お前はダリスの貴族だ。俺たちみたいな世捨て人とは違う。言いたくないなら、言わなくていい。自分の中で消化すればいい。さて、俺はそろそろ行くが、シューヤ、これだけは覚えておけ」

　確かに俺は強くなった。

　あのヒュージャック横断を終え、迷宮都市ゼネラウスでゾンビを追い返すようになって、魔法の扱あつかい方が変わった。手に取るように分かる。魔法の扱い方、それに特別な力も得た。

　全て、エルドレッドと名乗る水晶の声のお陰かげだ。

　でも、誰よりも俺がこんなの可お笑かしいって分かっている。

　そういえば、デニングの奴。もし力が欲しいかと聞かれたら、絶対に断れって言ってたな。何だよ、何が言いたいんだよ。でも、デニングは過去の歴史とかに滅め茶ちや苦く茶ちや詳くわしかった。

　もしかしたら、この不思議な力にも薄うす々うす見当をつけているのかもしれない。

　でも迷宮都市ゼネラウスを守るために、俺は必要とされている。

「貴族であるお前はいつかダリスに帰るだろうが、少なくともその日までは俺達と共にいろ。俺達はお前を仲間だと思っている」

「……ありがとうございます」

「俺はいつもの場所へ戻もどるが、お前も気分が直ったら来い！　ゾッドやナリータも随分お前のことを心配していた。分かったな！　男と男の約束だぞ！」

「……はい」

　高位冒ぼう険けん者は皆気難しい人ばっかりなイメージだったけど、おっさんは違う。

　俺に目を掛けてくれて冒険者としての生き方を教えてくれる。

　ダリスの貴族として、俺の悩なやみを聞いてもらったこともある。

　アリシアは冒険者なんて野や蛮ばんだって言うけど、色々と勉強になるから俺はアリシアにも冒険者の皆と交流してほしいと思っている。

　でも、あいつは王族だ。強制は出来ないよな。




「……なあ、エルドレッド。俺に才能なんか本当にあるのかな。俺が目を掛けられてるのってお前の力があるからじゃないか？」

【否！　あの男も言っていただろう。シューヤ、お主ぬしには人の心を動かす力がある】

「……どこがだよ。デニングの言う通り、全部お前の力だ。俺は何も変わっていない」

　確かに俺は強くなった。

　だけど、俺の力じゃない。あいつに言われるまでもなく、分かっている。

　全てエルドレッドの力だ。

　だから、それを指し摘てきされて無む性しようにムカついたんだろう。

　デニングの言葉が全て正しいから、自分の感情を制せい御ぎよ出来なかった。

　あいつの言う通りだ。

　この戦いに、俺はいてはいけない。本来は関係がない。

　でも、俺のことを仲間だと言ってくれる人がいる。理由としては、それで十分だと思うから。

【シューヤ。いずれお主はあの小こ僧ぞうを追おい越こすだろう」

「俺がデニングを追い越す？　あのドラゴンスレイヤーを？　信じられないって……」

【然しかり。だがシューヤ。お主は強い。シューヤ、お主の強さは私が知っている。だが、お主の強さは目に見えるものではない】

「何でそんな自信満々なんだよ……」

【ずっと、儂わしはお主を見ている。シューヤ、お主は誰だれかのために命を捨てられる人間だ。あの時も、儂の声を初めて聴きいた時も】

「……お前の声を初めて聴いた時？　いつだったっけ……」

【思い出させてやる。そして、願え。願うほど、力を与あたえる──】

　エルドレッドには不思議な力がある。

　援えん護ごしてくれたり、俺に別の視界を見せてくれたりさ、あの力で俺は随分と助かってるんだ。でも、これは──何だ？　燃えている？　何が？　これは俺の視界か？　いつの？　ニュケルン領が見える。不毛の故郷。あれ、だけど緑がある。待て。これがデニングの言ってた、可笑しな力じゃないか。……さっき、デニングは何て言ってたっけ。

「──ああ。……、あ」

　あ、あれ。頭が、ぼんやりと。身体に力が入らない。そうだ。拒きよ絶ぜつしろって、言ってたんだ。でも、無理だ。もう、次第に、目を開けることさえ……。

　誰だ？

　誰かが俺の身体を揺ゆさぶっている。でも、気持ちが悪い。

「シューヤ！　くそっ──火の大精霊エルドレツド！　シューヤを洗脳されてたまるか！」

　なにも、かんがえられない。




　　　●




「──出て来い、火の大精霊エルドレツド！」

「……いいところで、邪じや魔まをしおる。しかし、小僧。やはり、気付いておったか」

　俺の前で、倒たおれ込んだシューヤが立ち上がる。

　アリシアの声も届かない馬鹿で、クルッシュ魔法学園では一番の喧嘩相手。

　しかし、目の前のそいつは俺の知っているシューヤじゃなかった。

「いつから気付いていた？　儂が、火の大精霊エルドレツドであると」

　意識が飛んだことで、火の大精霊エルドレツドが乗り移ったシューヤだ。

　シューヤの口から、あいつの声が聞こえる。

　ひどく不快だった。

「天下の大精せい霊れい。それも火の大精霊エルドレツドともあろう存在が、そんな小さいことを気にするのか」

「質問に答えろ、スロウ・デニング。目的は何だ。何な故ぜ、儂に干かん渉しようする。今、接せつ触しよくしてきた理由は何だ。さっきも、わざとシューヤを混乱させるかのように誘ゆう導どうしおって」

　火の大精霊エルドレツドの声を聞いて、怒いかりが湧わく。許せない。

　こいつのせいで──迷宮都市ゼネラウスは壊かい滅めつするのだから。

　シューヤ、実はな……。

　迷宮都市ゼネラウスを破は壊かいするのはモンスターじゃない、三さん銃じゆう士しでもない。

　シューヤ、お前なんだよ。

　迷宮都市ゼネラウスを守るためにお前は大精霊の力を引き出しすぎて──暴走する。

「火の大精霊エルドレツド、お前と長々と会話をする気はない。お前がシューヤの身体に乗り移っているだけで負担が掛かるからな。だが、これだけは言っておく」

「何だ」

「シューヤに手を出したら、俺がお前を殺す」

「ほう。どうやって──」

「今のお前なら、風の大精霊さんでも殺せるかもな」

「……どこまでも、生意気な小僧だ」

　それきり、エルドレッドは喋しやべる気が無くなったようだった。

　思いっきりブラフだったけど、風の大精霊さんの存在にあいつも気付いていたか……。







「お前、うちのパーティに入る気はないか!?　【冥土の赤ゼルーシユ】相手に喧けん嘩かを売れるなら十分だ！」

「あの火炎浄炎アークフレアを下がらせたとか！　やるじゃねえか！」

　俺は迷宮都市ゼネラウスではおとなしくしていようと思っていたのに、【冥土の赤ゼルーシユ】相手に喧嘩をした事実が一気に広まっている。どうやら高位冒険者、火炎浄炎アークフレア相手に一歩も引かず立ちまわったことが評価されたらしい。

　しかし、さっきの件がシャーロットやアリシアにばれたらやばいな。二人は頑がん張ばってシューヤの説得をしてるんだ。今回の件で、あいつはもっと頑かたくなになるだろう。

　ああ、やっちまった……。

　でも俺だけが悪いってことはないよな……。

「……ブタコー殿どの。少し宜よろしいですか」

「街中では話しかけるなって言った筈はずだが」

　すれ違ちがいざまに、ギルド職員に話しかけられる。

　出来るだけ彼らとの接触は冒険者に見られたくない。

　この街ではギルド職員と仲良くなって、恩おん恵けいに与あずかろうとする冒険者が後を絶たない。

　金になる新モンスターの情報や、新たに発はつ掘くつされたマジックアイテムの情報。ギルド職員は公おおやけにされない多くの情報を持っている。

　だが、紅蓮の瞳ウルトラレツドはギルド職員による迷宮ダンジヨン情報の横流しを厳げん罰ばつに処した。

「貴方が言っていたシルバという男。工業都市ガランへの到とう着ちやくを確認しましたが──」

「……」

　どうやら……決戦に向けて、役者が揃そろってきたようだった。








間章　可お笑かしな貴族









「これが、クルッシュ魔ま法ほう学園かあ。試験の時に一回来たから、今日で二度目だな」

「もう、何で子供みたいにお気に入りの服が入らなくなったからってグズるんですか！　入学式の朝に到着するなんてスロウ様ぐらいですよ！　ほらスロウ様、遅ち刻こくしますよ、急いで下さい！」

　デニング公爵領地を出発し、俺とシャーロットは遂に辿たどり着いた。

　ぽかぽかに晴れた日、クルッシュ魔法学園の入学式。

　真っ黒豚ぶた公こう爵しやくとしての第一歩。

「でもシャーロット。俺と同じで遅刻しそうな奴やつがあそこにいるけど。ほら、あの赤あか髪がみ」

「え!?　あ、ほんとですね……でも、スロウ様！　ここでは良い子にするって約束したんですから絶対に入学式で居い眠ねむりとかやめてくださいね！」

「分かってるよ。シャーロットは心配性だなあ」

　可愛い子には旅をさせろ、いや、俺の場合は家では扱あつかいきれないから追い出したって方が正しいか？

　思春期真っ盛りの貴族を教育する、立派な魔法使いになるための豪ごう勢せいな箱庭。

　全ぜん寮りよう制せいの三年間、年に二度の長期休きゆう暇かを除き、俺たちは同年代の貴族や少数の才能豊かな平民と過ごすんだ。




「宮きゆう廷ていの大人に聞けば、誰だれもがクルッシュ魔法学園で過ごした日々は──であるからして、君達の親や、顔も知らぬ祖先達が、今の君達と同様に──」

　モロゾフ・ペドワークス。

　大勢の有能な魔法使いを育て上げた学園長のお言葉を聞きながら……俺は。

「──ふぉふぉ……愉ゆ快かいじゃ、既すでに寝ねておる者がおるか。この儂わしを前に──全く大した教育を受けているようじゃのう」

　確かあの時、俺は立ったまま爆ばく睡すいしていた。

　ぐがーぐがーと寝息を立てながら、周りにはえらく迷惑を掛かけていたことだろう。皆みんな、この国の生きる伝説の一人、学園長を実際に見るのは初めてだろうから。

　でもさ、俺はもう会ってるんだよね。そもそも俺だけ、入学試験に面接があったから。

　あの場で俺は何を語っただろう。確か、学園長は俺に……大切なものがあるかって聞いたんだ。俺はあるって答えて、面接はそれで終わった。呆あつ気けない程一いつ瞬しゆんで、俺の入学は認められた。

　でも誰も文句を言える筈はずがない。

　俺は公爵家だから、俺があのデニングだから。

　この騎き士し国家ダリスで最も権力を持つ、〝魔法使いの一族〟が学園に入学する。

　歴史上、デニングの人間が学校に通ったことはないから、俺の同学年になる奴はさぞ戦々恐きよう々きようとしてただろう。しかも既すでに公爵家の人間さえさじを投げたって俺の悪評っぷりは海外にも轟とどろいてたわけだし。

「おい、……おい。お前、起きろって」

　だから気持ちよく眠ねむっていた俺に話しかけてくる奴なんているわけがない。

　でも……あろうことか、俺のほっぺたをつねる奴がいたんだ。

「無視すんなって……学園長が見てるだろ。初しよっ端ぱなから目を付けられたら面めん倒どうだぞ！」

「……お前。もしかして、この俺に言ってる？」

「お前以外に誰がいるんだよ。ぽっちゃり」

「へえ。初対面で俺をぽっちゃり呼ばわりする奴がいるとは思ってなかったなあ」

　これには驚おどろいたよ。

　まじで心臓が飛び出るかと思った。だって俺、あのデニングだぜ？

　目を薄うすく開けると、赤い髪が目に入る。

　これが、あいつとの初めての出会い。

　公爵家の神童と呼ばれた俺と。

　のちに救世主として世界を救うあいつとの出会いだったんだ。







「皆みんな、真ま面じ目めだなあ、授業なんてサボってこそだろ。おっと、でもシャーロットにはばれないようにしないとな。ふふふ、シャーロットが俺の生活を克こく明めいに記録して、家に送るってのに気付いているんだよ俺は」

　クルッシュ魔法学園での生活は控ひかえめに言っても最高だった。

　俺が何をしても、誰も文句は言えない。

　腐くさっても俺は公爵家の人間だ。先生だって余計なトラブルは起こしたくない。

　だから授業をさぼっても何も言われない。

　学園で生活を始めて一ヶ月、既に俺がヤバい奴だって噂うわさは広まっている。

　よし。今日は気分が乗らないから、教室を出ることにした。後ろに感じる視線。だけど誰も俺に対しては何も言えない。

　校舎を出て、気ままに歩いていると校舎裏で誰かが言い争う小さな声。

「……あの赤髪。確か、シューヤ・ニュケルンとか言ったっけ」

　確か、占うらないで小こ遣づかい稼かせぎしている変人だ。

　入学式の時、隣となりにいたから記き憶おくに残っているんだ。

　あいつが平民を一人、庇かばうように立ち、周りを数人の上級生に囲まれている。

　言い争い、というか一方的にシューヤが何かを言っていた。

「……しかもあの平民、親が悪さやって財産を一部没ぼつ収しゆう。もうすぐ学園を辞めるって噂の……馬ば鹿かだなあいつ。面倒な平民を助けても、何の得にもならないのに」

　しかもあの平民。やけになって上級生の財布を盗ぬすもうとして、失敗したんだっけ。

　出来心らしいけど、もうこの学園でやっていくことは無理だろうな。

　貴族のお小遣いは、平民にしたら破格だ。しかも金銭感覚が狂くるってる奴多いし、銀貨を一枚ぐらい抜ぬいてもばれないと思ったんだろう。

　でも、虐いじめの対象になるだけのことはしている。かつあげされたって、仕方がないよ。

「……あー。そういうことね。あいつ、意外と正義感あるんだな」

　聞こえてくる話の内容からして、虐めの事実を知ったシューヤが上級生にやめるよう言っている。

　でもある程度は学園側も黙もく認にんしているんだよな。

　平民と貴族が肩を並べて生きるこのダリス。外の社会では、もっとどぎつい現実が待っているから。貴族の財布を盗もうとすれば、殺されたって仕方がない。

　学園での虐めも余りにもひどいと学園が介かい入にゆうするが、そんなの稀まれだ。

　それを分かっていて、耐たえられる平民を合格させている。そして平民も、この魔法学園が自分達のために創設された学園でないことを知っている。

　クルッシュ魔法学園は貴族のために造られた学校。

　平民はみな覚かく悟ごをもって入学してくるんだ。

「はぁ。一応、入学式の時に起こしてくれたって借りがあるし、助けてやるか」

　でもシューヤが情け深い奴って印象はなかったなあ。

　あ、シューヤが平民の手を取って、抜け出した。上級生達はニヤニヤしながら声を掛けているが、あいつは止まらない。──すれ違いざまにあいつの悔くやしそうな顔が目に入る。

　結局、シューヤが彼らから金を取り返すことは出来なかったのだろう。

　あいつ、何の得にもならないのに何でカッコつけてるんだよ。

　馬鹿なやつ──。

「何だデブ。どっかいけよ」

「先せん輩ぱい方、弱いもの虐めは楽しいですか？」

「は？　俺達はこのクルッシュ魔法学園に相応ふさわしくない平民に、ここは君には相応しくないって伝えただけさ」

「可笑しいな。ただの一学生である貴方あなた達にそんな権利は無いと思いますが。それより授業はどうされたんですか」

「……一年生。お前こそ授業はどうした。入学して一ヶ月でさぼりか？　──それに俺達以上にクルッシュに相応しい生徒はいないだろう。何せ俺たちは今、この学園で最も権力を持っているあの侯こう爵しやく家の──」

「おい、やめろ！　あの……デニングだ」

「で、デニング！　これが、か!?　だけど、こいつこそ見かけ倒だおし──」

「悪かったですね、これがデニングで」

　そして俺は、学園の最上級生、最近、調子に乗っているグルウ侯爵家の取り巻きを──。




「うちの者が失礼をした。これは、謝罪の気持ちだ」

「……」

　翌日、グルウ侯爵家の次じ男なん坊ぼうが食堂で、俺の目の前で頭を下げる。

「しかし、公爵家の人間ともあろう者が軽率だな。学園内で喧けん嘩か目的に杖つえを使うのは規律違い反はんだが」

「……」

「ふん。やはり堕おちた風という噂は本当だったか」

　その日から、俺に絡むとやばいことになるって噂が広まった。




「よう、シューヤ。怖こわい顔してるけど、どうしたんだ？　ていうかお前、弱い癖くせに正義感だけはあるよな。あれって何のためにしたんだ？」

「……ドルフィンが学園を辞めた。あいつらの仕し業わざだ」

「止やめたほうがいいぜ。男爵家のお前が侯爵家に楯たて突つくなんてさ」

「デニング。お前、まさか俺のために──」

「は？　ここはクルッシュ魔法学園だぞ。あの学園長が言っていたことを真に受けたのか？」

「どういう意味だよ」

「平民は、身分違ちがいの社交場に自分から入ってきた。だから、ああなった」

「……デニング。何が言いたいんだ」

「これに懲こりたら、余計な手出しはやめること。目立つなって言いたいんだ。潰つぶされるぞ」

　クルッシュ魔ま法ほう学園は貴族社会の縮図だ。

　家の地位、親の力関係、資金力、軍事力が全て。多少、魔法が上手でも何も変わらない。

　翌日、あいつは俺の思った通り、顔を腫はらして授業に来た。

　俺はあいつに教えたハズだ。

　貴族が、多少の情けで平民に関わったら、面倒事になるぞと。




「これで何回目だよ……あいつ。俺の忠告、ちゃんと聞いてなかったのかよ」

　爵位の低い貴族、変わり者、出来過ぎるがために疎うとまれる平民。

　問題児達に積極的にあいつは関わり、火種を大きくする。

　あいつが関わらなければ、静かに忘れ去られただろう事件も沢たく山さんあっただろう。

　それでもシューヤは変わらなかった。

「……はあー。仕方ないな」

　裏で鎮ちん火かするのも慣れたものだ。

　でも、次第にあいつに友達が出来ていく。そりゃそうだよな。傍はたから見れば、自分のために戦ってくれるヒーローだ。裏でこそこそしている俺とは大違い。

「なあ知っているか？　他国からの留学生がいるらしいぞ」

「しかも王族！　お前、狙ねらってみろよ！」

「無理だろ！　あの豚ぶた公爵の元婚こん約やく者だぞ！　まだあいつの気持ちが残ってたら、大変な目にあうだろ！」

　俺はシューヤを助けるために何度も裏で手をまわし、その度たびに噂に尾おひれがついて流れ出す。まずは最上級生から恐おそれられ、一つ上の上級生が俺の顔色を窺うかがい出し、同級生は俺に関わらなくなった。公爵家、デニングの人間が学園にいるんだ。

　最初は興味本位で話しかけてくる奴やつもいたが、ゼロになった。

「えー。ホールさんは明日、部屋から出ないで下さい。俺の占いによると、昨日友達と交わした約束を破ったら、ひどい目にあうみたいです！」

「シューヤ。ほ、本当だな!?　以前、君の占いを無視したらひどい目にあったんだ。でもしゅ、シューヤ！　君には一体何の声が聞こえているというんだい!?」

　またあいつ……馬鹿なことをやってやがる。

　しかしシューヤは、一体誰の声が聞こえるって言うんだろう。

　水すい晶しようを使って、占いをする変な奴。

　暇ひまつぶしに、あいつが占う未来を悉ことごとく魔法を使って実現してやったら、ついにばれた。

「おい、デニング！　お前、俺の客に何かやってるだろ！」

「何だよ。客……？　ああ、お前の変な小遣い稼かせぎのあれか」

「小遣い稼ぎって言うな！　これは俺の仕事だ！」

「声が聞こえるってあれか？　お前、変な薬でもやってるんだろ」

「てめえ。デニング……！」

　あいつをからかうのは面おも白しろかったから、嫌いやがられてもシューヤへの悪戯いたずらを実行した。

　そこからあいつはやけに俺に絡んできて、喧嘩になったこともしばしば。

　家いえ柄がらに囚とらわれないあいつの、貴族としての在り方が痛快だった。

　だから、あいつを見ているのは楽しかった。

「おい。あのアリシア様についに友達っぽい奴が出来たらしいぞ」

「聞いた聞いた。あの、変な奴だろ？　いっつも水晶を持ってる」

　それにつまらなそうなアリシアの友達になってくれた。

　正直に言おう。アリシアのことは、ずっと気になっていた。

　アリシアは俺の嘗かつての婚約者だ。

　あいつがこの国にやってきたのなら、楽しんで欲しいと思う。

「ちょっとシューヤ！　待ちなさいってば！」

　クルッシュ魔法学園に馴な染じめなかったのか、笑顔が少なくなっていたアリシアを変えたのがシューヤだ。シューヤと友達になってから、アリシアは確実に楽しそうだ。

　白状しよう。嬉うれしかったよ。同時に……もしかしたら、どこかでシューヤに嫉しつ妬とも感じていたのかもしれない。真っ黒豚公爵である俺が、今いま更さらアリシアと仲良くするなんて可お笑かしいから。シャーロットと一いつ緒しよにいることを選んでおきながら、アリシアと仲良くしようなんて、間違っている。

「スロウ様！　友達は出来たんですか！」

「ゼロだよ。皆みんな、俺が怖いらしい。それよりシャーロット、知ってる？　この学園には、俺以上の馬鹿がいるんだぜ」

「もう！　スロウ様、人を馬鹿にしたらいけないっていっつも言ってるじゃないですか」

「でもさ、本当に笑っちゃうんだよ。意味不明な奴でさ、水晶の声が聞こえるって何だよ」

「……スロウ様。楽しそうですね」

　──俺は毎日、あいつを見ていた。

　自分の現状を忘れるぐらい、あいつは俺を楽しませてくれた。

　ここはクルッシュ魔法学園。

　貴族の社交場なのに、一番貴族らしくない貴族を俺は見つけたんだ。

　名前はそう、シューヤ・ニュケルン。




「──スロウ様、スロウ様！　起きて下さい！」

「……へ？　う、うあうわわ！　うわああ！」

　ごろごろごろどっしゃーん。

　一体、俺の身に何が起きたのか。理解するのに若じやつ干かんの時間が必要だった。

　……ひんやり。これは、床ゆかか。固い石の床に俺は落ちていた。

　シャーロットに突つき飛ばされたのだ。

　いてえ。だけど、シャーロットが何の理由もなく俺を吹ふっ飛ばすとは思えん。カリーナ姫ひめの約束を破ってこの街、迷宮都市ゼネラウスにやってくる時も最終的には俺を受け入れてくれた。迷宮都市ゼネラウスの冒ぼう険けん者ギルドが何か隠かくしているって、最後には信じてくれた。

　俺を突き飛ばしたのはただならぬ事情があるに違いない。

「俺に何か用？　シャーロット」

　でも、懐なつかしい夢だったな。

　しかもシューヤの夢だ。今まで一度も見たことがなかった。

「おはようございます。スロウ様、私がどうして怒おこってるか分かりますか？」

　うん、確実に怒ってるね。

　でも、俺が昼間っから寝ねてたことを非難してる感じじゃない。

　というか、俺が昼夜逆転生活をしてること、シャーロットは知ってるしな。

　ゾンビの行動がおとなしくなる夜を利用して、俺はギルド職員と共にリッチの配下を調べている。決戦時に冒険者が後おくれを取らないように。その代わりといっちゃなんだが、シャーロットやアリシアの生活費もギルドに出してもらっている。また、二人は気付いていないが俺が迷宮都市ゼネラウスにいない時は護衛も付けてもらっている。

　だったら……シャーロットが怒る理由は何だ？

　頭を働かせると、ピーンときた。

　机の上に残された料理。

　朝帰ってきた俺のためにアリシアとシャーロットが作ってくれた料理がそのまま。

　これは、怒られても仕方ないか。

　二人とも俺の身体からだを考えて、食べやすい料理を作ってくれた。

　もうアリシアも俺のことを豚のスロウって呼ばなくなったしな。がりがりのスロウちゃんだよ、俺は。

「あー、シャーロット。ごめん、折角作ってくれたご飯、全然食べられなくて……」

「違います。それも悲しいですけど、違うんです」

「え、違うの？」

「全然、違います。的まと外はずれもいいところです。さっき、私、外を歩いていたら、いやーな噂うわさを聞いたんです」

「……噂？」

「若い魔法使いが【冥土の赤ゼルーシユ】に所属している新人を……ボコボコにしたって」

「あー……」

「スロウ様ですよね？」

「……あー」

「スロウ様、ですよね？　そして新人ってニュケルンさんですよね？」

「……はい、その通りです」

　なんだかんだ俺には激甘の彼女が珍めずらしく、怒っている。

　クルッシュ魔法学園でも、皆みんなから陰かげ口ぐちを叩たたかれていた時も、遠くから見守ってくれたシャーロットが！

　シューヤをフルボッコにした件で怒っている！

「どうして、そんな酷ひどいことしたんですか？」

「シャーロットとアリシアが毎日、説得してるのに……あいつ、聞き耳も持たないじゃん。アリシアなんてあんなに追おい詰つめられて、シューヤがゾンビに殺されたらどうしようって悩なやんでるのに……冒険者の仲間と一緒にはしゃいでるシューヤを見たら、こう、ムカついちゃってさ。話しかけたら喧けん嘩かになって、もうこれは……じ、実力行使しかないと思って……自分が弱いって分かれば、迷宮都市ゼネラウスから避ひ難なんするかなって思ったんだ……はい、俺が悪かったです」

「スロウ様は魔法学園でもよくシューヤさんと喧嘩してましたよね。どうしてですか？」

　シャーロットの言う通り。そして、さっきまでの夢の通りだ。

　あいつには、アリシアがいる。

　なのに迷宮都市ゼネラウスでほったらかしにして、戦争ごっこに夢中になっている。

　アリシアがクルッシュ魔法学園にやってきた当初のように、また一人にしている。

　……だからこそ、俺は今のシューヤを見て、苛いら立だちを感じているんだろう。

　アリシアは……こんなボロ宿であいつを待っているというのに。

「シューヤは、アリシアの唯ゆい一いつの友達だから」

「え……どういうことですか？」

「アリシアがシューヤについてきた理由。ちょっと考えたら分かるよ。だってアリシアは迷宮ダンジヨンに、モンスターに興味なんて一切ないじゃん。でも、そんなアリシアがシューヤについて迷宮都市ゼネラウスまでやってきた。シューヤ・ニュケルンが、アリシアにとって大切な友達だからだ」

「スロウ様。まさか……シューヤさんと喧嘩した理由って」

「あいつがアリシアを迷宮都市ゼネラウスまで連れてきたんだ。こんな危険な街に。荒こう野やから別の都市へ避難するだけでも危険なのに。それなのにここでアリシアをほったらかしにしていることが気にくわない。あいつら、良い仲なのに……」

「……え、うそ！　ま、まさか！」

　俺はゆっくりとうなずいた。

　シャーロットはえー！　とかうそー！　とか。

　さっきまでの怒いかりはすっ飛んでしまったようだ。

　でも何も間違ったこと言ってないよな。

　アリシアとシューヤは、将来そういう関係になるんだから。
















「言われてみればアリシア様。二人で迷宮都市ゼネラウスまで来たんですもんね……何も無かったわけが……」

「シャーロットさん！　部屋にいないと思ったら、今日は一緒に厨ちゆう房ぼうを借りて料理しようって！　あー！　全然食べてないじゃない！」

　話題の彼女の登場だ。

「スロウ……何で床に寝ね転ころんでるの？」

「深い事情がありまして」

「あ！　折角私達が作った料理を──ほら！　食べなさい！　スロウ！」

「ちょ、押し込むなって！　俺は今、本当に食しよく欲よくがないんだよ！」








三章　決戦の前に









「ブタコー殿どの！　貴方あなたが持つ卓たく越えつした魔ま法ほう技術とモンスターへの深い愛情！　貴方は伝説の冒ぼう険けん者になれる素質があるのですぞ！　何な故ぜ、我々の申し出を頑かたくなに断るのですか!?」

「いや……まじで勘かん弁べんして下さい」

「諦あきらめませんぞ！　リッチに支配されたあのイーストンロック山系へ我ら職員を安全に連れていく手しゆ腕わん！　並みの冒険者では、いや高位冒険者でも不可能なのです！　さらに我らと議論出来るモンスター知識、いえ、モンスターへの愛！　これ以上となると、もはや紅蓮の瞳ウルトラレツドを除いておりませぬ！　高位冒険者などモンスターの違ちがいに興味を持つ者すら少ない！　あ！　ぶ、ブタコー殿！　待ってくだされ！　ブタコー殿おおお」

「いえ、俺の仕事は迷宮都市ゼネラウスに貴方たちを連れて帰った時点で終わってるんでー！」

「ぶ、ブタコー殿！　ギルドマスターから伝言が！　ぶ、ブタコー殿！　今宵こよいは宿にいてくだされよー！」

　後ろから初老のギルド職員の声が聞こえるが、脱だつ兎との如ごとく俺は迷宮都市ゼネラウスへ入った。




　まだ太陽も上がらない、早朝。

　さすがに迷宮都市ゼネラウスもこの時間帯は静かなもんだ。

　お陰かげで俺があのブタコーであると知られる心配はない。

　ギルド職員を護衛しながら、イーストンロック山系への冒険が連日、続く。

　以前はモンスターおたくとして自信がある俺だったが、〝本物〟は違った。

　モンスターを一目見ただけで、弱点や生息地を分ぶん析せき。また、凡およその生息数、現在リッチによってどれだけの傀かい儡らいが生まれたかまで判断するんだから、あいつらは凄すごい。

「おっ。ギルドはこんな張り紙まで用意するようになったのか」




『決戦に向け、裏方として冒険者を支し援えんする者を冒険者ギルドは募ぼ集しゆうしている！　我こそはと考える者はギルド支部へ！』




　勇ましい冒険者だけでは、リッチ打だ倒とうは不利。

　十分な数はいるが、冒険者をサポートする人材が少ないってことか。

　俺が新米の冒険者なんかをサポートとして雇こ用ようしたらどうだってギルド職員らに助言した甲か斐いがあったよ。もしあの兄弟がまだ街に残っていれば、きっとあの張り紙を見てサポートに回ってくれるだろう。

「戦いに向けて俄が然ぜん、熱が入ってきたな。でも、あいつら、人使いが荒あらいからなあ……ま、冒険者ギルドの内情が知れるってのは面おも白しろいけど」

　ギルド職員は冒険者上がりもいるが、大半は武器の扱あつかい方も知らない素人しろうとだ。

　彼らをリッチに支配されたイーストンロック山系へ連れていくのは、正直かなり疲つかれる。リッチに支配された迷宮ダンジヨンの生態系を調査したいだなんだと、わがままばっかりで大変なんだ。

　しかも、人目につかない夜に向かうのだ。

　俺が彼らの護衛として、どれだけ周りに気を使っているか……。

「今のところギルド職員の怪け我が人はゼロ。あっ、一人勝手に転んで怪我をした奴やつがいたっけ。でも、自分で自分を褒ほめてやろう」

　でも、他国の人間を守るために力を使ってるってばれたら……公こう爵しやく家の皆みんなは怒おこるだろうな。あいつら、頭固いから。

　デニングはダリスを守る、護国の家系。

　それが他国の戦いに介かい入にゆうしている。

　思えば、これだけダリスを留守にしたことは無かったかもな。

　真っ黒豚ぶた公爵としてはデニング公爵領地やクルッシュ魔法学園で遊ぶ日々を送っていた。

　今の俺は公爵家の誰だれとも違う人生を歩んでいる。

　兄弟は前線にべったりだろうし……結局、改心しても俺の問題児っぷりは何も変わってないらしい。

　常に誰かに振ふり回されっぱなしの人生で、今度は世界の未来が掛かかっている。

「はあああああ？　ちょっと、高すぎじゃない!?　どんだけぼってるのよ！」

「アリシア様！　こ、声が大きいですって……」

　……今の声って、まさか……。

　宿に帰る途と中ちゆう、聞きなれた声が聞こえた。

　商人相手に値切り交こう渉しようをしているアリシア。……あいつ、周りの反応とか考えないのかよ。

「でもシャーロットさん！　明らかに昨日より値段が上がってますわよ！　朝早くに来たら街に届いたばっかりの食しよく糧りようが沢たく山さん残ってるって思ったのに！」

「お、お嬢じようちゃん。今、迷宮都市ゼネラウスは都市ガランとの往来を制限している。なのに冒険者だけはどんどん増えているからな、食糧が不足してるんだよ」

「アリシア様、止やめてください。私、恥はずかしいです……」

「でも、ぼりすぎよ！」

「そ、そんなことよりアリシア様。もうシューヤさんのとこ、説得に行かなくていいんですか？」

「……いいわよ。だってあいつ、私達の話何も聞かないじゃない！　もうあんな奴知らないわ！　折角、冒険者ギルドに頼たのみ込んで、私達と一いつ緒しよに避ひ難なん出来るようにしてあげたのに！　それにシューヤが避難しないならスロウも迷宮都市ゼネラウスに残るって言い出すし」

　そっか。

　──アリシアはもう、シューヤのことは吹ふっ切れているようだった。

　いや、考えないようにしているといったほうがいいか。

　友達が戦争に参加しようとしている。

　無力さも一いつ杯ぱい感じているだろうが、あえて明るく振ふる舞まっているんだ。

　でも、俺のことも心配してくれてるようだ。

「それよりスロウよ！　あいつ、日に日にやつれていくじゃない！」

「……分かりました。あの、もっとまけてください！　高いです！」

　二人の心労は相当なものだろう。

　でも……俺は二人と一緒に近きん隣りん都市へ避難するわけにはいかない。

「今日は、寝ねれるかな……」

　シューヤを置いて逃にげるわけには、いかないのだ。







「はあ……全然寝れねえ……」

　俺が世界の行く末を前に、食事も喉のどが通らなくなるぐらい悩なやんでいるというのに。

　迷宮都市ゼネラウスは本日も平常通りだ。

「つっかれたー！　今日も稼かせいだな。ゾンビってさ、数だけはいるから稼ぐのは楽だよな」

「聞いた話によるとリッチの眷けん属ぞくとなったモンスターは思考力が格段に落ちるんだとよ」

「なら、リッチが迷宮ダンジヨンを制せい覇はしてくれて、良かったかもな。都市防衛に出ていれば、ちょっとサボっても楽に稼げるわけだし」

　お昼前の時間帯。

　外から届く、都市防衛から帰ってきた冒険者の声。このホテル……いや、ボロ宿の前は路地裏だから、人に聞かれたくない本ほん音ねなんかも飛び交いがち。

　あのなあイーストンロック山系にいるゾンビと比べたら、昼間荒こう野やを彷徨さまよっているゾンビなんて自由意思のない低位モンスターだからな？

　しかし……うるせえ。

　これじゃあ、気を落ち着かせて、静かに眠ねむることだって出来やしない。

　でも、冒険者同士の喧けん嘩かの声で起こされるよりはまだましだ。

「リッチ討とう伐ばつはこの街に集まってきた冒険者に任せて、俺らはのんびりゾンビでも狩かり続けるとするか。勝利の未来は見えてるんだ」

「万が一、高位冒険者様方がどうにもならなかったら、紅蓮の瞳ウルトラレツドが出てくるのは既き定てい路線だしな」

「間違いねえ。へっへ、紅蓮の瞳ウルトラレツドは最初にリッチと引き分けて、腕うでが落ちてるって噂うわさを払ふつ拭しよくしないとな。変なデュラハンにも苦戦してたって話だし」

　冒険者は修しゆ羅ら場ばになれてるっていうか、なんていうか。

　皆、分かってんのか？　世界の命運が掛かってるんだぞ？　俺が食欲も失せるぐらいの事態に直面してるんだぞ、この街は。最終的に紅蓮の瞳ウルトラレツドがリッチを倒たおしてくれるとか安心しきってるけど、本当の敵は三さん銃じゆう士しドライバック・シュタイベルトだからな？

　アニメの中では紅蓮の瞳ウルトラレツドでも倒せなかった相手だからな？　まあ、今回は俺が裏でサポートしてるから、あいつも万ばん全ぜんの状態で戦いに臨のぞめる筈はずだけど。

「それがいい。なあ、ベラーシ。火炎浄炎アークフレアのパーティに加入するって噂の新人、知ってるか？」

「赤あか髪がみのガキか……確かシューヤとか呼ばれてる。火炎浄炎アークフレアが直じき々じきに声を掛けたって話だから、どんなもんかと思ったら、俺らとどっこいどっこい。一体、火炎浄炎アークフレアはあのガキに何を見たんだか」

「高位冒険者様の考えることは俺らには分からねえよ。しっかし、誰がリッチを倒してＳ級になるんだろうな。やっぱり大本命は白しら雪ゆき姫ひめか。Ａ級冒険者ども、〝卒業生様〟がわんさか迷宮都市ゼネラウスにやってきてやがる。今日はあの霧きり魔法まで来たってよ」

　外では日に日に、リッチと戦う熱が高まっている。

　迷宮都市ゼネラウスを歩けば、誰もが口々に誰が次代のＳ級冒険者になるのかと話し合っている。

　リッチを倒した者を、Ｓ級へ推すい薦せんする。

　迷宮都市ゼネラウスの支配者、紅蓮の瞳ウルトラレツドが正式に宣言したからだ。

「俺らみたいな駆かけ出しにも決戦時は回復薬を手配してくれるってんだから、渋しぶいギルドの割には大盤振る舞いだよな」

「でも噂通り、この街でリッチを迎むかえ撃うつのか？　街がボロボロにならないか？」

「リッチが待ち構える迷宮ダンジヨン、あの山を登るよりはいいだろ。あれは地じ獄ごくだぜ」

　罠わなを仕し掛かけたり、建物の中にマジックアイテムや回復薬を配備したり。

　迷宮都市ゼネラウスは紅蓮の瞳ウルトラレツドの思おも惑わく通り、リッチ討伐に向けて着々と準備を進めているんだ。紅蓮の瞳ウルトラレツド直属のギルド職員から聞いた説明によれば、自由連れん邦ぽうの大商人から支援を受けているらしい。

　だけど全てシューヤの身体からだを乗っ取った火の大精霊エルドレツド、あいつの身体を乗っ取った火の大精霊エルドレツドが暴走するせいで、無む駄だになるんだけどな。

「おい、こんな場所でサボってたのかお前ら！　とっくに休きゆう憩けい時間は終わってるぞ！」

「何だよ、リーダー」

「荒野にワラキムシが出現した！　ギルドが奴らの排はい除じよを特別クエストに指定するって噂だぞ！　先に討伐して、冒険者ギルドに、いや、紅蓮の瞳ウルトラレツドに恩を売るチャンスだ！」

「……リーダー。あの方が俺らみたいな弱小パーティの話を──」

「馬ば鹿かか！　紅蓮の瞳ウルトラレツドは迷宮都市ゼネラウスに滞たい在ざいする全ての冒険者の活かつ躍やくを見ている！　うそじゃないぞ！　俺はこの前褒められたからな！　新人の育成が上う手まくいってるようで何よりってな！」

　そして、迷宮都市ゼネラウスでもちょっと話題になっているらしいシューヤはというと。

　連日連夜のアリシアとシャーロットの説得の結果だけど……効果はゼロ。

　それどころか、自分も都市の防衛に貢こう献けんしてるんだとか、自分がいなくなれば都市の戦力が落ちるとか大層なことを言い出す始末。

　お前がいなくっても戦力は変わらねーよ、と声を大にして言ってやりたい。

　というか言おうとして、あいつの住すみ処かに乗り込もうとしたところを二人に止められた。また喧嘩になるから、らしい。

　あの野や郎ろう、最近は【冥土の赤ゼルーシユ】と行動を共にしてるから気が大きくなってるのかもな。

　……俺を街で見かけても完全に避さけている。

　はー、俺はあいつのためを思って行動してるんだけどな。最近は冒険者の知り合いも増えたみたいだし……帰ってくる気配も避難する気配も微み塵じんもなかった。

「……」

　ま、紅蓮の瞳ウルトラレツド様が順調に戦力を集めてるようで、それだけは何よりだよ。

　しっかし、本当に人気者だなあ。このままなら三銃士対策は順調ってことでいいかな。後はシューヤの……火の大精霊エルドレツド対策だけど、この前ちょっと釘くぎを刺さしといたし……俺が何とかする前に、シューヤの身体を乗っ取って暴れることはないかな。

　でも最善なのはシューヤをこの街から避難させることだけど……。

「……決戦に参加するより、近隣都市へ避難する奴らの護衛をした方が稼げるんじゃないか？　何でも最終日の護衛は大金が出るらしい」

「大金？　どうしてだよ」

「噂によるとな、この街にどっかの国の王女様がいるらしい。それが理由か分からねえが、あの巨きよ大だいパーティ【護送船団】総出で護衛をするんだとよ」

「へえ！」

　……アリシアのことか。

　隣となりの部屋ではシャーロットが近隣の都市へ避難するため荷物を纏まとめ、アリシアは買い物で外出中。風の大精霊さんは、山脈に住み着いているリッチや三銃士のヤバさに気付き、俺にそれとなーくどうすんの？　って聞いてきたことが以前あった。

　この先、シューヤが決戦に関わればひどい未来が待っている。やばいことが起こるのをあいつ……薄うす々うす気付いてやがる。




「決戦前だってのに……疲つかれたなあ……」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドがアニメの中でやったことを、俺が肩かた代がわりしているんだ。

　このイーストンロック山系を熟知している紅蓮の瞳ウルトラレツドと違ちがって、俺は初体験。

　なのにギルド職員は一人も負傷者なし。

　俺、頑がん張ばっただろ。

　十分だろ。皆みんな、褒ほめてくれるだろ。俺、どんだけ頑張ってるんだろ。偉えらいね偉いねって、褒めてくれてもいいだろ。カリーナ姫とか……。やっぱりいっそのこと、カリーナ姫の王室騎士ロイヤルナイトでも目指すか……。なんて現実逃とう避ひしていると、

「──スロウ様！　ちょっといいですか!?」

「シャーロット。どうしたの？　もう荷造りは終わったの？　アリシアの荷物、大分多そうだったけど……」

「私、思い出したんです！」

「えーっと……何を？」

「そういえばスロウ様、杖つえ買ってくれるって言ってましたよね！」

「……あー」

「私、ヒュージャックから帰る時に杖無くしちゃったから、新しいのが必要なんです！」

　やばい。

　完全に忘れていた。




「スロウ様は言いました！　オークの村で杖を買ってくれるって！」

「シャーロット！　落ち着いて！」

「さあ、行きましょう！　ここは冒ぼう険けん者の街ですから、市場に行けば杖が沢たく山さんあります！　別に私、高級な杖じゃなくていいですから！」

「ちょ、ちょ！　腕を放して！」

「だって！　今を逃のがしたらいつ買ってくれるんですか！　私、今とっても杖が必要な状じよう況きようなんです！　オークの！　村で！　スロウ様は！」

「うっ。それはそうだけど」

「冷静に考えてみてください！　私とアリシア様はこれから数日掛かけて避難するんです！　その間にモンスターに襲おそわれたらどうするんですか！」

「あの【護送船団】が護衛につくし、大だい丈じよう夫ぶだよ。それに風の大精霊さんもいるし」

　予定では、シャーロットとアリシアは二人で本日の夕方から二晩掛け、近隣の都市ガランへ移動することになっている。

　荒野を突つっ切るわけだ。

　今の荒野は荒あれているが、シャーロットの傍そばには風の大精霊もいるからね。

　今は部屋の隅すみで眠っているのか気絶してるのか分かんないけど、とにかく大丈夫なのだ。

「でも絶対はないですよ！　アリシア様を守るために杖がいるんです！」

「分かった！　分かったから、シャーロット、声抑おさえて！」

　ヒュージャックの経験で何かが吹ふっ切れた様子のシャーロットは魔ま法ほう使つかいとして、今後成長するだろう。

　けれど、時期が悪い。

　ここは自由連邦、戦争の始まりの地。

　でも、俺が杖を買う約束をしたことは事実なんだよね。

「杖をー！　オークの村で！　スロウ様は！　言いました！」

「……シャーロットさん何騒さわいでるのよ！　外にまでオークが何とかって聞こえてましたわよ！　どうしたんですの？」

「うわああ！　アリシア、お前！　勝手に入ってくるなって言ってるだろ！」

　ひょっこりとアリシアが顔を出した。

　もう買い物から帰ってきたようだ。

　オークの村での話はアリシアには内緒。

「ノックしたけど、二人が騒いでるから気付かなかったんでしょ。それよりまた瘦やせてない？　目の下のクマも凄すごいし、ちゃんと寝ねてるの？」

「……」

「私が作った食事も全然食べてないし」

「あ……スロウ様。まだ食べられないんですね」

「悪い……食しよく欲よくがないんだ」

　仕方ないだろ。

　迷宮都市ゼネラウスで始まる戦いに世界の命運が掛かってるんだから。

　ここで三さん銃じゆう士しが迷宮都市ゼネラウスに勝ったら、必ず帝てい国こくの仕し業わざとばれる。リッチの仕業なんて偽ぎ装そうは通用しない。それが分かってるからこそ紅蓮の瞳ウルトラレツドは、ここまで戦力を蓄たくわえているんだ。

　自分の権力を駆く使しして強者を集めている。

「俺にだって悩なやみぐらいあるんだよ。それよりどうした？　アリシア、お前、何か用事があったんじゃ」

「冒険者ギルドがイーストンロック山系にいる、リッチの軍勢を発表したわ」

　今日、調査が終しゆう了りようしたばっかりっていうのに対応が早いな。

　さすが紅蓮の瞳ウルトラレツドが選よりすぐったギルド職員。

　俺も協力してたから、結果がどういう風に纏められたか知りたいな。

「でも、それだけじゃない。リッチ襲しゆう撃げきに備え、冒険者パーティの配置も発表されたわ」

「アリシアさん。まさか」

「ええ。あのパーティの中に、シューヤの名前があったわ──」







「頭の中にモンスター情報を叩たたきこめ！　モンスターの弱点が書いてある！」

「ブタコーって野郎がイーストンロック山系にギルド職員を連れて行ったらしい！　そして、連日職員に誰だれも怪け我がを出さずに帰き還かんしたんだ！　一体、何者だ!?」

　冒険者ギルド、南方本部前の大広場は冒険者で溢あふれ返っている。

　ギルドがリッチとの闘たたかいに備え、冒険者パーティの配置場所を正式に発表したからだ。冒険者ギルドが特別な褒ほう賞しようを定める特別クエスト。今回の褒賞は金にランクに大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

「冒険者ギルドが聖水の大盤振る舞い！　呪のろいが不安な奴やつらはとりあえず持っていけ！」

「聞いたか！　火炎浄炎アークフレアが、リッチが送り込んだデビルを殲せん滅めつしたぞ！」

「退どけ！　前が見えねえど！」

「俺達の場所はどこだ!?　稼かせげる場所だろうな！　へー、外か。悪くねえ！　少なくとも中で戦せん闘とう馬ば鹿か共に巻き込まれる心配はねえってか！」

　冒険者達の配置は大きく分けて、迷宮都市ゼネラウスの中と外だ。

　都市の外にいる無数のゾンビを殲滅する者達と、都市内部でリッチを中心とする今回のボスを相手取る者達。

　イーストンロック山系からやってくるゾンビの大群は、一直線に迷宮都市ゼネラウスを目指している。だから、殲滅力がある冒険者を都市外周に配置するのが正しいやり方と言えるだろう。──けれど、今回は違う。

「見ろ兄弟、俺達は中だ！　しかも、ネメシス前！　ここだ！　リッチが来る場所だ！」

「ああ。兄弟。紅蓮の瞳ウルトラレツドは俺達にＳ級になる資格ありって考えてるんだろうな。だが、兄弟。どうしてリッチがネメシスにやってくると紅蓮の瞳ウルトラレツドは分かるんだ？」

「さあ。だが、奴の情報はいつも正しい。恐おそらく、知能の高いリッチが冒険者ギルドが所有する秘宝を狙ねらってるとか、何らかの情報を摑つかんでいるんだろう」

「見ろ。悪名高い包ほう丁ちよう兄弟だ。ギルドマスターはあんな物ぶつ騒そうな連中まで呼んでたのか……」

　有力な冒険者は根こそぎ、この広場へ配置されている。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが三銃士リビングデッドを相手にする。

　リッチの妨ぼう害がいも予想されるため、彼らのような強い奴らにリッチの相手をしてもらう。

　つまり、都市の外には本当に強い部類の冒険者は配置されないのだ。

　……外は激戦地になり、大勢の死者が出るだろう。

「ほらスロウ、どこを見てるのよ。シューヤの名前が載のってるのはあっちよ。外よ」

　アリシアにがしっと手を摑まれ、あいつの名前を発見する。

【冥土の赤ゼルーシユ】のゾッドやナリータ、そして最後にあいつの名前。

　分不相応すぎるだろ……。【冥土の赤ゼルーシユ】はＳ級迷宮ダンジヨン【悪あく魔まの牢ろう獄ごく】にもアタック経験のある、ガチガチの武ぶ闘とう派はパーティだぞ。

　どう見てもレベルが違う。

　アニメ通り、【冥土の赤ゼルーシユ】構成員の二人が守ってくれるんだろうけど……もしシューヤ一人だったら今のシューヤじゃ速そつ攻こうでお陀だ仏ぶつだ。

「リッチを倒たおす大本命は誰だ？　やっぱり白しら雪ゆき姫ひめか？」

「火炎浄炎アークフレアも捨て難がたい。焰剣フランベルジユを手に入れてから、奴の評価は爆ばく上あげだからな。それに紅蓮の瞳ウルトラレツドのお気に入りだ。奴のパーティ、ずっと都市防衛にも出てただろ」

　これから戦いが始まるってのにゾンビに扮ふんした人間がいたり、お祭まつり騒ぎ。

　アリシアと目が合った。

　お互たがいに、同じ思いか……見ちゃいられないって感じだ。

「はあ、これだから冒険者って嫌きらいだわ……」

「アリシア。今日中にシャーロットと一いつ緒しよに避ひ難なんしてくれよ。さっき誰かが言ってたけど、ガランへ避難出来るのは今日が最後だからな」

「……分かってるわよ」

　非戦せん闘とう員の避難は大方完かん了りようしている。

　残っているのは元冒険者の医者やギルド職員、そしてサポートを選んだ冒険者達ばかり。いくら杖を持っているとはいっても、アリシアは冒険者連中の中ではかなり浮ういている。

　こんな状況になるまでアリシアが迷宮都市ゼネラウスに残り続けた理由。

　それは、あいつのため。

「なあ、アリシア。シューヤは今、どこにいるのか教えてくれ」

「どうして知りたいのよ」

「もう一度会って、直接話がしたい」

　──やっぱりさ、放ってはおけないって。







「シューヤがいるのは【冥土の赤ゼルーシユ】がよく溜たまってる場所よ。あいつ、もう常連なの。都市防衛の特別クエストを受注する冒険者にはかなりのお金が出るみたいで、あいつ毎日出てるから急に羽は振ぶりもよくなって……」

　シューヤ・ニュケルンは俺にとって友達とは言い難い存在だ。

　アニメの中でも徹てつ底てい的に敵対したし、シャーロットはあいつと仲良くなったから大変な目にあう羽目になった。

　それでも……それでも俺があいつに避難してほしいと思うのは、決戦の後に起こる悲ひ惨さんな未来を知ってるからだ。

「なあ！　誰がリッチを倒して、Ｓ級になると思う？」

「やっぱり、白雪姫のマリアナ様だ！」

「なあお前ら、知ってるか？　迷宮ダンジヨンがリッチに乗っ取られたって話、外では殆ほとんど漏もれてないんだぜ。情報規制してるんだよ、ギルドは」

「別にいいだろ！　俺達の楽しみを取られてたまるか！」

　前にシューヤが迷宮都市ゼネラウスを好きだと言った理由が、何となくわかってしまう。

　この街は自由なんだ。

　今までの自分を知っている人間が一人もいない、好きな自分になることが出来る。

　シューヤはアニメの中で、決戦に向かうあの時の時間は楽しかったと言っていた。

「しかし、紅蓮の瞳ウルトラレツドがギルドマスターになってから、金払ばらいがよくなった！　武具の貸し出しも潤じゆん沢たくで、良いこと尽ずくめだ！　迷宮都市ゼネラウス万ばん歳ざい！　紅蓮の瞳ウルトラレツド万歳！」

「……でも、驚おどろいちゃったわ」

「何が」

「だってスロウ。シューヤのこと、嫌いだと思ってたから」

「……嫌いだよ。大嫌いだ」

「じゃあどうして助けようとするのよ。放っておけばいいじゃない」

　クルッシュ魔ま法ほう学園では睨にらみ合っていたし、この前はボコボコにしたばっかりだ。

　仲良い要素なんて皆かい無むだよ。

　迷宮都市ゼネラウスへ向かうためにヒュージャック横断を選せん択たくし、アリシアを危険な目にあわせた。

　アリシアが説得しても、シャーロットが近きん隣りん都市へ避難するよう言っても、全てを拒きよ絶ぜつしている。

　控ひかえめに言って、ダリス貴族らしからぬ行動だ。

　でも──。

「あいつは良い奴だろ……」

　学園で、俺があいつにムカついていた理由。

　あいつが正直で真まっ直すぐで、俺にはないものを持っていたからだ。

　単純に俺は羨うらやましかったんだろう。

　ああいう風に生きられたら、どんなに楽しいかって思ってしまったんだ。

「──いて！　何すんだよ」

　すると、アリシアは俺の背中をばしっと叩いて。

「そうなのよね。あいつ、馬ば鹿かだけど、底そこ抜ぬけに──良い奴なの！」

　とっても良い笑顔でシューヤがいい奴なんて、当たり前の事実を教えてくれる。

　だから──あんな未来は絶対に御免だ。




　　　●




「ああ。あああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　これは未来だ。

　俺の記き憶おくの中にある、あるべき未来のシューヤ。
















　壊かい滅めつした迷宮都市ゼネラウスで、シューヤが一人で立っている。

　傍そばにはモンスター化の呪い、デュラハンの姿から解放され、人間の姿となった三さん銃じゆう士し。

　ドライバック・シュタイベルトがシューヤの首へ刃やいばを向けていた。

「どうして止めてくれなかったのか！　お前なら、俺を〝殺せた〟筈はずだろう！」

「直じきに忘れる。火の大精霊エルドレツドの担にない手なら、お前の都合の悪い記憶は全て消えるだろう」

「忘れるもんか！　俺がやったんだ！　俺が、皆みんなを殺したんだ！　全部見てたんだ！　俺は全部！　でも、止められなかった！　あいつに身体からだを奪うばわれて！　エルドレッド、信じるべきじゃなかった！　こんな力！」

「お前と私は似ているな。リッチに魅み入いられた私と、大精せい霊れいを身体に宿すお前。しかし火の大精霊エルドレツドはリッチを殺し、私を生かした」

「頼たのむ……俺を殺してくれ。俺は死ぬべき人間だ。迷宮都市ゼネラウスの皆を、俺が、仲間を、あああ、ゾッドさん、ナリータさん、俺が火炎浄炎アークフレアの、仲間を全員……殺したんだ！」

　シューヤが、懇こん願がんする。

　敵である男、龍りゆう騎き士しの姿を取る三銃士の一人に大おお粒つぶの涙なみだを流しながら、シューヤは懇願し続ける。

　壊滅した都市の中央で、崩くずれ落ちるネメシスの前で。

　シューヤが得た不思議な力、暴走する炎ほのおが迷宮都市ゼネラウスを焼き尽つくした。

　シューヤははっきりとした意識のまま。

〝自分が迷宮都市ゼネラウスを滅ほろぼす一部始終を見ていたんだ〟

　それはどれだけの苦行だろう？

「これから戦争が始まる。闇の大精霊ナナトリージユ様が始めてしまう。お前には使命がある。お前には力がある。だから、私はお前を殺さない。火の大精霊エルドレツドが持つ力を、己のものにしろ。そして、彼女を止めてくれ」

「ああああ……ごめんなさい……ごめんなさい……嫌いやだ……嫌だよ……どうして……」

「眠ねむれ。起きた時にはお前は全てを忘れている。全てはこの私の仕業と記憶されるだろう。……半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドが迷宮都市ゼネラウスを潰つぶした、とな」




　　　●




　あんな未来は絶対に御ご免めんだから──。

　扉とびらを開いて中に入れば、鼻び腔こうを刺し激げきする酒臭さ。

「……すみません、今日は貸し切りで」

「知っている。構わない」

「あ、あの、待ち合わせですか？」

「違ちがう。俺に構わないでくれ。用事を済ませればすぐに出ていくから」

「あ！　あの、今日は【冥土の赤ゼルーシユ】関係者様の貸し切りでして！」

「知っている」

　店内には見覚えがある。

　俺とシャーロットが迷宮都市ゼネラウスに到とう着ちやくした日。

　奴やつらがわざわざこの店に連れて来てくれたのだから。

　しかも、店員に言われるまでもない。

　今日は高位冒ぼう険けん者パーティの貸し切りだと、でかでかと外に張り紙がしてあった。

「おいおい。また、おめーか。虐いじめっ子の魔法使いさんよお」

　すると、あの時のように奴らがいた。

　高位冒険者、火炎浄炎アークフレアがリーダーを務める【冥土の赤ゼルーシユ】のゾッド。

　同じテーブルにシューヤもいる。

　楽し気げに来きたるべき戦いに向けて語り合っている。俺が知る冒険者はゾッドとナリータのみ。他の冒険者は【冥土の赤ゼルーシユ】の知り合いってところか。

「その子だーれ？　ゾッド」

「前に話しただろリアネス。シューヤを魔法でボコボコにした、ダリスの貴族だよ」

「あー！　その子が！　でもへえー。ねえ、貴族だったら、用心棒いらない？　私、結構やるよ？　君もまだ残ってるってことは、決戦に参加するんでしょ？　それとも今日の便でガランに帰っちゃうの？」

「……何の用だよ、デニング」

「シャーロットとアリシアは夕方からガランへ避ひ難なんする。アリシアはお前も一いつ緒しよに避難してほしいって言ってるぞ。今も外でお前を待ってる」

　今までアリシアとシャーロットには何度も説得をしてもらっていた。

　だけど、あいつの気持ちを変えることはできなかった。

「あ！　無視されたー残念」

「振ふられちまったな、リアネス。ははは。しかし、おい。今日は貸し切りにしているんだが、お前は俺たちの関係者じゃないだろ。出て行けよ、おい」

　明らかに歓かん迎げいされていない。

　前に俺が奴らの目の前でシューヤをフルボッコにしたから印象が悪いんだろう。

　冒険者なんて血の気の多い奴ばっかりだ。

　俺は盛り上がる面々を無視して、シューヤに話しかける。

「シューヤ、考え直せ。アリシアと一緒にお前も避難するんだ」

「何度も言ってるだろ、デニング。俺は迷宮都市ゼネラウスに残るって」

「ははっ！　聞いたかお前ら、今の会話をよお！　しかし、シューヤ！　こいつはお前の保護者なのか!?」

　ゲラゲラと笑いやがる冒険者。

　……うざいな、こいつら。消えてくれねえかなあ。

　俺の気持ちが伝わったのか、口の悪いゾッドにじろりと睨み付けられる。

「残るって、お前に一体、何が出来るんだよ。〝あの時〟はビビッて何も出来なかったお前に」

「黙だまれ！　今の俺をあの時と一緒にするな！」

「何が違うんだよ。俺に勝てたことも無いくせに」

「てめえ……！」

「事実だろ。それに故郷へ連れん絡らくしたのか？　お前の家族、心配してると思うぞ」

　絶対連絡してないだろうな。

　アニメの中じゃ、迷宮都市ゼネラウスの戦いに巻き込まれて死んだんじゃないかってこいつの両親は滅め茶ちや苦く茶ちや心配していた。

「はは！　シューヤ、やっぱりこいつはお前の保護者だ！　なあ、そうなんだろ？」

「……ッ」

「デニング。帰ってくれ」

「嫌だね。アリシアにお前を連れ出すって約束した。ほら……馬鹿なこと言ってないで帰るぞ。立てって」

「触さわるなって！」

　端はじっこに座っていたシューヤの腕うでを摑つかむ。

　すると、にやにやと笑う【冥土の赤ゼルーシユ】を含ふくむ冒険者達。

　特にゾッドなんか、笑いっぱなしだ。くそが、見世物じゃねえんだぞ。

　でもな、俺だって説得するために来たんだよ。

　どれだけ馬鹿にされたって簡単に引き下がるわけにはいかない。

「デニング。お前さ、この前から一体……何なんだよ！　俺たちは友達でもなんでも無かった筈だろ。どうして俺にまとわりつくんだよ！」

「シューヤ！　お前、分かってるのか？　今までの都市防衛とは規模が違うんだ！　紅蓮の瞳ウルトラレツドが情報を出したように、リッチの軍勢だけじゃない、幾いくつかの迷宮主ダンジヨンマスターも出てきてるんだぞ！」

「おいシューヤ！　今度は負けるんじゃねえぞ！　今のお前は【冥土の赤ゼルーシユ】の立派な仲間だ。お前が負けたら、うちの名前に傷がつくからな」

　シューヤも前回、俺に一方的にやられたことを思い出したのか、手が杖つえに伸のびかけている。

　だけど、こいつの頑がん固こさは俺もよく知っている。

　俺の言葉は……絶対にこいつに届かない。俺達は友達でも、何でもないからだ。

　夢で見たように、俺達はクルッシュ魔ま法ほう学園では敵だった。

　しかし、うぜえな冒険者ども。

「外野は黙ってろ！　これは俺とこいつの問題だっ！」

「へえ、外野だとよ！　俺達が貸し切りにした店に土足でやってきて、一体どんな理由があるんだ騎き士し国家の貴族様！　おい、何だその目！　やんのか！」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気。

　高位冒険者のパーティに喧けん嘩かを売ってただで済むと思ってない。

　いないけど、もっと大事なことがある。

　俺はこの酒場に入ってきた時点でこいつらを敵に回す覚かく悟ごをしているんだ。

「……頼む。帰ってくれ。俺はここで、皆と一緒に戦うんだ」

「シューヤ、いい加減にしろよ！」

「おい！　ここは自由連れん邦ぽうだ！　お前がダリスじゃどんだけ偉えらい貴族様だったとしてもな、ここは冒険者の街なんだよ！　冒険者でもねえ奴がでかい顔してるんじゃねえ！　これ以上いると酒がまずくなる。俺が相手になってやるよ」

「デニング！　頼む帰ってくれ！」

　くそ。イライラする。

　どうして真っ黒豚ぶた公こう爵しやくがこいつのことを嫌きらいだったか。

　俺は少しずつ思い出していた。

　あの夢の通りだよ。

　お前は真まっ直すぐすぎるんだ。

　でも、お前が迷宮都市ゼネラウスの戦いに参加したら……良くないことが起こるんだよ。

　どうして俺の言葉を信じない。

　お前の頭に響ひびくその声は、お前を不幸にたたき落とすんだぞ。

「……シューヤ。これだけは言っておく。どこから力を貰もらってるのか知らないけど、都合の良い力は危険だぞ」

「おい、もっと酒持ってこい！　数日後には決戦だ！　死ぬかもしれねえんだぞこっちは！　飲み直すぞ！」

　分かってる。俺の勝手な押し付けだ。

　でもお前にはこの先、苦しい未来が待っている。

　火の大精霊エルドレツドの力を借りて強くなっても、幸せにはなれないんだ。

　クルッシュ魔法学園で、こいつがアリシアの笑顔を取り戻もどしてくれた。

　だから平和な世界で、幸せを謳おう歌かしてほしいと思うのはいけないことだろうか。







「スロウ！　中が騒さわがしかったみたいだけど!?」

　外で待っていたアリシアが駆かけ寄ってくる。

　しかし、中の険悪な雰ふん囲い気きは十分に伝わっていたようで……説得は失敗に終わったことを悟さとったみたいだ。

「シューヤは冒険者の集団と一緒にいるって」

「……そう、駄だ目めだったのね」

「ごめん、アリシア。俺じゃ無理だった。あいつ、頑固すぎる」

　俺たちは宿へ向かいながら、リッチとの闘たたかいに向け高こう揚ようする迷宮都市ゼネラウスを歩く。

　前にシューヤと喧嘩をした時、俺はシューヤにはっきりと忠告した。

　だけど、相変わらずあいつは火の大精霊エルドレツドの力に頼たよっているようだ。

　少しでも言葉が届いていればいいと思ったけれど……あの様子だと、不安だ。

「いいわよ。説得してくれただけでも、ありがと。でもね、実はちょっとだけ期待してたりしたの。スロウの言葉ならシューヤに届くんじゃないのかなって思ってた」

「……は？」

「あいつ。あんたに憧あこがれてるところがあったから」

「冗じよう談だんだろ？」

　すると、アリシアはふるふると首を振った。

　あの黒こく龍りゆう騒そう動どうの後からシューヤが可お笑かしかったこと。学生は皆みな、ふわふわとした気持ちだったけど、シューヤはずっと俺ばっかり見てたらしい。そして、迷宮都市ゼネラウスに来るまでの道中で一度、俺みたいに、いざって時皆を守れるぐらい強くなりたいって零こぼしたんだとか。

　アリシアに言わせれば、だったら俺に稽けい古こをつけてもらえばいいじゃないって話なんだけど、死んでも御ご免めんだってシューヤは言ったらしい。

　……俺だって、あいつの魔法を見てやってアドバイスを送るなんて絶対に嫌いやだ。

「あんたね。自分がどれだけ凄すごいことしたか分かってるの？　黒龍討とう伐ばつよ、龍を討伐したの。可笑しくなったのはシューヤだけじゃないわ。先せん輩ぱいだって、下級生だって……お姫ひめ様達からちやほやされたあんたは気付いてないだろうけど、クルッシュ魔法学園、あんたの話題で凄かったんだから」

　俺の黒龍討伐は、各所に大きな影えい響きようを与あたえていたようだ。

「でもそれにしたってやりようがあるだろ。どうしていきなり迷宮都市ゼネラウスで、モンスターとの戦争に参加しようとするんだよ」

「強くなりたいって思いはあるだろうけど、それだけじゃない」

「……どういうことだよ」

「あいつは、必要とされたがってたの」

　……ああ、そうだな。

　アニメの中でも、冒ぼう険けん者の仲間から認められるのが嬉うれしいって言ってたもんな。

「でも、絶対可笑しいわよね」

「何が？」

「この街に来て、いきなり魔法が上う手まくなるなんてあり得ないじゃない……あいつ、どんなずるしてるのよ……」

　その後はシューヤの心配なんてどこ吹ふく風。

　溜たまりに溜まった悪口をひたすら発散。しかし……よくシューヤのことを観察してるよな。あーそうか。こいつ、友達って言えるのシューヤだけだったもんな。俺にとってのシャーロットみたいなもん……いや、それは違ちがうか？

　帰り道、馬ば鹿か騒ぎする冒険者を尻しり目めに俺は歩く。

　でも、アニメの中ではもうすぐ起こる戦いで、迷宮都市ゼネラウスは壊かい滅めつし大勢が死んだ。

「そんな顔するなって、アリシア。シューヤは俺が守るからさ」

　シューヤを一人で迷宮都市ゼネラウスに残したこと、アリシアは後こう悔かいしてたし。

　死んだって思ってたんだっけ。自分がもっと強引に避難させていれば良かったって。

　でもアニメとは違う。

　迷宮都市ゼネラウスには、俺がいるんだから。

「何だよ、その顔。俺のこと、信じてないのか？」

「……信じてるわよ」

　全く。

　真っ黒豚公爵時代にはあれだけ目の敵かたきにされていたのに……。

「だから、お願い……あの馬鹿を守ってあげて」

　いつの間に、俺はこれだけアリシアから信しん頼らいを得るようになったんだろう？







　アリシアとシャーロットが迷宮都市ゼネラウスから避ひ難なんした翌日。

　俺は街の中を、一人でぶらぶらして過ごしていた。

「ギルドマスターが冒険者だった頃ころ！　迷宮ダンジヨンの深層に潜もぐるあの方に誰だれも付いていけなかった！　だけど、今は俺達がいる！　一人一人では力にならなくても、俺達みんながギルドマスターを支えるんだ！」

「楽しみだな！　これだけの人数が力を合わせるなんて！」

　他国では、迷宮都市ゼネラウスは命も惜おしくない異常者が集つどう街とか思われている。

　けど、実際は違う。

　荒あれ果はてた荒こう野やのど真ん中に存在する逞たくましい街。

　ここで冒険者が見つけた貴重品は、高い価値と共に大陸中に広まっていく。

　今回のリッチ襲しゆう撃げきに向けて、紅蓮の瞳ウルトラレツドは冒険者達へ積極的にパーティを構成するよう通達している。その効果はシューヤを見ていればよくわかる。あいつは出会ってから間もないのに、【冥土の赤ゼルーシユ】のメンバーを家族のように思っていそうだからな。

　パーティを組んで、お互たがいにサポートし合えれば、全ぜん滅めつに陥おちいる確率は大おお幅はばに下がる。

　命が惜しくない奴やつなんて一人もいない。

「まさかお前と肩かたを並べて戦う日が来るなんてな」

「うるせえ！　ギルドの命令じゃなきゃ、誰がお前なんかと！」

「いいじゃねえか、照れるな照れるな！」

　今では、シューヤが命を懸かけてこの街を守ろうとした理由が、少しだけ分かるようになった。

　あいつは、そういう所も含ふくめて、冒険者である自分を誇ほこりに思っているんだ。

　冒険者を辞めろなんて言う資格、俺にはないんだろうな。




「ぶひい」

　高まる熱気に染まらず、俺はボロボロの部屋に寝ね転ころがり、ぼうっと過ごしていた。

　テーブルの上には二人が用意してくれた食事がある。

　けれど、喉のどを通らない。外に食べに行く気にもなれなかった。

「……やれることは全てやった」

　窓から、外を眺ながめる。

　活気がじんじんと、肌はだに伝わる。

　迷宮都市ゼネラウスは、すぐそこに戦争が迫せまっているというのに、相変わらずだ。

　喧嘩、諍いさかい、火炎浄炎アークフレア率いるパーティは相変わらず都市防衛で大活かつ躍やくしているらしい。

　そこへ礼れい儀ぎ正ただしいノックの音。

「あーはいはい。勝手に入ってきていいよ」

「やはりここにおられましたか、ブタコー殿どの……」

　ギルド職員はぴっちりした、生地の良い制服を着ており、冒険者とは一見して違う。

　この粗そ雑ざつな街では滅めつ多たに出会うことのない礼儀正しい青年。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドのお気に入り。

　イーストンロック山系の調査の際、びびりのギルド職員を纏まとめていた若者だ。

　彼が、背筋を伸のばしたまま、喋しやべり出した。

「イーストンロック山系で大きな戦いの跡を確認。数あま多たのモンスターの死し骸がいを見つけました。これはブタコー殿、貴方あなたの仕し業わざですね」

「……さあ。どこかの暇ひま人じんがやったんじゃないか」

「御ご冗じよう談だんを。迷宮都市ゼネラウスの冒険者はギルドの指令に従います。この街で今、我々の命令に束そく縛ばくされない実力者は貴方だけなのですよ。して、どうでしたか。イーストンロック山系のモンスターは」

「まどろっこしいな。俺に何の用だ。どうせ、やって欲しいことがあるんだろう？」

「──紅蓮の瞳ウルトラレツドから、騎き士し国の龍殺し殿へ、言こと伝づてがあります」




　この世にたった七人しかいないＳ級冒険者。

　ドストル帝てい国こくが誇る三さん銃じゆう士しの一人と戦うことを決めた、迷宮都市ゼネラウスの支配者。

　奴が俺に望む役割は、俺の予想通りであった。




　冒険者ではない俺が、迷宮都市ゼネラウスに介かい入にゆうすれば、士気を下げる可能性もある。

　それは、ゾッドらの俺への対応を見ていてよく分かる。

　だから俺は先に準備を進めてきた紅蓮の瞳ウルトラレツドが、最大限の力を使って戦える場を整える。

　それが俺の役割で、元々、表立って動くつもりはなかったけど……。

　俺も、この迷宮都市ゼネラウスの熱気に当てられているのかもな。




「──今、お伝えした内容が、ギルドマスターからの指令です。しかし、まるで、予想していたかのような顔をしていますね」

「そりゃあな……でも、人使いが荒あらすぎな気がするけどな」

「それだけ期待されているということです」

「物は言いようだな。結局、あれから本人と一度も会ってないんだぜ俺は」

「ギルドマスターは非常に多た忙ぼうな方です。我々ですら、何をしているか正確に把は握あく出来ていない……しかし、我々は彼を信じている。それはスロウ・デニング、貴方とて同じでは？　だからギルドマスターの代わりに、あの危険なイーストンロック山系へあれだけの足あし手で纏まといを抱かかえて出向いたのですから」

「不思議な感じだよ。よく知らないのに、あの男をこれだけ信じられるなんて」

　あいつの覚かく悟ごを邪じや魔ま出来ないと、イーストンロック山系で向かい合った時、思ったんだ。

　──俺は冒険者じゃない。

　迷宮都市ゼネラウスの戦いに参加する資格がない。

　だけど、たとえどれだけの反感を買おうと、それでも出来る限りの協力をしようと思ったんだ。これが、人の気持ちを変える英えい雄ゆうってやつか。

「ギルドマスターも……いえ、冒険者グラムも同じことを言っていました。南のドラゴンスレイヤーは自分と似ていると」

「グラム……おい、まさか紅蓮の瞳ウルトラレツドの本名か？」

「おっと。これはいけない。彼の名前は冒険者ギルドの最重要機密の一つ。Ｓ級冒険者は英雄の種シエルフイードを受け取る瞬しゆん間かん、名前を失いますから」

「信頼の証あかしってわけか。はは、相変わらず人の使い方が上手い。それよりシャーロットとアリシアは──」

「【護送船団】がカバーしているため、何の心配もいらないと申しておきます。【護送船団】はＡ級冒険者を数人、Ｂ級冒険者を多数確保しておりますから。しかし……差し出がましうようですが、彼を呼ばなくてよかったのですか？　〝彼〟は冒険者としての実績も申し分なく──」

「あいつはガランに滞たい在ざいさせる。それが、俺が協力する条件だ」

「そうでしたね、失礼しました」

　決戦の余波を受けて、都市ガランにモンスターが攻こう撃げきを仕し掛かけるからな。

　でも、あいつがいれば、大だい丈じよう夫ぶだろう。

「しかし、紅蓮の瞳ウルトラレツドが持つカリスマ性には恐おそれ入ったよ。リッチを仕留めるために、自由連れん邦ぽうにいるほぼ全ての冒険者を集めたんじゃないか？　たいしたもんだ」

「私達も驚おどろいています。リッチ相手にそれだけのことを。そして、同時に悔くやしいです。私達ではギルドマスターの力になれないということですから……」

「やれることをやればいい。ああ、要求は全て飲む。俺の配置は──」

　俺が未来を知ってから、戦いばっかりだ。

　いいか？

　俺はシャーロットと楽しい生活がしたいだけで、積極的に戦いに関わる気なんかないんだから。

　だけど、迷宮都市ゼネラウスの戦いは特別だ。

　なあ、シューヤ。

　お前は知らないだろうけどさ。

「迷宮都市ゼネラウスとイーストンロック山系の狭はざ間ま、〝荒野の爆ばく心しん地ち〟をご希望とのこと、了りよう解かいしました」

　今の俺は、シャーロットやアリシアよりもお前を優先しているんだぜ。








四章　何が起きている









【シューヤ！　戦いに集中しろ！】

　幼い頃ころからの夢だったんだ。

　戦場で活躍し、勝利を勝ち取る未来に憧あこがれていた。

「そいつは俺の友達だった！　リッチの傀かい儡らいとなった姿なんて見たくない！　俺の手であの世に送ってやる！」

「無理すんな！　リビングデッドは生前の力を受け継ついでいるから、二人で相手しろってギルドからのお達しだろ！　ガーディ、お前は頭に血が上り過ぎだ！　さっきから、先行し過ぎてるぞ！」

　迷宮ダンジヨンに潜もぐっていた冒ぼう険けん者がリッチの力によって、リビングデッドとなり襲おそってくる。

　……これ、ギルドからの情報が無かったらやばかったな。だって中には不器用だけど魔ま法ほうを操あやつるリビングデッドもいるし、ギルドが冒険者以外の手を借りてイーストンロック山系のモンスターを調べていた重要性がよく分かった。

「シューヤ君、よそ見をしない！　ねえ、シューヤ君！　聞いてるの!?」

　生前は人間だった。

　それも、少し前までは迷宮都市ゼネラウスで生活し、もしかしたら仲間になれたかもしれない。

　生き物の部品から強ごう引いんに作り上げられたゾンビとは違ちがい、完全な元人間。

　怖こわい、俺だってああなる可能性はあるんだ。それでも、戦わないといけない。

　迷宮都市ゼネラウスを守るために。

　恐ろしいけど、俺は一人じゃない。

　俺みたいな奴やつを仲間だと言ってくれる皆みんなのために！

【容よう赦しやをするな！　リビングデッドは人間ではなく、もはやモンスター！　元に戻もどることはあり得ない！　あれは死者だ！】

　それに……エルドレッドの声を聴きいていると、不思議と胸の奥から力が湧わいてくるんだ。

「──シューヤ君！　私の声、聞こえてる!?」

「ッ！　あっ、すみませんナリータさん！　魔法の制せい御ぎよに集中してて……！」

「こんな混戦だもん！　仕方ない部分もあるけど……自分の世界に入るのは禁止！」

「す、すいません！」

「気持ちは分かるけど……周りが見えなくなったら連れん携けいが取れなくなるから止やめてね！」

「そ、そうですよね。でも、今までとは段違いの混戦ですね……」

　モンスターと冒険者が入り乱れて滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　意味も分からない声を上げながら、ゾンビが押し寄せ、中には完全武装した冒険者──リビングデッドがいる。

　リッチによって、在り方を作り替かえられた人間の姿。

「ナリータ！　シューヤはどうだ！」

「ゾッド！　シューヤ君はまだ大だい丈じよう夫ぶ！　でも、この感じって【悪魔の牢獄デーモンランド】、一階層を思い出すね！　あそこも上層は腕うで試だめしって感じで数だけは多かったじゃん！」

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる場合じゃねえだろ！　いつ撤てつ退たいの合図が出るか分からねえ！　この状じよう況きようじゃ、迷宮都市ゼネラウスに帰るだけでも力がいるぞ！　余力は残しとけよ！」

　今までの戦いは遊び。

　ゾッドさん達がそう言っていた意味が分かった。

　もしかして、これが戦うってこと？　最前線に配置されたその意味。エルドレッドの力を借りて、何とか俺はゾッドさんやナリータさんの領域に立てている！

「あの、ナリータさんも【悪魔の牢獄デーモンランド】に潜ったことがあるんですか？」

「あるよ！　リーダーの魔ま剣けん手に入れたの、あそこだもん！」

「でも、あれっておっさんが一人で潜ったって聞いてますけど！」

「途と中ちゆうからリーダー、私達を置いて一人で行っちゃったんだよね！　そもそもあそこの迷宮ダンジヨン、一人で潜るの禁止されてるから！」

「何世間話してやがる！　緊きん張ちよう感を出せナリータ！」

「あたしは期待の新人、シューヤ君の緊張を解ほぐしてあげようとッ」

「悠ゆう長ちようなこと言ってると潰つぶされちまうぞ！　それにシューヤ！　お前はとにかく、逃にげ続けろ！　今は生きることだけを考えてればいい！　この戦場で、活かつ躍やくしようなんて思うな！　悪いが、今回ばかりはお前を守る余よ裕ゆうはねえぞ！」

「エルダーリッチだあああああああああああ！」

　冒険者ギルドから与あたえられた情報は、寝ねる間も惜おしんで目を通したつもりだけど──前方にエルダーリッチを見つけた時、鳥とり肌はだが立った。

　リッチに進化する可能性を持つ、モンスター。

　身体からだの底がしんと冷える。

　この戦いの首しゆ謀ぼう者しや。あんなのが、二体もいたら──たまらない。

「──ははは！　ぶった切ってやった！　見たか、エルダーリッチ！　てめえなんか、このゾッド様の敵じゃねえ！　どうだシューヤ！　恐れ入ったか、これが俺の実力だ！　リーダーがいて全員集まれば、もっとすげえぞ！」

　前方でゾッドさんが歓かん喜きの叫びを上げている。

　エルダーリッチの首を跳はね飛ばすゾッドさんの姿をはっきりと目にする。

　その姿は返り血で真っ赤だ。

　戦場はもう、訳が分からなくなっている。宙には魔法使いによる、幾いく重えもの魔法の線が浮かび上がっている。

　……俺が皆を助けるなんて、馬ば鹿かかよ。あの火炎浄炎アークフレアのパーティなんだぞ。皆、一人で迷宮ダンジヨンに潜って三日三晩は戦える凄すご腕うでばかりなんだ。

「ねえ、ゾッド。もしリーダーがリッチを倒たおしてＳ級になっちゃったらどうする？」

「そうだな！　そしたら、ぱあっと飲むか！」

【……つまらん】

「はっ？　どこがだよ！」

「シューヤ君！　今、何か言った？」

「あ、いえ！　何でもないです！」

【迷宮都市ゼネラウス、あのネメシス周辺では凄すさまじい戦いが始まっているのだろう？　シューヤ、今からでもそちらへ行くのはどうだ？】

　エルドレッドはつまんないって言うけど、俺はこれが限界だ！

【シューヤ。さらなる力を望むか？】

　心の中で否定する。

　エルドレッドの言葉は魅み力りよく的だ。

　だけど、あれから俺もデニングの言葉を考えた。

　確かにこんなの可お笑かしい。これ以上は、自分でコントロール出来ない気がする。

　だから──今の力で十分。

「でもゾッド。本当に冒険者ギルドの情報通り、リッチ、私たちのこと素通りしたよね！　あれで良かったのかな!?」

「リッチの目的は冒険者ギルドが所有する秘宝！　ギルドの指示は絶対だ！」

「……一体何が目的なんだろうね？」

「さあな！　おいシューヤ！　顔色が悪いが、大丈夫か!?」

「ま、まだやれます……」

【……シューヤ。今のお主ぬしの力ではそろそろ限界だぞ？】

「無理するぐらいなら、都市へ戻れ！」

「でも……」

　ああ、息が上がる。まずい。

　もう無理だ。皆、化け物かよ。

　もう一時間近く動き回ってるんだぞ。体力とかの問題じゃない。

　俺はずっと一いつ杯ぱい一杯で……これが経験の差ってやつか。

「シューヤ！　今のお前にそんな余裕があるのか！　ここは激戦地だぞ！　逃げ場のある都市では戦いがもっと楽な筈はずだ！　ここは──一応、最前線！　おい、そっちのお前らも顔色が悪いが──！」

「重傷者が出た！　【豊穣の土タイタンズ】は都市へ撤退する！　悪く思うなよ」

『──了解。援えん護ごするので、早急に避ひ難なんしろ』

　俺達は、荒こう野やの最前線に配置された。

　ここでゾンビの数を出来る限り減らすことが役目だ。

　それでも……。

　戦いから小一時間が経過して、想定よりも犠ぎ牲せい者しやが遥はるかに少ない理由は明らかだった。

　荒野に浮うき上がる、土の小高い丘。

　俺達の身長一つ分高い位置から前線を見み渡わたしている人間がいる。

『【冥土の赤ゼルーシユ】、エルダーリッチを倒したのは上出来だが出すぎだ、自重しろ！　足元がふらついているぞ！』

「ッチ！　また、あのガキに助けられた！」

「ゾッド！　やっぱり凄すごいよ、あの子！　私達だけじゃない、ここに配置された全員が、あの子のおかげで生き永らえている！」

「そんなこたあ、分かってるんだよ！」

『よし──大おお凡よそは殲せん滅めつしたが遠方に第二陣じんを確認！　役目は終えた！　全冒険者は撤退し、予定通り都市戦に入る！　指定のギルド支部に向かえッ！』




　──デニングだ。

　戦線が持ちこたえているのは、あいつの存在が大きすぎた。

　でも、初めは反感もあった。

　何で冒険者でもない、素す性じよう不明のガキに指示をされないといけないのか。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドと一体どのような繫つながりがあるのか。

　だけど、デニングは実力で黙だまらせた。僅わずかの時間で、皆が認めた。

　あいつが今、誰だれよりも戦場を理解している。

　それに──途中で名前も知らない冒険者から教えてもらった。

「あいつがブタコー！　ギルドの外部協力者だ。あいつが駆かけずり回ってモンスターの情報を集めてきたんだ。知らんのはギルド職員と関わりが薄うすい【冥土の赤ゼルーシユ】ぐらいだろうな、ゾッド！　喧けん嘩かを売らないでよかったな！」

「……ち」

「特に奴やつが摑つかんできたリッチの秘密兵器、リビングデッド共の存在がもし事前に分からなかったら痛い目にあっていた！　何せ迷宮ダンジヨンで死んだ冒ぼう険けん者が混じってるんだからな！　はは、何も知らなかったって顔だな！　だが、悪態ついてる暇ひまはねえぞ！　退たい却きやくだ！」

　冗じよう談だんだろ？

　あのデニングが、ギルド職員と共に荒野へ潜せん入にゆうしていた？

　ていうか、ブタコーって名前！

　クルッシュ魔法学園での、あだ名そのまんまじゃんか！

【シューヤ、お主もあの小こ僧ぞうのようになりたくはないか？　さらなる力が欲しくないか？】

「俺は今のままで十分だって！」

【……そうか】

　エルドレッドの誘さそい。

　デニングが忠告してたけど……。

　でも、エルドレッドが俺を洗脳してるなんて……そんなこと、あるわけないだろ。

　俺達が、どれだけ長い付き合いだと思ってるんだ。

「っ」

　赤い火の玉が、真上に高々と打ち上がっていく。

　デニングが空へ打ち上げる砲ほう撃げきは、これ以上は持ちこたえられないとの撤退の合図。

　後は、各自迷宮都市ゼネラウス内部に散らばり、モンスターを撃げき破はしろとの呼びかけだ。

　俺も皆みなと一いつ緒しよに、迷宮都市ゼネラウスへ撤退する気だったんだけど。

【シューヤ。向こうに一人、逃げ遅おくれた者がいるようだが──どうする？】







「ゾッド！　私、思い出したよ！」

「何だ！　うるせえな！」

「あの子！　デニングだよ！　あの杖の紋もん章しよう、間ま違ちがいないって！」

「デニングって……ダリスのか？」

「そう！　公こう爵しやく家！」

「……馬鹿な！　デニングがどうして迷宮都市ゼネラウスの戦いに協力する!?　あの家の人間が他国の戦いに協力するわけがないだろ！」

「そんなの知らない！　でも、彼が公爵家なら全部説明がつくじゃない！　シューヤ君が妙みように意識してるのも、あの強さも！」

「同級生だって話だろ！　あの公爵家が学園に通うなんて聞いたことが──……まさか」

「ドラゴンスレイヤー、スロウ・デニング！　あの子だけは、学園にいたって話！」

「そんなの、シューヤに聞けば早いだろ。ああ！　あいつ、どこへ行った？」

【冥土の赤ゼルーシユ】に所属するＢ級冒険者二人はシューヤを探す。

　しかし、シューヤの失踪に慌あわてていたのは彼らだけではなかった。




　　　●




「一応、指揮の勉強はしてたけど、俺は公爵家の落ちこぼれだぞ！」

　紅蓮の瞳ウルトラレツド！

　あいつ、適当なこと言いやがって！

　何が冒険者は統率が取れていて、ギルド関係者の命令には絶対に従うだよ！

　冒険者があんな自分勝手でバラバラな行動をするとは聞いてなかったぞ！

「俺はどっちかと言えば、対軍魔法が得意だって言っただろう！　俺が奴ら冒険者に俺を認めさせるまでどれだけ苦労したと思ってる！」

　冒険者に俺が頭だとわからせるために、無理をした。

　援護、援護、援護。

　俺の魔法で何十人の冒険者が命拾いしたことか……。

　既すでにあいつらには撤てつ退たい命令を下した。大半がゾンビで構成されているモンスターの集団、第一陣は数百人の冒険者で倒すことが出来た。

　それにこれ以上戦っていれば、直じきにモンスター勢が優勢になると気付いた。冒険者の疲ひ労ろうが激しく、しかし意外にも強い仲間意識のため撤退しようとしないんだあいつら。

　シューヤを筆頭に倒れた仲間をカバーするため、戦いに無む駄だが生まれていた。ま、シューヤは知り合いじゃなくても助けてるみたいだったけど。

「さあて。冒険者がいないほうがよほどやりやすい！　見てろよ、ゾンビ！　俺が今から裁きの鉄てつ槌ついを──」

　冒険者の中でも最後に【冥土の赤ゼルーシユ】の二人が、徐じよ々じよに後退していく。

　だけど、あいつらの中に、シューヤが……いない。

　はあ？　いなくね？　……いないよね？　ゾッドとナリータも誰かを探してるみたいだ。あいつらももしかして消えたシューヤを探してるのかよ！

　はあああああああああああああああああああああああああああああ、

「シューヤ！　どこに消えた！　あの馬鹿野郎！　まさかエルドレッドの甘かん言げんに乗ったんじゃないだろうな！」

　ふう、ふう……落ち着け、俺。落ち着け、俺。シューヤの居場所が分からなくなっただけ。死んでいる筈はずがない、あいつには火の大精霊エルドレツドが付いている。そして、まだ正気だ。

　──緑の矢が、俺の頭目め掛がけて飛んでくる。

「──どこだ、どこにいる。っち、面めん倒どうだな。お前らの魔法は、もう理解してんだよ」

　リッチの眷けん属ぞく。ゾンビの上位種が、一ひと際きわ目立つ俺に向かって魔法を放つ。

　ずっと遠えん距きよ離りから俺を狙ねらってきやがる。だけど、全て防いでいる。

　これは、俺の魔法ですらない。紅蓮の瞳ウルトラレツドから、貰もらったマジックアイテム。奴らが最高級のマジックアイテムを幾いくつも隠かくし持っていることは知っていた。

　だから、要求した。

「……あの馬鹿、あそこか」

　ゾンビの中に赤い頭。やっとシューヤを見つける。

　ゾンビを薙なぎ倒たおし、必死に進むあいつ。向かう先に何かがいるのか？　もしや、まだ生きている人間が……前線に取り残さていたのか！

「もう生きているわけがない。それが分からないぐらい、馬ば鹿かじゃないだろシューヤ！」

　いや、だからこそシューヤ・ニュケルンなのか。

　自分の命だって顧かえりみないとんでもないお人好よし。

　後退する冒険者とは逆に、ゾンビの中へ突つっ込んでいくあいつ。

「冒険者は誰だって命を落とす覚かく悟ごに出てきてるんだ。自己責任なんだよ、シューヤ……っ！」

　配置は最前線。

　俺だって冒険者を守るために、必死だった。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドに、前線で戦う冒険者を少しでも守ると約束した。

　それでも少なからず死者は出ている。全員、ここで死ぬ可能性があることを理解している者たちだ。全ては冒険者ギルドが出す莫ばく大だいな褒ほう賞しよう……いや、迷宮都市ゼネラウスのためか。

　特別クエスト──都市防衛。

「うぜえな！　どんだけいるんだよ！」

　ゾンビがやってくる。

　次から次へと、雪崩なだれのようにやってくる。

「ッあそこか！」

　シューヤを見つけた。

　けど、あいつ。ゾンビに、嚙かまれてるじゃねえか！　周りにはエルダーゾンビ。魔ま法ほう使つかいの成れの果て。奴らがシューヤに狙いを定めている。右手に炎ほのお。左手に氷。そして、頭上に四本の氷柱。エルダーゾンビは、律りち儀ぎにも結界を張って、俺の魔法を警けい戒かいしてやがる。

　だけどな、お前らの守りなんか何の障害にもなりはしない。

　絶ぜつ叫きようを上げて、エルダーが倒れる。シューヤが振ふり返り、俺を見た。

　距離は百メートル近くも離はなれている。だけど俺の声を、届かせる。

「──シューヤ！　俺は撤退しろと言った筈だ！　勝手な行動をするな！」

「デ、デニング!?　どうしてお前の声が！」

「馬鹿！　動きを止めるな！　あっという間にゾンビ達に飲み込まれるぞ！」

「この先に人がいるんだ！」

　シューヤの声だって届いてしまう。奴は今、火の大精霊エルドレツドの助力を受けている。奴が望むことは、基本的に全てが〝叶かなう〟。その異常さに奴は気付かない。どれだけ、自分が異常なことを行っているかあいつは気付けない。たかがクルッシュ魔法学園の二年生が、熟練の冒険者でさえ素直に撤退を選ぶ戦場で生きている理由がそれだ。

「もう生きているわけがないだろう！」

「まだ分からないだろう！　生きてて、助けを求めてるかもしれない！」

「また、例の声ってやつかシューヤ！」

「……お前には関係ないだろデニング！　俺は行くぞ！」

「俺はブタコーだ！　ギルドから指揮を命じられている！　お前は俺の声に従う義務がある！」

「従う義務なんかあるか！　ていうかお前に指揮の力なんかあるのかよ！　戦場に行ったことないだろ！　そもそも何でギルドマスターと繫つながってるんだよ！」

「俺は公爵家だ！　一連の指導を受けていることを知ってたんだろ！　それよりシューヤ、戻もどってこい！　お前の場所からは見えないだろうが、第二陣じんが来る！　さっきよりもずっと強力なモンスターばかりだ！　お前じゃ、戦いにすらならない！」

「うるさいな！　そんなの分からないだろ！」

　三つ頭のケルベロス、蛇へび頭を持つヒュドラの姿も見えた。

　全てリッチが傀かい儡らいに仕上げたゾンビ。

　だけど、シューヤからの返答は一切ない。俺の声が聞こえてる筈なのに、あの野郎……！

「前に不思議な力に頼たよりすぎるなって言っただろ！　──あの馬鹿、俺を無視する気か！」

　土の魔法で造り上げた、小高い丘おかを飛び降りる。

　最後に、あの第二陣目掛けて、対軍魔法をお見み舞まいしてやろうと思っていたけど……シューヤの確保が先だ！　あのモンスター達と戦いが始まったら、これ以上の力を火の大精霊エルドレツドから引き出す可能性が高い！

「これだからあいつの相手は嫌いやなんだよ！　フォローするこっちの身にもなれっての！」

　もう冒ぼう険けん者は大多数が戦いの場を迷宮都市ゼネラウス内部に移している。

　各々に与あたえられた持ち場で、ギルド職員と連れん携けいして戦うんだろう。くそ、死にたがりのシューヤ・ニュケルンに付き合う形で俺まで最前線で戦う羽目になっちまった。

　迷宮都市ゼネラウスが抱かかえる高位冒険者は、大多数がネメシスで行われているだろう戦場に配置されている。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドを筆頭に、リッチや三さん銃じゆう士しと戦うのだ。リッチや三銃士相手では迷宮ダンジヨン内部で戦うより、慣れた迷宮都市ゼネラウス内部で戦う方が地の利があるからだ。既に大勢のゾンビが、迷宮都市ゼネラウスに入り込んでいるが、リッチを倒せばこのゾンビ共は消えていく。

　リッチ、そして三銃士の一人、ドライバック・シュタイベルト。

　俺は奴やつらに、冒険者ギルドに任せた。任せてしまった。あいつらが敗北する可能性があると知っていながら、最も強い敵を押し付けた。

　全ては、あの馬鹿を守るため。

　死にたがりのシューヤ・ニュケルンを守るって、アリシアに約束したから。

　クルッシュ魔法学園で、あいつは俺が良しとする貴族の在あり方そのままに生きていた。

　それだけじゃない。孤こ独どくだったアリシアを助けてくれた。

　俺は、あいつに救われていた。

　──だから、助ける。

　理由はただ、それだけだ！

「あれは──【冥土の赤ゼルーシユ】の二人！　あいつらも、逃にげてなかったのかよっ！」

　シューヤが進んだ方向を目指す、奴の仲間の姿が見えた。

「くそ！　類は友を呼ぶってか！」




　ゾンビの中を進む。

　そこにシューヤがいるからだ。

　誰だれかを助けに行ったシューヤ。助けられるなんて確証もないのに、進んだ馬鹿。

【冥土の赤ゼルーシユ】には撤退してもらった。奴らにはどんな手を使ってもシューヤを救うと伝えてある。奴らもシューヤのことが好きだったんだろう、仲間だと認識されている。

　アニメのように。シューヤは仲間だと奴らは言っていた。

　凄すごいなシューヤ。お前、あの荒あらくれ者達に受け入れられているんだぜ？

　でも、お前はあの二人を殺してしまうんだ。

　火の大精霊エルドレツドの力に頼り、暴走したお前は迷宮都市ゼネラウスを焼き尽つくす。

　火炎浄炎アークフレアは助かるけど、彼らは死んでしまう。

　余りにも辛つらくて過か酷こくな未来がシューヤを待っている。それを俺だけが知っている。

「──シューヤ！」

　必死に戦ったのだろうか、周りにはゾンビの山。

　よっぽど戦いが激しかったのか、今はゾンビも恐おそれをなして近寄らない。

「……俺が言った通りだっただろ。お前が聞くその声は、常に正しさを言うとは限らない。お前は騙だまされたんだ」

　シューヤが探していた逃げ遅れた奴なんてどこにもいない。

　ただ、ゾンビがいるだけだ。

　だけど、あいつは動かない。

　あいつの周りをひゅんひゅんと飛ぶ炎球が、シューヤの身体からだを狙うゾンビを襲う。

　恐ろしい……これが火の大精霊エルドレツドの力か。

「古今東西。変な声を聴きく奴ってのは実在するけど、一番ヤバいのは精せい霊れいの声を聴くやつだな。さて、魔法の使い過ぎによる魔力切れ。お前、いま、最悪の気分だろ。でもよかったな。ギルドが山ほど回復薬を用意している。今ならただで使い放題だぞ」

「デニング……俺はお前に、助けてくれなんて一度も頼たのんでない」

「俺はギルドから冒険者を守るよう依い頼らいを受けている。お前は冒険者、俺の守る対象だ」

「……一人で帰れる」

「おい」

　あいつの腕うでを摑つかむ。

　すると、身体から発する熱に驚おどろいた。

　こいつ、人間か？　人間の熱さではない。

　火の大精霊エルドレツドから力はシューヤの身体を通じ外へ発散される。

　戦せん闘とう時は興奮して鈍にぶっているが、過ぎたる力は確実にこいつの身体を蝕むしばんでいく。

「デニング！　俺は、守ってくれなんて、頼んでない！」

「さっき勝手な行動をするお前を追いかけてきた【冥土の赤ゼルーシユ】に都市へ戻るよう伝えた。お前の勝手な行動で、男のほうはゾンビに嚙まれていたぞ」

「え、ゾッドさんが!?」

「死にかけていたが、都市には大量の聖水がある。命に別状はないだろう」

「……そんな」

　立ち上がるけど、ふらふらだ。

「シューヤ。お前、何のために強くなりたいんだよ。冒険者の仲間にも迷めい惑わくを掛かけ、アリシアも心配させて。自分が良ければそれでいいのか」

「違ちがう……俺は、強くなって……皆みんなを……」

「皆って誰だよ！　それはクルッシュ魔法学園の皆か!?　それともこの迷宮都市ゼネラウスの皆か!?　俺が思うに、今お前が一番大切にすべきはアリシアだ！　お前が心配で、最後まで避ひ難なんをしなかったあいつじゃないのか」

「……違う。俺は」

「戦線を都市内に移すぞ。お前が納得していなくても決めるのはこの俺、ブタコー様だからな」

　シューヤは俯うつむいたまま、力なく、頷うなずいた。

　風の魔法でゾンビをぶっ飛ばしながら、最短経路を突つっ走る。

　もう、冒険者の姿も見えない。皆、迷宮都市ゼネラウスに戦いの場を移したからだ。ゾンビも色々な奴らがいるが、しかし機に乗じてゾンビ以外も……他の迷宮ダンジヨンからモンスターも出てきているな。まずいな。これは時間が掛かれば、さらに強力なモンスターが奥から出てくる可能性がある。

　あいつは何か考え込み、俺の後ろをとぼとぼと付いてくる。

　仲間に迷惑をかけたことについて、かなり考えているようだ。

「……デニング」

「なんだ！　今、忙いそがしいんだから、黙だまってろ！」

「お前、学園で、俺によく突っかかって来てたよな。あれって、理由は何だったんだよ」

「今いま更さら、何だよ！」

「……いいから、教えてくれよ」

「いつも人生は楽しいって顔してたお前がムカついた。以上だ」

「はあ!?　そんな勝手な思いで、俺は虐いじめられてたのかよ」

「ああ、そうだよ。理り不ふ尽じんだろ」

　いつだって人生は理不尽だ。

　公こう爵しやく家に生まれ、決められた未来が俺を待っている。

　シューヤだって同じだ。領地持ちの貴族、それも長男だから未来は決まっている。

　こいつはそれが嫌だったって、アニメでは語っていた。

　だから、自由な迷宮都市ゼネラウスに惹ひかれたんだって。

「デニング。お前はまだ戦うのか？」

「ああ。最後にどでかい魔法でもぶち当ててやろうと思ってな」

「……俺も残る。俺もここで戦う」

　驚いた、これだけボロボロなのに、こいつは本気だ。

　何も噓うそをついていない。人のために、動ける奴。

　俺とは大違いだ。

　認めざるを得ない。お前は、凄い奴だよ。

　俺はシューヤの肩かたを摑んだ。

　これだけ近くでお前の顔を見たことは無かった。

　見つめていれば、火傷やけどしそうな程熱い目だ。真まっ直すぐで、自分の思いを孕はらんでいる。

「お前には、仲間がいるだろ。【冥土の赤ゼルーシユ】の二人が、都市でお前を待ってる。心配かけたんだから、早く無事だって教えてやれ。後は俺が何とかする」

「……でも」

「理解出来なかったのか。邪魔なんだよ」

　あいつが都市に帰るために背を向ける。その背中にはまだまだやれるとの思いがありそうだ。俺は丘を登る。まだまだ無数のゾンビが見え、反対側には迷宮都市ゼネラウスへ歩くシューヤの姿。

「おい！……前言を撤てつ回かいする。お前は凄い奴だ」

「え」

「いいか、恥はずかしいから一回しか言わない」

　この迷宮都市ゼネラウスではずっと喧けん嘩かをしていた。お前の行動が許せなかった。

　アリシアを連れてきて、一人ぼっちにするお前が気に食わなかった。

　火の大精霊エルドレツドの甘言に乗せられて、自分は強くなったと調子に乗るお前がムカついた。

「少し前まで、クルッシュ魔ま法ほう学園の一生徒だったお前が、何人もの冒険者を助けたのは事実だ。正直、驚いた。お前は俺のように、本格的な戦闘訓練を何も受けていない。そんなお前が、ここでは貴族としての立場とは関係なく冒ぼう険けん者連中から信しん頼らいされていた。だから、数日前の言葉を撤回する。お前は凄い奴だ」

　きょとんとするあいつに背を向けて、俺は的確に魔法でゾンビを葬ほうむっていく。

　犠ぎ牲せい者しやが驚く程少なかった理由。

　勿もち論ろん俺が助けたのもある。

　けど、こいつが火の大精霊エルドレツドの力を使って助けたからでもあった。上から見ていたから、俺はシューヤの奮ふん闘とうを誰よりも理解していた。

「最後に一つ、忠告だ。シューヤ。自分の右手を見ろ。魔力欠けつ乏ぼう症しよう、お前はもう魔法が使えない筈はずなんだ。それでも、まだお前は魔法が使えるだろう？」

「……あ」

「全て、お前の力なのか？　前のお前を知ってる奴なら、疑問に思う。お前に力を与あたえる何かの存在に、どれだけ頼たよるつもりなんだ」

「それは……」

　アニメの中では、誰もシューヤの力に疑問を抱いだかなかった。

　周りから持ち上げられ続け、こいつは使い潰つぶされた。

　でも、これでいいだろ。

　火の大精霊エルドレツドからこれ以上の力を引き出すのは、さすがに自じ粛しゆくしようとするだろう。

「……さて」

　俺の前には、ゾンビが、まだまだ続々とやってくる。

　シューヤ。さっきの言葉で、お前が自分の生き方を思い直してくれたらいい。

「──風よ、集えハリー・ケイン」

　信じているからな、シューヤ。




　　　●




「ゾッド、大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気だ。死者に嚙かまれたぐらいで、くたばってたまるか」

　迷宮都市ゼネラウスの北東部、冒険者ギルド第二支部。

　そこが、荒こう野やでの戦闘を終えた【冥土の赤ゼルーシユ】に割り当てられた戦闘区域。

　パーティリーダーである火炎浄炎アークフレアを除く面々が、冒険者ギルド支部の中から街中に溢あふれるゾンビを殺していく。

　街中には近接戦闘に優すぐれた冒険者が散らばり、交代で戦っていた。

【冥土の赤ゼルーシユ】は現在、休きゆう憩けい中。

　部屋の中にはギルド職員から与えられる空のポーション瓶が山のように転がっている。

「俺が勝手なことをして、さっきはすいませんでした……」

「ゾンビを逃げ遅れた奴と見間違えたってのは、笑ったぜシューヤ。だけど、気にするこたあない」

「でも、俺のせいで……」

「いい。リーダーが、お前を勧かん誘ゆうした理由がやっとわかった。お前を見ていたら、忘れた初心を思い出すってな。おい！　いつまでグジグジ落ち込んでんだ！　それより俺はお前に聞きたいことがある」

「何ですか？」

「お前と同郷のあのガキ。ドラゴンスレイヤーって噂うわさはまじか？」

「……まじです」

「やっぱりか！　おいナリータ！　お前の記憶、間違ってなかったぞ！　ギルドマスターも、ここにきてとんでもない隠かくし玉を出してきたな」

　あのデニングに認められたことが、シューヤにとっては驚きだった。

　魔法学園では傭よう兵へい騒そう動どうの後、アリシアから色々聞いていた。

　公爵家の風の神童。

　領民から愛される子供が、ある日を境に変わってしまったことを。

　そして──最近のあいつはまるで昔みたいだって。

「しかし一向にゾンビが減らねえな。リーダー、まさか死んでねえだろうな」

「ゾッド！　何てこと言うの！　あの人が負けるわけないでしょ」

「だがよ……ん、あれは豪ごう腕わん。何でこっちに、あいつの配置は……ネメシスだろう」

　通りを走る大男がいた。

　支し離り滅めつ裂れつで、要領を得ないが、何かを叫さけんでいる。

「──紅蓮の瞳ウルトラレツド！　奴やつは俺達を騙だましていた！　あんなの聞いてねえぞ！」

　これは試練、リッチを倒たおした者がＳ級冒険者になると冒険者ギルドは約束していた。

　豪腕も迷宮都市ゼネラウスに呼び寄せられた大勢のＡ級冒険者達の一人。

「一体、何があった！　お前らの持ち場は、こっちじゃなかっただろ！」

「【冥土の赤ゼルーシユ】のゾッドか！　お前らも早く逃にげろ！　リッチじゃない！　もっとヤバい奴がいる！　この街から逃げろ！」

「うちのリーダーは、火炎浄炎アークフレアは無事か!?」

「火炎浄炎アークフレアは無事だ！　だが、長くは持たねえぞ！　いいか！　お前らも命が大事なら、この街から──逃げるべきだ！　俺は忠告したからな！」

　豪腕は大おお槌つちを手に、モンスター犇ひしめく通りを駆かけ抜ぬける。

　彼は明らかに【冥土の赤ゼルーシユ】一構成員よりも格上。

　豪腕の言葉に、建物内が騒さわがしくなる。他の冒険者、皆みな考えることは同じだったのだ。

　Ｓ級になるために迷宮都市ゼネラウスに集まった男が、逃げ出している。

　──まだ、リッチは倒されていないのか。いつまで、戦えばいいのか。

「ねえ、ゾッド……さっきの、どう思う？」

「リーダーは来るなと言った。俺達の持ち場を動くわけにはいかねーだろうが」

「でも、豪腕。リーダーも長くは持たないって……さすがに長すぎない？　何か可お笑かしいよ、豪腕以外の高位冒険者はどうなったんだろう？」

　ナリータの顔が曇くもる。

　建物内部では冒険者ギルドの職員が慌あわただしく動き、何かが可笑しいのは気付いていた。

　そういえば、最初から冒険者ギルドの行動は可笑しかった。情報が外に出ないよう情報統制をしていたり。だけど金に目が眩くらみ、深くは考えなかった。

　迷宮ダンジヨンがリッチに乗っ取られたから、迷宮都市ゼネラウスの威い信しんにかけてリッチを葬って迷宮を取り返す。

　──本当にそうか？

　ゾッドの顔も次第に曇る。

　何な故ぜ、リッチ討とう伐ばつがＳ級冒険者へ至るための試練に選ばれた？　本来であれば、何かあった時にその功績で選ばれるのであって、事前に条件にするのは前例がない。

　一体、ネメシスでは、何が起きている。

「俺……行きます」

「シューヤ。火炎浄炎アークフレアは熟練の冒険者だ。お前に心配される程、落ちぶれちゃいねえ」

「シューヤ君、私も心配だけど……」

【嫌いやな気が漂ただよっておる。十中八九、あの男は死ぬであろう。しかし、シューヤ。お主ぬしが向かうのであれば、この儂わしが助けてやろう】

　ギルドには、不ふ穏おんな空気が流れている。

　さっき、追加の聖水をギルド職員に貰もらいに行った際、シューヤは聞いてしまった。

　逃げた方がいいんじゃないか、なんて囁ささやく彼らの声を。

　危険地帯、向かえば死ぬかもしれない。

　それでも、シューヤの意思は固まっていた。

「分かってんのかシューヤ。俺よりも強い冒険者が逃げ帰ってくる戦場だぞ」

「俺は、行きます。だって、おっさんは仲間ですから」

　シューヤの胸に残る言葉。

　火炎浄炎アークフレアは冒険者に憧あこがれていた自分に、好きなだけこの街にいればいいと言ってくれた。

　家族のように温かく接してくれた。

　中ちゆう途と半はん端ぱな自分を、冒険者だと認めてくれたから。

「シューヤ……てめえは最高だ」

「えっ」

「そうだね、行こうシューヤ君。あの人、意外と寂さびしがり屋だから」

　ゾッドはがしがしと頭をかいている。

　シューヤの言動は正直、若い、若すぎる。

　火炎浄炎アークフレアは、リーダーは死ぬだろう。嫌な予感がゾッドの胸にもある。

　だが、助けに行くのは間ま違ちがっているとこれまでの経験が言っていた。

　自分たちはパーティだ、仲間であるが、一番大切なのは常に自分一人だけ。

　冒険者は危険な仕事であり、割り切っている部分もある。もし自分が迷宮ダンジヨンの中で窮きゆう地ちに陥おちいっても、仲間には助けを求めない。それが冒険者にとっての仲間だ。

　けれど、先のシューヤの言葉を聞いて、ゾッドの心は変化する。

「あの。さっきとは反対というか」

「私達も同じ。リーダーに助けられて、今の自分があるんだよね」

「……もし、リーダーが死ぬなんてことになれば、俺は後こう悔かいする。だから、行くぞ」

〝向かう先が地じ獄ごくだと、分かっていても〟

【冥土の赤ゼルーシユ】に所属する二人は、後に救世者となる赤あか髪がみの少年と共に──。










　大きな瓦が礫れきや倒とう壊かいした建物が道を塞ふさいでいる。

　以前の迷宮都市ゼネラウスとは別物。

　一体、どれだけ激しい戦いが行われていたのか、街の地形すら変わっている場所もある。

　そして、ネメシスで戦っている筈はずの冒険者。

「おいおいおい！　冗じよう談だんだろ！　こいつ、あのＡ級冒険者、包ほう丁ちよう兄弟の弟だぞ！」

「皆、リッチに操あやつられてるの!?」

　迷宮ダンジヨンを潰した経験も持つ高位冒険者が姿を変え、リビングデッドとして襲おそってくる。
















「とっくに死んでやがるが、リビングデッド成り立てで本来の力は使いこなせてねえ！」

「でも、ゾッド！　戦えるの!?　昨日までは一いつ緒しよに──」

「──やるしかねえだろ！　ぼうっとしてたら、こっちがやられちまうぞ！」

　昨日までの日常が崩ほう壊かいし、迷宮都市ゼネラウスが窮地に陥っている現状を、進むにつれ理解した。

　それでも【冥土の赤ゼルーシユ】の面々は火炎浄炎アークフレアを探すために。

　さらなる戦場へと、片道切きつ符ぷで駆け抜ける。

「ゾッド！　モンスターが引いていく！　これ誘さそい込まれてるってことじゃないの!?」

「知るか、行くしかねえだろ！　この先に──リーダーがいるんだ」








間章　もう一つの戦い









　シャーロットは熱い目で彼らを見つめていた。

　迷宮都市ゼネラウスから、ずっと大勢の避ひ難なん者を守り続けた大冒ぼう険けん者パーティの姿を。

「【護送船団】のモットーは何だあ！　言ってみろ！」

「何が何でもお客様に怪我をさせるな！　──ですがッ、これは異常事態ですよ！　ゾロアーク隊長！　モンスターが迷宮ダンジヨンからゾロゾロ湧わいてきやがって──うわわ、デュアルオーガがあんなに近くに！　あいつ、もうイっちゃってますよ！」

「隊長！　奴やつを殺したら、迷宮ダンジヨンが崩ほう壊かい──」

「馬ば鹿かがあ！　既すでにリッチの傀かい儡らいだ！　デュアルオーガを殺しても迷宮ダンジヨンは滅ほろびん！　そして泣き言言うなあ！　【護送船団】は仕事をやり切ることが売りで、過去一度も失敗したことがなーい！　お前らの装備が実力よりも遥はるかに良いもん付けてるのも、毎回しっかりお客様を送り届けているからだ！　とにかく、お客様全員がガランの大橋を渡わたり切ったら俺に教えろッ！」

　無数の煙えん突とつが生える工業都市ガラン。

　自由連れん邦ぽう中に様々な武具を提供する都市ガランは、迷宮都市ゼネラウスと唯ゆい一いつ往来が可能な都市として知られている。そんなガランの向こう側、荒こう野やに刻まれた巨きよ大だいな割れ目に架かる大橋はガランの大橋と呼ばれている。

　大冒険者パーティ【護送船団】に守られた馬車数十台。乗客であるアリシアとシャーロットは興奮したＡ級迷宮ダンジヨン中層のボス、デュアルオーガに追い立てられながらも、ギリギリでガランの大橋を渡り切り安全地帯へ到とう着ちやく。

「我ら【護送船団】！　一いつ匹ぴきたりとも橋を渡らせるな！」

「ゾロアーク隊長！　あのイかれデュアルオーガの相手はどうするんですか!?」

「俺が相手をする！　こっちもな、あいつらの巣を通るたびにドキドキするのはいい加減うんざりだったんだよ！」

　橋上には都市ガランが契けい約やくしている大勢の冒険者が待ち構え、やってくるモンスターを次々と割れ目の下へと落としていく。

　ガランの領主、大商人が契約している冒険者。

　だが、【護送船団】が連れてきたモンスターは余りにも大群だった。

「隊長ッ！　都市ガランから来る応おう援えんの姿も確認出来ます！　先行してガランに危機を伝えたハリィの奴やつ、ちゃんと生きて辿たどり着いたみたいです！　隊長の人選、大当たりっすね！　ハリィの奴、心配性だから実際よりも何倍も話をでかく言ってるに違いないっすよ！」

「あまり期待するな！　現在、強者は全て迷宮都市ゼネラウスにいるからな！　いいかお前ら！　俺達は紅蓮の瞳ウルトラレツドから直じき々じきに最終便の護衛を指名されたんだ！」

　彼ら冒険者にとってはこれが日常。

　故ゆえにドストル帝てい国こくは、迷宮都市ゼネラウスの冒険者が南方統一の最も大きな障害になると考えた。

　背後から、都市ガランで【護送船団】の応援要よう請せいを受けた冒険者が一人、また一人と大橋の向こうへ渡っていく。




「ちょっと！　シャーロットさん、どうして馬車降りたのよ、早く街へ逃にげ込むわよ！」

「アリシア様！　皆さんが戦ってるのに、私達だけ逃げるなんて出来ませんよ！」

「何言ってるのよ！　シャーロットさん、貴方あなたへっぽこ魔ま法ほう使つかいなのに！」

「なっ！　何を言うんですか！　私はへっぽこじゃなくてですね！　今から証明してみせます！　この迷宮都市ゼネラウスで拾った杖つえで！」

　迷宮都市ゼネラウスから避難を行う数日間、生活を共にした人々。

　都市ガランの冒険者からは早く避難するよう急せかされたが、シャーロットは自分だけ彼らを置いて逃げるわけにはいかなった。

「アリシア様、行きますよ！　私達も橋を渡るんです！」

「馬鹿言わないで！　貴方、冒険者ですらないじゃない！　どちらかというと、守られる側よ！」

「でも、苦戦してます！　このままじゃ……」

　アリシアの必死な懇こん願がんのおかげで、その場に縫ぬい止められているシャーロットは抱だき抱かかえる超ちよう常じようの存在に視線を落とす。

　数十台にもわたる馬車の列がモンスターに襲おそわれても、ちっとも助けてくれなかったペット、いや、大精せい霊れい。こんな場面でも、この子は助けてくれないようで……。

「……このままじゃ！」

　そこへ、ぽんと。

　誰だれかがシャーロットの頭に手を置き、橋を渡っていく。

　気けだるげに、だけど確かな足取りで。

　それが契けい機き。

【護送船団】を襲ってきた、Ａ級迷宮ダンジヨン【二つ頭デユアル】のモンスターの未来が確定した瞬しゆん間かんだ。




「た、隊長！　力のある冒険者は迷宮都市ゼネラウスに行ってるはずじゃあ!?　それにあの剣けんは一体！　まるであの火炎浄炎アークフレアが持つ焰剣フランベルジユのようです！」

「ここだけの話。実はとんでもなく強い冒険者が、ガランへ入ったとは聞いていた！」

　都市ガランは迷宮都市ゼネラウスへ武具を提供する工場地帯。

　自由連邦にとっての重要拠きよ点てんには違いないが、紅蓮の瞳ウルトラレツドが片かたっ端ぱしから戦力を集めたことで、ガランの戦力は低下した。

　しかし、彼の行動は責められない。

　三さん銃じゆう士しを倒たおした未来を考えれば、都市ガランが一つ〝堕おちた〟としてもお釣つりが来る。

　損得勘かん定じように優すぐれた自由連邦の大商人達がそう考えても仕方がないと考える程に、ドストル帝国三銃士、半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドの首は大きすぎる。

「皆みんな、奴を援えん護ごしろ！　奴を中心に、ここのモンスターを殲せん滅めつする！　グリッド！　あの男と張り合うな！　デュアルオーガは奴に任そう！」

「アリシア様。シルバさんが、どうしてっ！」

「分からないわよ！　分からないけど、いるんだからしょうがないじゃない！　そんなことよりも、シャーロットさん、貴方気付いてないの!?」

「……あの、アリシア様。何がですか？」

「やばい、やばいわよあれ。何で……あの人。そんなことって……」

　大地の割れ目と呼んでも差し支つかえない亀き裂れつの向こう側。

　二つ頭のデュアルオーガと、たった一人の男が渡り合っている。

　魔法使いではない彼が、まるで魔ま法ほうを駆く使しするかのように。

　まるで、〝あの時のように〟。

「ど、どうしたんですか？　そりゃあシルバさんがこんなとこにいることには驚おどろきましたけど……約束守るんだなって」

「あの人がここにいることには確かに驚いたけど、違ちがうのよ！　それよりシャーロットさん、約束ってなに？」

「スロウ様が、呼んだといいますか……」

　シルバは一週間近く前に、真っ先に迷宮都市ゼネラウスへと繫つながる都市ガランへ辿たどり着いた。

　護衛を雇やとわず自らの力で荒野を越こえるため、冒険者ギルドで地図を購こう入にゆうしようとしたところ、その冒険者ギルドに呼び出され、迷宮都市ゼネラウスに滞たい在ざい中の少年からの伝言を受け取った。

　内容は、ガラン大橋の死守。

　都市ガランが陥かん落らくする未来を知っていたから、少年は彼を呼び出した。

「あ、あ、ああああ、そういうこと!!」

「アリシア様……？　さっきから、凄すごい顔してますけど……」

「シャーロットさんって前から鈍どん感かんって思ってたけど、鈍にぶすぎるでしょ！　あれを見ても何も思わないの!?」

　シルバの登場にただ驚くシャーロットとは違い、アリシアは震ふるえていた。

　彼女だけは気付いてしまった。

「あの人が持ってる剣！　国外へ持ち出しただけで死罪確定の──付与剣エンチヤントソードじゃない!!」








五章　火の大精霊エルドレツド









「シューヤ、いつまでくよくよしてやがるッ！　お前が心配したってナリータが目を覚ますわけがねえだろ！」

「でも、ナリータさんの身体からだがどんどん冷たくなってるんです！」

「さっきのリビングデッドは毒を塗ぬった武器で名を売った冒ぼう険けん者だ！　ナリータはその刃はが掠かすったせいで一時的に仮死状態になってるだけで、半日以内に冒険者ギルドが持つ解毒剤ざいを飲ませれば十分に助かる！」

　分かってる、そんなこと十分に分かってるんだ。

　でも、杖つえを持つ手が勝手に震ふるえているんだ。足あし手で纏まといだった俺のせいで、ナリータさんが攻こう撃げきを受けたから。手を握にぎっても、ひどく冷たくて、血色も悪い。

「おい、しゃれにならねえ状じよう況きようだぞシューヤ！　さすがの俺も、一人だとこの状況はどうしようも出来ねえ！　さっさと立ち上がれ！」




「ごめんなさい、俺……まだ魔ま法ほうが……」

「ギルドを出る前はあれだけ威い勢せいのいい言葉並べておきながら、大事な時に役に立たねえな！　だが、駆かけ出しってのはそんなもんだ……期待はしてねえってっっらぁぁああ！　これで五十体目！　随ずい分ぶんと迷宮ダンジヨンに潜もぐってきたが、これだけの窮きゆう地ちは初めてかもな！」

「くそ……こんな時にどうして……魔法が……」

　ネメシスに向かった俺達を待っていたのは、荒野とは比ひ較かくにならない程強力なモンスターだった。

　ゾッドさんに言わせれば、強力なゾンビを作るには強い素材が必要不可欠。

　だからＡ級冒険者なんてゾンビの素材には最適らしい。

　都市内の戦いで死んだＡ級冒険者がリッチによってモンスターに変えられた。

　ネメシスまであと一歩というところで、数人のリビングデッドと鉢はち合あわせになり、集中的に狙ねらわれた俺をナリータさんが庇かばってくれて……意識を失った。

「エルドレッド……いつものお前なら助けてくれる筈はずだろ……」

　ネメシスに向かうことを決断してから、エルドレッドの声が聞こえなくなった。

　あいつのフォローがなくなり、魔法の威い力りよくも激減した。今までは俺が死なないよう絶ぜつ妙みように助けてくれたのに……。

　都市外の戦いでは仲間が大勢いた。皆みんなが生き残るために助け合っていた。でも、こんな状況でネメシスに向かっているのは俺達だけ。魔法が使えなくなった俺はただ無力。

「ナリータさんを抱かかえて逃にげて下さい！　二人ならこの包ほう囲い網もうから逃げられます！」

「馬ば鹿かなこと言ってるんじゃねえ！　仲間じゃねえか！」

「俺は足手纏いにはなりたくない！」

「こんな時に笑わせるな！　お前が足手纏いじゃなかった日なんてなかっただろうが！　魔法が使えないのは一時的なもんだ！　多分、びびっちまったんだろ！　魔法使いにはそういう時があるって聞くからな！　それにここらで暴れていたら誰かが気付くだろ！」

「もうずっと、誰も来ないじゃないですか！　あれだけの冒険者がいたのに……」

「来るって信じるしかねえだろう！　大声を出せシューヤ、運が良ければリーダーが俺達に気付いてくれるかもな！」

　俺が魔法を使えないばっかりに、ゾッドさんが一人でモンスターと戦っている。

　全部俺が間ま違ちがっていたんだ。

　助けに行こうなんて、自分の力も分からずに言うんじゃなかった。

　結局俺は足手纏い以外の何ものでもなかったんだから。

　モンスターがじりじりと包囲網を狭せばめてくる。

　もう終わりだ、俺たちを嬲なぶり殺しにする気なんだ。

　虚うつろな表情のリビングデッドが生前使用していたんだろうナイフを投げた。俺に向かってくる。俺はただじっと見ていた。エルドレッドの力がなくなった俺なんて、戦場では何の役にも立たない。自分は役立たずで、借り物の力で、万ばん能のう感を抱いだいていた。

　だから唐とう突とつに訪れる死は、誰にとっても平等で、魅み力りよく的に思えたのだ。それにリッチ以外のモンスターに殺されれば、あんなリビングデッドにならずにすむから──。

「あ、あ」

「何、全てが終わったような顔をしてやがる……」

「あ、あ、あああ、あああああああああああ」

　そんな。嫌いやだ。どうして。

　頭が働かない。理解出来ない。理解したくない。俺の代わりにナイフを受けたゾッドさんが崩くずれ落ちる。大量の血を流し、返り血が俺の顔にかかった。

　俺のせいで。俺が死を受け入れたから。俺が弱いから。

　ゾッドさんが俺の代わりに──。

「……あ、あ、あああああ」

　もう嫌だ。エルドレッド、助けてくれよ。お前だけは俺の味方じゃなかったのかよ……お前がいなきゃ俺なんて……もしかして俺のせいなのか？　俺がもうこれ以上の力はいらないって思ったから。だったら、俺が悪かった。全部俺が間違っていた。謝るから──俺はお前がいないと何も出来ないって分かったから。

　うなだれていると、モンスターの声が聞こえた。嗤わらい声じゃない、悲鳴だ。それに熱い。炎ほのおに包まれるモンスターが見えた。エルドレッド、お前なのか。戻もどってきてくれたのか、そう思ったけれど、違う。俺の頭の中だけに響ひびくエルドレッドの声じゃなくて、確かな言葉。モンスターが燃えていく。声と共に割って入る人ひと影かげを見て、声を失った。

　信じられなかった。夢かと思った。でも、そこにいる。まだ生きていた。助かった、Ａ級冒険者の中でもＳ級に届きうる一人が、Ａ級冒険者のリビングデッドを苦もなく葬ほうむり、モンスターを薙なぎ倒し、やってくる。

　これで皆、助かる。そう思ったけど、声が出なかった。

　俺の目の前で──火炎浄炎アークフレアのおっさんが。




　　　●




　亡者の群れが迷宮都市ゼネラウスを襲おそった時と同時。

　シューヤらを含ふくめた冒険者が、敵味方の区別も分からぬ戦いに臨のぞむ頃ころ。

　Ａ級冒険者達が息を荒あらくし待ち構えていた狩かり場ばへ、リッチは音も無くやってきたのだ。

「あそこだッ！　リッチ、浮ういてやがる！」

「向こうにはデュラハンの姿も見えるぞ。あの瘴しよう気き、呪のろわれているな……」

「皆みんなは当初の目的通り、リッチを仕留めてくれ！　あのデュラハンはリッチの配下だろ！　あれはこの僕が、紅蓮の瞳ウルトラレツドが相手をする！」

　宙に浮かぶリッチを仕留めれば、Ｓ級への道が開ける。

　その時はＡ級冒険者の誰だれもが広場に現れたデュラハンなど気にも留めず、リッチのみを視界に映していた。




「おい、てめえ！　今、俺を殺そうとしやがったな！」

「ち、違う！　自分の意思じゃない！　リッチに操あやつられているだけだ！　信じてくれ！」

　戦いを決断したきっかけは、ただの偶ぐう然ぜんだった。

　迷宮都市ゼネラウスで活動を続けるドストル帝てい国こく兵を捕とらえ、恐おそるべき計画を聞き出した。

　迷宮ダンジヨンに帝国の人間を潜せん伏ぷくさせ、時が来たら迷宮都市ゼネラウスを襲う計画だ。

　たった一人で何が出来ると鼻で笑ったが、男の正体を聞いて固まった。

　自由連れん邦ぽうに送り込まれた敵兵は、三さん銃じゆう士しの一人──ドライバック・シュタイベルト。

　宝の山と噂うわさされるが、高位冒険者でも絶対に立ち入らない北方Ｓ級迷宮ダンジヨン、【研究所ラボラトリー】で生まれたとされる禁きん忌きの存在。

「悪いがリッチに操られた人間は殺すって手筈だった筈だ！　恨うらむならリッチの魔法にかかった心の隙すきを恨むんだな！」

「リッチの中でも最悪の死し霊りよう魔術師だ！　皆、注意しろ！　奴やつの魔法には絶対に当たるな！」

　冒険者ギルドはこれまで、何十体にも及およぶリッチ討とう伐ばつ実績を保有している。

　並みのリッチであれば、Ａ級冒険者が数人も集まれば十分に対応出来ると考えていた。

　しかしそのリッチは異質、死霊に取り憑つかれた異い端たんの魔法使い。

　だがＡ級冒険者とて歴戦の戦士、さらにＳ級になれるという餌えさがあるため士気も高い。

　それが数十人もいるのだ。実際、リッチを宙から引きずり下ろすことには成功した。

「お前ら！　仲間割れをしている場合か！」

「火炎浄炎アークフレア！　た、助かった！　おい、よくも俺を殺そうと！」

「リビングデッドになる前に止とどめを刺さすのは、冒険者としての常識だろうがッ！　Ａ級にもなって知らねえとは言わせねえぞ！　しかし火炎浄炎アークフレア、お前の焰剣フランベルジユをリッチがやけに気にしている！　お前を軸じくに戦うぞ！」

　さらに一度は、大地に降りたリッチを討ち取る寸前まではいったのだ。

　しかし、阻はばまれた。

　瘴気を放つデュラハンが、一ひと太た刀ちでリッチに届きえる攻撃を断ち切ったからだ。

　一体、いつの間にこれだけ近づいていたのか気付く者すらいなかった。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが相手をすると宣言した一体のモンスター。そして再びデュラハンは戦せん斧ぷを持つ紅蓮の瞳ウルトラレツドへと跳ちよう躍やく。巨きよ大だいな戦斧を縦じゆう横おう無む尽じんに操る冒険者の英えい雄ゆうと戦いながら、こちらの戦いに介かい入にゆうする余よ裕ゆうもあったのかと冒険者は絶句する。そして、リッチを殺すことに夢中になっていた彼らは、そちらの戦いの異常さに気付き始めた。

「ギルドマスターの戦斧を受け止めやがった……信じられねえ……あれは英雄の種シエルフイードだぞ」

「指令を忘れるな！　リッチの相手が俺達の役目だ！」

「だけどよ火炎浄炎アークフレア、リッチに近づけば、あのデュラハンに邪じや魔まをされる！　リッチを倒たおすには、先にデュラハンを倒す必要があるだろう！」

「あのデュラハンを俺達が相手取る？　正気かよ……」

　誰もが躊ちゆう躇ちよする。

　戦斧──大地に叩たたき込まれれば地をぐらつかせる程の衝しよう撃げきを、あのデュラハンは真正面から受け切っている。誰もが恐れるモンスターを、一いち撃げきで圧あつ倒とうし続けた戦斧の一撃に、あのデュラハンは恐きよう怖ふを感じている様子もない。

　Ａ級冒険者ともなれば、紅蓮の瞳ウルトラレツドの強さを誰もが知っている。

　迷宮ダンジヨンに潜る速さに誰もついていけず、一人で戦うことを選ばざるを得なかった冒険者。Ｓ級になり神しん託たくの武器を得てからは、大国からの依い頼らいが直接届く冒険者の英雄。

　そんな男が、デュラハン一体に……押されている。

「あんなモンスターの存在、俺達は聞かされていない！　一体、どういうことだ！」

「俺は降りるぞ！　Ｓ級の称しよう号ごうは魅力的だがこのままじゃ全ぜん滅めつだ！　しかもあれだけいたギルド職員がどこにもいない！　冒険者ギルドもグルになって俺達を騙だましていたのか!?」

　その言葉は事実。

　集めたＡ級冒険者は紅蓮の瞳ウルトラレツドがデュラハンと戦うための撒まき餌えに過ぎない。

　さらにＡ級冒険者達は誰も知らない。

　あのリッチは北方冒険者本部ハルバートが探たん索さく禁止を発令した異質の迷宮主ダンジヨンマスターであり、三銃士ドライバック・シュタイベルトを生み出した張本人であることを。

「呪われるがいい、冒険者ギルド！　奴ら、全て知っていやがったな！」




　冒険者の都みやこには既すでに高位冒険者の身体からだが幾いくつも転がっている。

　一人、また一人と集めた精せい鋭えいが殺され、その場でリビングデッドとして蘇よみがえる。

　類たぐい稀まれなる力を持つ者たち、Ａ級と呼ばれる人間が恐怖に顔を歪ゆがめ、呟つぶやいた。

　これは、悪夢だ……と。

　否定出来る者がいるわけがなかった、否定出来るわけがなかった。

「荒こう野やのモンスターも増えていく！　外で戦ってる奴ら、何してやがる！」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドとデュラハンの戦いも長引いている。




　初めは互ご角かくと思われていた戦いも、次第にデュラハンに分ぶが出てきたようだ。

　冒ぼう険けん者の目から見ても、デュラハンの力は桁けたが違っていた。

　剣けん技ぎもなにもあったものじゃない、それはただ暴れているだけ。

「ォォォオオ！　オォオオオオオッ!!』

　まるで、この世の全てが憎にくいと全身で表現しているようにも見える。

　デュラハンの叫さけびに肌はだがピリピリと焼きつき、紅蓮の瞳ウルトラレツドが、一撃さえも入れられない。

「そんなバカな──紅蓮の瞳ウルトラレツドが、押されているぞ！」




「オオォオオオオォオオオォオオオッッ!!!!』

　紅蓮の瞳ウルトラレツドには揺ゆるぎない自信があった。

　彼は英雄だ。それにリッチを殺すために、精鋭を集めた。

　Ｓ級冒険者としての資格を与あたえると条件を出して、Ａ級冒険者を集めたのだ。

　けれど一人、また一人と逃にげていく冒険者を、紅蓮の瞳ウルトラレツドは横目で見ながら、敗北を悟さとる。

　デュラハンの剣に英雄の種シエルフイードが──純じゆん粋すいに、力で押し負けているのだから。

　人間をモンスターへと変えるリッチの呪い。

　リッチに力を与えられた人間は岩を砕くだく握あく力りよくすら手に入れるというが、こいつはもっと異常だ。

「……ッ」

　戦斧と剣がかち合う衝撃の余波に足が浮けば、もう勢いを止めることは不可能。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドの身体が毬まりのように地面を跳はね、勢いそのままに石柱にぶつかった。

　口中に血が溢あふれる。

　久しく忘れていたこのやりきれない感情。

　愚ぐ直ちよくに立ち向かうことで、力量の差を思い知らされた。

「ギルドマスターッ、無事か！」

「……火炎浄炎アークフレア。まだ逃げていなかったのか。早く、逃げるんだ……」

「正気か。自分が何を言ってるか、分かってるのか！」

「この戦いは僕らの負けだよ。これ以上リッチと戦う必要は、ないっ」

「俺は諦あきらめないぜ。まだ、この戦いの意味をきっちり教えてもらってないからな」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが敗北を宣言した今、迷宮都市ゼネラウスの敗北は確定的と言ってよい筈だった。

　リッチやデュラハンに立ち向かう火炎浄炎アークフレアの背中を見ながら、紅蓮の瞳ウルトラレツドは思考する。

　敗因はたった一つ。

　ただ、三銃士ドライバック・シュタイベルトの力が異常だったこと。

　しかし、他の道を選ぶことは出来なかった。

　三銃士の存在を公おおやけにすれば戦争は避さけられない。

　将来の禍か根こんを未然に断つためには、迷宮都市ゼネラウスで、内々に処理をする他なかったのだ。

　自分の行ったことは、果たして間ま違ちがっていたのか。

　今となっては、もう分からない。

「……冒険者ギルドにとって、火炎浄炎アークフレア、君を失うのは、痛手だな……この場に集まったＡ級冒険者で、Ｓ級に届く可能性があったのは君ぐらいのものだ」

　もはやあれだけいたＡ級冒険者は火炎浄炎アークフレアを除き、誰もいない。

　ある者は死に、ある者は逃げ、ある者はリビングデッドへと在あり方を変えた。

　それでも火炎浄炎アークフレアは敵を仕留めるために、剣を向ける。

　リッチは指を火炎浄炎アークフレアに向けて、魔法を打ち出す。

　身体に穴を空ける氷の礫つぶて。しかし、火炎浄炎アークフレアには当たらず遥はるか彼方かなたへ。

　もう迷宮都市ゼネラウスの中心には冒険者は数える程しか残っていない。

　一体、誰を狙ねらったのか。

　リッチの攻こう撃げきが、第三者へのものと理解した火炎浄炎アークフレアは標的を確認し、吠ほえた。

「馬ば鹿か野や郎ろうッ、来るなと言っただろうが！」

　Ａ級冒険者の中でも数少ない、リッチに傷を与えた男は血相を変えて駆かけ出した。

　リッチの標的が自身のパーティ、【冥土の赤ゼルーシユ】に所属するゾッド、ナリータ、そして彼らの後ろにはシューヤがいることに気付いたから。あのモンスターが密集している空間にパーティの仲間がいると気付いたから。パーティメンバーを助けるために、火炎浄炎アークフレアはモンスターの密集地帯へ飛び込んでいく。

　その姿を見て、リッチが高笑いする。

　モンスターは全て、リッチの傀かい儡らい。

　リッチにとって焰剣フランベルジユが唯ゆい一いつ、己を倒す可能性を持つ武装であった。最初から、リッチは他の冒険者に目もくれず火炎浄炎アークフレアだけを相手にしていたようなものだったから。

「お前達、そこにいるのか!?　そこにいるんだなッ！」

　彼にとって、パーティメンバーは心安らぐ家族のようなもの。

　冒険者として明日も見えない毎日の中で、唯一得られた仲間達。自分が迷宮ダンジヨンでくたばった際は、これまで冒険者稼か業ぎようで蓄たくわえた全てを託たくしてもいい。

　そう思えそうな者達とだけ付き合った。

　故ゆえに彼は体力の消しよう耗もうも考えず、血相を変え、一心不乱にその場所を目指して。

　そして、見つけた。

　気を失っている仲間の姿、そして恐怖に怯おびえる少年の姿を。

「よし……一人も死んでいないな」

　声を掛かけられたシューヤは、現れた彼を見ていることしか出来なかった。

　ゾッドやナリータと同じように意識を失えば、楽だっただろう。

　気を失っていれば、こんな光景を見ることも無かった。

　あの時と同じように、尊敬するあの人が頭の上に手を置いている。

「お前達が、無事で、よかった」

「……あ、あああ」

　モンスターに襲おそわれた自分を助けるために、代わりに刃やいばを受けたパーティリーダー。

　そして、敵に背中を見せる男の姿を、リッチが見み逃のがすわけはなく。

　足元から、カチコチに凍こおっていく、パーティリーダーの姿をシューヤは全て見てしまった。

【シューヤ──力が欲しいか】

「ああああああああああああああ」

　──今度は、躊躇ためらわなかった。躊躇う筈はずがなかった。







「あああああぁぁぁぁぁ」

　許せない。

　仲間に誘ってくれた。何度も一いつ緒しよに戦った。悩なやみがあれば、夜通し付き合って聞いてくれた。自分の力が足りないと言えば、稽けい古こをつけてくれた。

　こんな自分に生きる道を、今のままでいいんだということを教えてくれた。

　冒険者として生きる道は魅み力りよく的だ。それでも、シューヤ・ニュケルンは貴族である。大国ダリスの貴族に生まれた宿命を背負っている。たとえダリスの軍人になったとしても、いつかは不毛のニュケルン領に戻もどることになる。
















　それでも──この迷宮都市ゼネラウスでの経験は掛け替がえのない経験になると、火炎浄炎アークフレアは教えてくれた。自分のパーティに入れてくれて。ああ、自分が力不足だって分かってる。自分は、彼らの足元にも及およばない。それでも、迎むかえ入れてくれた。認めてくれたんだ。

「──ッ!!」

　あれだけ大切にしていた焰剣フランベルジユを放り出して、瓦が礫れきの上に火炎浄炎アークフレアが転がっている。

「──ッッッッ！」

　俺のせいだ。

　全て、俺のせいだ。

　俺のせいで、【冥土の赤ゼルーシユ】の面々が、火炎浄炎アークフレアのおっさんが。

　全て、俺に力が無かったからだろ！

「「ぁぁぁぁあああ」」

　誰だれかと自分の声が重なって、聞こえた。

　デニングが言っていた──これは、前兆だと。

　次第に身体が勝手に動き出し、俺が俺じゃなくなる可能性があるって。

　だけど、恐きよう怖ふはない。

「「あぁぁぁああああああああ!!」」

　悪い予感がする。

　何か、未来で、とんでもないことが、起こる気がする。

　それでも──止まれないんだ。

　多分、悪あく魔まの勧かん誘ゆうだと分かっていたんだ。

　だって、あんなの有り得ない。

　俺が思っただけで、空に浮うかぶ何百の火球が降り注ぐなんて。

　でも、あの力が必要だと思った。

　ただの魔ま法ほう使つかいである俺が、あのリッチと対等に戦える力がッッ！！！

「「──あぁぁぁぁあああああああああ!!」」

　奪うばわれる感覚があった。

　それでもシューヤは火炎浄炎アークフレアを守るように、抗あらがい続ける。

　途と中ちゆうで瘴しよう気きを発するデュラハンがやってくると、身体が燃えるように熱くなった。

　ここから逃げてきた冒険者は、禍まが々まがしい鎧よろい武者は桁けた違ちがいだって言ってた。

　その通りだ。あの鎧武者からは、見るもの全てを呪のろう怨おん念ねんみたいなものを感じるから。

　クルッシュ魔法学園を襲った黒こく龍りゆうよりも危ない気がする。

　今すぐにでも逃げるのが当たり前なんだろう。

　でも、止まれない。

　止まれないんだ。

「「かかか、良い。良いぞ、シューヤ」」

　杖つえはもうどこかに消えて、身体からだの感覚もない。

　自分がどうやって戦っているのかも分からない。

「「リッチ！　かかか！　リッチ、リッチッッ、リッチィィィッッ!!」」

　──デニング、俺はお前に憧あこがれた。

　黒龍討とう伐ばつの時、お前は皆みんなを救った。ああなりたいと思った。だから、迷宮都市ゼネラウスに来た。アリシアを危険な目にあわせて、それでも俺は迷宮都市ゼネラウスに残っている。

　エルドレッドの言う通り、俺は自分の人生から一歩踏ふみ出したんだ。

「「デニング！　俺は、冒ぼう険けん者だ!!」」

　デニング。お前がダイエットを始めだしたみたいに。

　お前みたいに俺も変わりたいと思ったんだ。

　──だから、迷宮都市ゼネラウスに来たんだ。

　──だから、お前にアリシアを任せたんだ。

「「リッチッッ！　ご自じ慢まんの龍を統べる騎士ドラゴンライダーがそれだけ気になるか！　己が生み出したモンスターであろうに！」」

　怨念を口ずさみ続けるリッチを追おい詰つめる。

　もう俺が俺じゃないみたいだ。

　だって、炎ほのおが意思のままに動く。もはや──俺自身が炎になったみたいだ。

　リッチの杖が地面を叩たたく。闇やみの力、黒い蠢うごめく何かが俺の身体を包もうとして──。

「「先代の龍を統べる騎士ドラゴンライダーは殺し切れなかったが、今度は黄よ泉みの国へ送ってやろう。かかか」」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが、俺を見ている。

　呆ぼう然ぜんと、まるで化け物を見ているかのような目で。

　やめてくれ、そんな目で見ないでくれ。

「「喜べシューヤ！　くれてやるぞ、儂の力を！　儂の全てを！」」

　……違ちがう。俺の声じゃない。これは、なんだ。なんなんだよ。




　　　●




「……何だこれは」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドの目に、不思議な光景が映っている。

　Ａ級冒険者達が尻尾しつぽを巻いて逃にげ出したモンスター相手に、少年が立ち向かっている。

　Ａ級冒険者を手玉に取り、大半を敗走させたリッチを押している。

　それはリッチの力量を知る紅蓮の瞳ウルトラレツドからすれば、理解出来ない可お笑かしな光景。

　終しまいには参戦を狙うデュラハンに対し、リッチは近づくなと言わんばかりの行動を取り始める。

　さらに少年の口から時折零こぼれる老練な言葉を聞き、紅蓮の瞳ウルトラレツドは答えに辿たどり着いた。

「──僕に近づくな」

「何をそれ程、恐おそれることがある」

「お前のような子供がいてたまるか……お前の正体は火の大精霊エルドレツドだな」

「ほう、察しがよいな」

「どこから迷宮都市ゼネラウスに……いや、何を求めてこの場にやってきた」

「儂が求めるのは闘とう争そうのみ。強者に惹ひかれてきただけだ」

　少年にはあるまじきしわがれた声。

　そして、炎と化した赤あか髪がみの少年が嗤わらい出す。

　警けい戒かいを続けるリッチは距きよ離りを取り、こちらの隙すきを窺うかがっているようだ。

「……頭が痛くなる。こんな化け物まで迷宮都市ゼネラウスに隠かくれていたとは」

　あの少年は哀あわれなことに、超ちよう常じようの存在に魅み入いられている。

　魔ま導どう大国が追い求める魔法使いの成れの果て。

　ドストル帝てい国こくの三さん銃じゆう士しに攻せめられているこの迷宮都市ゼネラウスを……不死を実現した魔法使い、あの火の大精霊エルドレツドが助けに来たというわけではないだろう。

「それより戦わなくてよいのか。敵に救いを求める、哀れなモンスターがお前を待っているというのに。あれは既すでに大半をリッチの愛によって汚お染せんされている。もはや、自我も残っておらず、迷宮都市ゼネラウスを更さら地ちにするまで戦い続けるだろう。子供のように、自分の望みが叶かなえられるまで……かかか、何と哀れな存在よ」

　デュラハンは少年の姿をとる火の大精霊エルドレツドを敵と認識し、剣けんを構える。

　傍そばではリッチが、ローブの中から赤い瞳でこちらを見つめている。

　だけど、もはや紅蓮の瞳ウルトラレツドが集めたＡ級冒険者は、一人も残っていない。

　死んだ者もいる、リビングデッドに変えられた者もいる、逃げ出した者もいる、気を失っている者は幸運なほうだ。紅蓮の瞳ウルトラレツドが抱かかえる絶望感を、共有せずにすむのだから。

　既に格付けは済んでいる。

　自分では、紅蓮の瞳ウルトラレツドでは、あのデュラハンには──勝てない。

「何と。既に心が折れているのか。冒険者の英えい雄ゆうも存外、大したことがない。だが、気にすることはない。そもそも龍を統べる騎士ドラゴンライダーを倒たおすには、人の身では不可能故ゆえにな。お主ぬしはそこで見ているがいい。後は、儂が相手をする。ははは、シューヤ。楽しいだろう。これから儂が本当の戦いを見せてやろう」

　これから三銃士の一人と火の大精霊エルドレツドの戦いが始まり、迷宮都市ゼネラウスは壊かい滅めつするだろう。

　時間が経たてば、跡あと形かたも残らないだろうこの場で何が起きたのか、誰も知らない。

　自分は、最悪のギルドマスターとして、後世に名を残すだろう。

　出来ることなら、彼らを止めたいと思う。

　しかし、リッチに三銃士、好敵手の出現に魂たましい揺ゆれる火の大精霊エルドレツドも敵だ。

　思考材料が多すぎて、頭が働かない。

　だから、突とつ然ぜん赤髪の少年が倒れた理由に思いを馳はせる余よ裕ゆうなんてあるわけがなかった。

　駆かけ出しの冒険者に乗り移った火の大精霊エルドレツド。彼の足元に突とつ如じよ現れた魔法陣じん。

　水色の光源の上で、激しく呼吸を繰くり返す火の大精霊エルドレツド。




「戦いはこれからだろう、冒険者の英雄さん」




　彼から声を掛かけられるまで、紅蓮の瞳ウルトラレツドは硬こう直ちよくしているだけだった。

　声の主は十歩程後ろに存在。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドは、ようやく誰が火の大精霊エルドレツドをこの場に押し留めているのか理解する。

　現在、ダリスが懸けん命めいに行ゆく方えを追っている公こう爵しやく家の龍殺しドラゴンスレイヤー）。

　一晩で、一いち躍やく時の人となった少年が、眉み間けんの汗あせを拭ぬぐっていた。

　噂うわさに聞く落ちた公爵家の三男坊ぼう。

　堕おちた風と聞き、誰だれもが想像する姿とは大おお違ちがいで、杖を火の大精霊エルドレツドに向けている。

「興奮し過ぎて、周囲の状じよう況きよう確認が疎おろそかになったのが敗因かな。じゃなきゃ、さすがにあの火の大精霊エルドレツドは止められない」

「スロウ・デニング。あれに……火の大精霊エルドレツドに一体、何をした」

「火の大精霊エルドレツドだけじゃない。あっちの化け物も限定的だが封ふうじることに成功した」

　それは鎖くさりだ。

　何もない、空から下がる三本の鎖。

　艶つやの無い灰色の鎖が、リッチに一本、デュラハンに二本絡からみ付いている。

「まさか──」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドはその光景に思い当たる節があった。

　表に出てこない、ネメシスが保有するとっておき。

　迷宮都市ゼネラウスが管理する迷宮ダンジヨンで発はつ掘くつされたマジックアイテム。どれだけ高値で購こう入にゆうの申し出が来ても突つっぱねた曰いわく付き。

　今回の戦争では、扱あつかえる魔法使いの不在から使用中止に至った遺物だ。

「ギルドの秘ひ匿とく物を職員がよく君に貸かし与あたえた。それに扱える保証も無かっただろう」

「ネメシスにはもう誰もいなかったよ。だけど、道中で出会った一人のギルド職員から事情を聞いた。アンタ、形勢が悪くなったら、即そく座ざに逃げるように伝えていたんだな。自分の敗北も織り込み済み。万が一に備え、撤てつ退たい判断も迅じん速そくだ。一いつ介かいの冒険者が、この迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターになれた理由が分かったよ」

「何な故ぜ、逃げなかった。遠目でも、こちらが異常な状態なのは分かったはずだ。リッチによってリビングデッドに仕立て上げられたＡ級冒険者も大勢いただろう」

「【研究所ラボラトリー】の迷宮主ダンジヨンマスター。人間をモンスターに変えるのは随ずい分ぶんとお得意らしいな」

「問いに答えろ、スロウ・デニング！　君は何故、ここへ来た！」

「生あい憎にく、そいつを放っておけなくてさ」

　水色に光り輝かがやく魔法陣の上で、今ももがき苦しむ赤髪の少年。

　スロウ・デニングを睨にらみ付け、しかし、何らかの制限が掛かっているようで声も出せないようだ。

「魔ま法ほう使つかいじゃないアンタには分からないかもしれないが、呪のろいを跳はね返す最高級の陣だ。これで暫しばらく火の大精霊エルドレツドの動きは封じられる。少なくとも、時間は稼かせげたわけだ」

「時間を稼ぐ意味はない！　既に冒険者ギルドは敗北したのだから！」

「勝機を見つけたと言えば、どうする？　あー悪いけれど、説明している時間は無さそうだ」

　スロウ・デニングの顔がゆがむ。

　迷宮都市ゼネラウスが所有するアイテム、空から伸のびる一本の鎖を鎧よろい武者が破は壊かいしたからだ。

　強きよう烈れつな負荷が掛かっているのだろう。

　あの尋じん常じようならぬ力を持つ、デュラハンを縛しばっているのだから想像は容易たやすい。

「あのデュラハンは規格外だ。去れ、スロウ・デニング。少なくとも、君がこの戦場から逃げるだけの時間は稼ぐつもりだ」

「……おい、俺の声が聞こえてなかったのか」

「君はダリスの人間だ。国に戻もどり、戦争の用意をするんだ。この惨さん状じようを見れば、分かるだろう。迷宮都市ゼネラウスは敗北した。たった一人の人間に負けたんだよ。備えなければ、全て奪うばわれる──三銃士と呼ばれる者の力は、僕の想像すら超こえていた」

「アンタ。まさか……心の底から敗北したと思ってるのかよ」

　相手は、北方冒ぼう険けん者ギルドが探査禁止のお触ふれを出した【研究所ラボラトリー】の迷宮主ダンジヨンマスター。

　そして、そんなリッチが造り上げるドストル帝国の最高戦力。

「……」

　自由連れん邦ぽうに散らばるＡ級冒険者を集め、戦せん闘とう体制を構築した。

　しかし、現在の自由連邦で最大の力を持つ自分を三銃士にぶつけても届かなかった。

　半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドと呼ばれる男の力を見誤り、リッチも未だ健けん在ざい。

　さらに、冒険者と共生していた火の大精霊エルドレツドも顕けん現げんする始末。

　規格外の化け物が集まるこの絶望の状態で──彼は、何を言っている？

「……負けたんだ。僕らは」

「だからアンタが犠ぎ牲せいになって……俺にダリスへ帰れってか。随分と自分勝手なんだな」

「……」

「生憎だけど、結構だ。火の大精霊エルドレツドに取り付かれたそいつを放っておくわけにはいかない」

「やはり君は、誰が火の大精霊エルドレツドの共生者か知っていたのか……」

「ああ、知っていたぜ。シューヤ・ニュケルンがそうだってな」

「残念だが……この子は、もう助からないよ。さっきの三銃士との戦いを見ただろう？　完全に意思を奪われて、もはや本人の自我さえ残っていないだろう。総じて、火の大精霊エルドレツドに見み初そめられた者の最後は哀れだ。君も知っているだろう、前の共生者はダリスで壮そう絶ぜつな最さい期ごを遂とげた」

「やけに饒じよう舌ぜつだな。まさかアンタ、都合の良いこと、考えてるんじゃないだろうな」

「君の考えている通りだ。火の大精霊エルドレツドなら、リッチを三銃士もろとも殺すことが可能だ」

「却きやつ下かだ。悪いが、アンタの思い通りにはさせない。俺はこいつに恩がある。こいつに自覚がないのがムカつくけど、何度命を救っても、返し切れない恩がな」

「君と彼の間にどんな繫つながりがあるのか知らないが……恩より、命のほうが遥はるかに大事だ」

「悪いが、俺には恩のほうが重要でね。それにシューヤの自我が無い？　それはどうかな。完全に意思が奪われていれば、俺の魔法だけでは大精霊は抑おさえられない。内からの妨ぼう害がいが無ければ、火の大精霊エルドレツドは止められなかった」

「……どちらにしろ、彼の未来は悲ひ惨さんだ」

　火の大精霊エルドレツドは少しずつ、共生者と定めた人間に近づき、信しん頼らいを得るという。

　全ては自分がこの世に顕現するため。

　共生者たる人間へ徐じよ々じよに力を与え、身体からだのコントロールを本人も気付かぬ内に奪っていく。そして火の大精霊エルドレツドも認める敵が現れれば、身体を完全に乗っ取り暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くすという。

「無理強じいはしない。アンタが協力してくれれば、心強いと思ったが、なら、そこでシューヤの様子を見ててくれ。出来れば声でも掛けていてくれたら嬉うれしいかな。シューヤは、アンタにずっと憧あこがれていたからさ」

「スロウ・デニング……君は間違っているよ。勝てっこないと言っているだろう」




　ダリスに生まれた龍りゆう殺し。

　公爵家の堕ちた風と呼ばれる彼が、未だ縛られた状態のモンスターへ向かっていく。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドには分からない。

　ぎちぎちと歯を食い縛り、己に魔法を掛け行動の自由を奪う彼の背中を、呪のろい殺さんばかりに睨む少年をまだ助けられると言っているのか？

　それに、この迷宮都市ゼネラウスでさえ敗北したあの化け物と戦うのか。

　理解出来ない。分かりたくもない。

　自分さえ──これ程の恐きよう怖ふを感じているというのに。

「そうだ最後に一つ。迷宮都市ゼネラウスの支配者であるアンタに言っておく」

　既すでに、紅蓮の瞳ウルトラレツドの心は折れている。

　三さん銃じゆう士しの一人、ドライバック・シュタイベルトには勝てないと知ってしまった。

　そして大勢の冒険者を騙だまし、死地へと誘いざなった。

　多くのＡ級冒険者が、リッチの魔法によって変えられてしまった。

　全て、自分が敵の力を見誤ったからだ。

「冒険者達が言ってたよ。今回の特別クエストはとっても頑がん張ばったから、ギルドから大きな恩賞が出るに違いないってさ。笑っちゃうよな。ギルドマスターと呼ばれるアンタはもう心が折れてるのに。戦いの後に、どれだけの金が貰もらえるんだろうって考えているんだから」

　そうだろう。

　今回、リッチ討とう伐ばつに貢こう献けんした者には大きな褒ほう賞しようを用意すると伝えていた。

　だけど、褒賞が貰える未来はとうに潰ついえている。

「この街に来て思ったよ。冒険者ってのは本当に馬ば鹿かだ。明日のことも考えない、馬鹿野や郎ろうばっかりだ。紅蓮の瞳ウルトラレツド。アンタも凄すごい苦労してるんだろうな。あいつらを纏まとめ上げて、戦うなんてさ。しかも馬鹿達は、アンタの勝利を疑っていない。皆みんな、アンタが最後にはリッチを倒たおし、勝利の宣言を待っているんだ。気付いてないようだから、教えてやる」

　迷宮都市ゼネラウスは壊かい滅めつする。

　三銃士とリッチによって、滅ほろびる。

「冒険者グラム。お前は一人じゃない」

　数あま多たのモンスターを、大陸を恐怖させた彷徨さまよう鎧を、城を乗っ取った吸きゆう血けつ鬼きの集団を。

　一度の敗北も無く、全て打ち倒してきた。

　古今東西、モンスター相手であれば並ぶ者はいないと謳うたわれ。

　あのダリスの女王に、王室騎士ロイヤルナイトにならないかとスカウトさえされたことがある。

　だけど、迷いはしなかった。

　迷宮ダンジヨンに潜もぐる中で経験した全て。

　死と隣となり合わせである冒険者が少しでも生き永らえるためには何が必要か。

　冒険者ギルドの改革こそが、自分の使命だと気付いたから。




「それにアンタがいるから、シューヤだって諦あきらめちゃいない」

　はたと気づいた。

　火の大精霊エルドレツドに身体の主導権を奪われ、喚わめいていた彼。

　火の大精霊エルドレツドの支配に抗あらがい続けている赤あか髪がみの少年。

　いつも憧れの目で、自分を見つめていた駆かけ出しの冒険者。

「……一つ、教えてくれないか。この少年は、本当に戻れると思うか」

「俺の知るそいつは諦めが悪い」

　もしも、今。

　彼の自我が残っているのならば──その瞳には何が映っているのか。

「それに、戻れないとしても……絶対に、俺が何とかする」

　相手は大精霊だ、どうしてスロウ・デニングがそう断言出来るのか分からなかった。

　でも、その言葉には確信が感じられた。

　だから、自分も、信じてみようと思った。

「こんな情けない姿……見せるわけにはいかないな」

　それに、思い出した。

　三銃士ドライバック・シュタイベルトの襲しゆう来らいを知り、自分が決めたんだ。

　未来を変えるために、戦いを決めた。

　誰だれに指示されたわけじゃない。

　自分が決断したんだ。

　三銃士ドライバック・シュタイベルトを倒せば、戦争は止まる。

　たった一人で、止めようと思った。

　始まろうとしている戦争を、誰にも知られずに止めてみせる。

「忘れていたよ。この戦いの先に、何があるか」

　指輪へと姿を変えた英雄の種シエルフイードが即そく座ざに開花。

　愛用の戦せん斧ぷが大地へ突つき刺ささる。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドは、覚かく悟ごを決めた。

　決死の意思と共に、世界を見み据すえる。

「何秒だ、スロウ・デニング」

　認めよう、自分ではあれに勝てない。

　それでも、少しだけ抗ってみようと思う。

　たった一人では勝てないと気付いたけれど、どうやら心強い協力者がいるようだから。

「可能な限り。アンタが時間を稼かせいでいる間に、俺が火の大精霊エルドレツドと交こう渉しようする」

「死力を尽つくすと約束しよう」

「おい、何も聞かないのか。どうやって、俺が火の大精霊エルドレツドと交渉するかとか。火の大精霊エルドレツドの存在を俺が黙だまっていたこと……アンタ、怒いかりって感情がないのか」

「気になるさ。でも、敵は僕たちのお喋しやべりを待ってくれないようだ」

　スロウ・デニングが何をするつもりなのか興味はあった。

　しかし、自分が時間を食うほど、今も各所で戦っている冒険者が散っていくのだ。

　それに──十分な休息は手に入れた。

「君を信じるよ、無詠唱ノーワンド」

　深くは聞かない。

　風の神童スロウ・デニングは、無詠唱の魔法使いノーワンド・マスターだ。

　あの鎖くさりは対象の動きに連動させることで効果が強まり、常時重ね掛がけの詠唱を必要とする。魔法使いとしての類たぐい稀まれな力が必要不可欠のため、誰も利用者がいなかった。しかし、彼はずっと、一言も詠唱のために口を開いていない。

　恐おそらく、ずっと隠かくし続けてきたんだろう。

　よく、今まで隠し通せたものだ。

「それに駆け出しの冒ぼう険けん者が、シューヤ・ニュケルンが大精霊を押さえつけている。この迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターである僕が、先に諦めるわけにはいかないさ」

「……アンタ。あいつの名前を」

「新人の名前と力量は、全て頭に入れるようにしている。駆け出しで死んでいく冒険者を多く見ているからね。それと、彼の秘密は──ここだけの話としておこう」

　戦斧を摑つかみ、立ち上がる。

　生きる武器と評される英雄の種シエルフイードが担にない手に合わせ、鼓こ動どうを共有。

　しかし、今度はそれだけで終わらない。

　Ｓ級冒険者となり、英雄の種シエルフイードを得たことで封ふう印いんした力。名前の由来となる力は自分でも制せい御ぎよが出来ず、故に迷宮ダンジヨンの下層へ潜る際はいつも一人だった。

　仲間を巻き込む力、視界に映る相手に着火する力。

　一人でないと、本気は出せなかった。

　しかしこの場では、問題ないだろう。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドを抑え込む眼帯を外し、呪のろいの力を顕けん現げん。

「迷宮都市ゼネラウスは壊滅する──けれど、リッチ。貴様らに壊こわさせはしないよ」

　同時に全てを見届けた少年は限界とばかりに、息を吐はき出し。

　リッチと鎧よろい武者を縛しばる鎖は、宙に溶とけた。




　　　●




「ォォオオォオオオオオオオオオオオォォォオオオ!!」

　足元が揺ゆれている。

　俺の目の前で繰くり広げられている戦せん闘とうは、北方と南方の最強格同士の戦いだ。

　金を出しても見られない、英雄の種シエルフイードを手に入れた男の正しよう真しん正しよう銘めいの全力解放。

　俺は暫しばらく、その場を動けなかった。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドがリッチとデュラハンを相手に押している。

　呪われた瞳を用いて攻こう撃げきを防ぎ、戦斧を振ふり回す。

　あの鎧武者を倒した異い形ぎようの力。二度と使うことはないと言っていたが、きっとシューヤの戦いに刺し激げきを受けたんだろう。

　火の大精霊エルドレツドに身体を操あやつられながら、仲間を守るためにシューヤは戦った。

　シューヤがあれだけ、頑張って、紅蓮の瞳ウルトラレツドの気持ちを動かした。

　再始動した紅蓮の瞳ウルトラレツド、アニメでは明らかな最強格の一人。

　しかし、迷宮都市ゼネラウスの戦いで死んでいった最強の冒険者。

「だけど……」

　──それでも、長くは続かない。

　三銃士は紅蓮の瞳ウルトラレツドの一段上。アニメ版主人公であるシューヤが覚かく醒せいした姿でも、三銃士のドライバック、奴やつの同格たるバルドーを倒すには味方の協力を必要としていたから。

「さて、俺が何を言いたいか……分かるな、火の大精霊エルドレツド」

「かかか。儂わしが小こ僧ぞうに力を貸す理由がどこにあるというのだ、無詠唱ノーワンド」

　シューヤの身体からだから、揺らめく陽かげ炎ろう。

　どこからどう見てもシューヤにしか見えないが、これは違う。

　今もどこかに封印された火の大精霊エルドレツドがシューヤに乗り移った姿。

「しかし。あの男、大したものだ。呪いを駆く使ししているとはいえ、龍りゆう騎き士しとリッチを相手に押しておる。世界樹から神しん託たくを受けたのも納得の覚悟だ。では小僧。もう一度聞こうか。儂が何な故ぜ、力を貸さねばならぬのだ」

　侮あなどっている。

　火の大精霊エルドレツドは圧あつ倒とう的上位者で、俺なんか有う象ぞう無む象ぞうの一人としか考えていない。

　だけど、俺は分かっているんだよ。

　何のためにお前が人間を操り、強者を探しているか。

「デュラハンの最終進化系、ドラゴンライダー。あれはお前が生前、勝てなかった相手だろう？」

「もはや、小僧、何も問わぬわ。小僧がどうやって儂を知り、あまつさえ儂が生きる理由まで知っているのか。だがあれは、違う。儂が敵対した同一個体ではない。そもそも、あれは元は人間だ。純じゆん粋すいなドラゴンライダーではない。儂が戦うとすれば、あれが本物のモンスターとなった時。今のあれは、半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドに他ならぬ」

「だが、火の大精霊エルドレツド。お前はあれと戦いたくて仕方がない。故にシューヤの身体を借り、この場に顕現した。たとえ共生者たるシューヤが、この地で死ぬ可能性があったとしてもお前は危険を冒おかして顕現した」

　時間は掛けられない。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが、命を削けずって戦っているんだ。

「諦めろ。儂は小僧に力を貸さぬ。確かに大した才能を持ち、あの風の大精霊アルトアンジユに気に入られる理由も分かるが、小僧には条件が足りない。シューヤが持つ水すい晶しようのような──」

「火の大精霊エルドレツド、お前の力を顕現させる武器を俺は持っている」

「ほう。ならば、答えてみよ」

「あのおっさんが持つ焰剣フランベルジユは、その水晶と同じ。生前のお前が作り上げた武装だ」

「……もしかしたら、儂はここで小僧を殺した方がよいのかもしれぬ」

「そもそも火炎浄炎アークフレアがシューヤに興味を持った理由。二人が惹ひかれ合うように仕組んだのは、お前だ。全てシューヤを戦場に引きずり出すためだろ」

「……ッ」

　初めて火の大精霊エルドレツドが明らかに動どう揺ようしている。

　火炎浄炎アークフレアは焰剣フランベルジユを使うようになってから、直感が鋭するどくなったとアニメでは語っていた。

　それはシューヤに語り掛ける火の大精霊エルドレツドのやり口と全く同じなんだよ。

「それにお前も分かってるんだろ。シューヤじゃ、あれに勝てないよ。だけど、俺なら勝てる。あんたの力を借りれば確実にな」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドが戦っている。

　俺を信じて、デュラハン──三さん銃じゆう士しドライバック・シュタイベルトと渡わたり合っている。

　そしてリッチは、三銃士を守る親のように、冒険者の英雄の動きを止めようと必死だ。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドは恐らく、俺よりも強い。

　しかし、それは俺個人ならの話であって。

「俺と組めば──全力が出せるぜ、灼熱卿エルドレツド」

　シューヤと共に世界を救う、嘗かつての英雄の名前を呼んだ。
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　一いつ瞬しゆんたりとも、気を抜ぬけない。

　大勢のＡ級冒険者を屠ほふったモンスター。リッチは魔法使い、自分との相あい性しようは悪い。

　恐れが全身を襲おそう。

　圧倒的な力、それでも引くわけにはいかなかった。

　スロウ・デニングに出来るだけ時間を稼ぐと約束したから。

　それにしても悪くない気分だ。

　ずっと一人で戦ってきた筈はずなのに、今は対等な力を持つ仲間として彼を頼たよっている。

「[image: オ゛]、[image: オ゛][image: マ゛][image: エ゛]バ」

「ははっ。凄すごい力だな。彼は僕の知っている魔法使いとはっ、力が違ちがうようだ！」

「ジャ[image: マ゛]ダ[image: ア゛][image: ア゛]ぁぁああああ！」

　出し惜おしみのない、全力。

　近きん距きよ離り戦闘で、デュラハンの剣けんを受け止める。だが敵は一体だけでない。

　呪いの瞳。この力が、リッチの魔ま法ほうと打ち消し合う。形勢不利を悟さとり、一歩脇わきへ。驚くべき膂りよ力りよくを込めた剣が地面へ突き刺さる。そこから罅ひびが広がり、遠くの石柱が崩くずれていく。一体どれだけの力が込められているのか、考えるだけで死が近づくようだ。

「──ジャ[image: マ゛]ダ[image: ア゛][image: ア゛]ぁぁああああ！」

「リッチ。余程、彼が気になるらしいな！　さすがに火の大精霊エルドレツドの力は知っているか！」

「[image: オ゛]マえ[image: モ゛]、[image: 呪゛][image: わ゛]レデいる！」

「ああ、そうだ！　だから紅蓮の瞳ウルトラレツドなんて、名前で呼ばれているのさ！」

　以前、彷徨さまよう鎧を倒たおした際にこれで最後だと理解した。

　身体を蝕むしばむ力、長生き出来ない。だけど、この戦いには命を削る価値がある。

　リッチとデュラハンの二体を止めるなんて、長時間は不可能。

　呼吸を整える僅わずかな余よ裕ゆうもない。

　この戦いに、これまでの人生を、全てを懸かける。

　デュラハンの肩かたに、踏ふみ込んで振り下ろす戦せん斧ぷの一いち撃げき。

　だけど、それでもデュラハンは体勢を崩すだけ。

「オ[image: オ゛]おお[image: オ゛]おオお[image: オ゛][image: お゛]オおオ[image: お゛]オおオおオおお」

「リビングデッド！　行かせないと、言っているだろう！　お前の相手はこの僕だッ！」

　三銃士たるデュラハンは、もはや自分ではなく、彼に惹かれている。

　明らかに、視線の先は彼を捕とらえている。

　後ろは振り向けない。けれど力の猛たけりを感じる。

　どうやら彼は、着実に火の大精霊エルドレツドから力を引き出すことに成功したようだ。

　自分も振り返って、彼が何をしているか確認すべきか。

　だけどほんの僅か、瞬またたきの瞬しゆん間かんさえ、敵は見み逃のがさないだろう。

「ドゲえ[image: え゛]エええええええ」

「リッチ、腕うでの一本ぐらいくれてやるさ！　この戦いにはそれだけの価値があるッ！」

　氷こおり漬づけにされる左腕、もはや生しよう涯がい使い物にならないだろう。

　激痛に歯を食いしばり、それでもこの先へは──絶対に、通さない。

　そして、背後から熱を感じ。

　焰ほのおの壁かべが、すぐ横から、デュラハンへと迸ほとばしる。

　幾いく度ども見たことがある。火炎浄炎アークフレアが振るう焰剣フランベルジユの力。

　膨ぼう大だいな焰を纏まとわりつかせた剣を持つ、少年の姿。

「僕ごと殺せッ──スロウ・デニングッッ！」
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　危機を感じ飛び掛かかってくるリッチを、紅蓮の瞳ウルトラレツドが戦斧と共に食い止めている。

　デュラハンの身体を包む黒瘴しよう気きの濃こさが尋じん常じようではなく増していた。

　だが、デュラハンと化した三銃士ドライバック・シュタイベルトが紅蓮の瞳ウルトラレツドをなぎ倒し──紅蓮の瞳ウルトラレツドが、自分ごとやれと叫さけんでいる。

「……頭が下がるよ、自分ごと奴らを殺せときたか」

　アニメでは明らかにならなかったけどさ。

　今みたいにアンタは命を捨て、迷宮都市ゼネラウスのために戦ったんだろう。

　でも、紅蓮の瞳ウルトラレツド。

　俺は、そんな未来は一切、求めていないんだ。

【想像以上だ、小僧。まさか我が力をこれ程器用に扱あつかうとは……】

「俺は、ただお願いしているだけさ。でも意外だったよ、火の大精霊エルドレツド。お前は意外と精霊に慕したわれてるんだ」

【突とつ然ぜん、何を……】

　焰剣フランベルジユから迸る焰が喋しやべっている。

　その正体は火の大精霊エルドレツド。

　シューヤに取り付いた超ちよう常じようの存在。

　そして、目に映るこいつらが、楽しそうに飛んでいる。

　主あるじが調子良くて、火の精霊まで一いつ緒しよに喜んでいる。

　いつも寡か黙もくな火の精霊、それが何かを感じ取っているのか猛っている。

【まさか……見えているのか】

「お喋りの時間は無いぜ、あっちはそろそろ限界みたいだからさ」

　ようやく、分かったよ。

　火の大精霊エルドレツドが、どうしてアニメの中でリッチだけを殺したのかずっと疑問に思っていた。

　戦せん闘とうのみを至上とする災害、火の大精霊エルドレツド。

　だけど、瘴気を吐き出すデュラハンを見て、俺と同じ気持ちなんだな。

　まだ大精霊の中にそんな気持ちが残っている。それだけで俺は少しだけ嬉うれしかった。

　火の大精霊エルドレツドと繫つながり、理解する。──敵もまた、被ひ害がい者しやだ。

「見えるか火の大精霊エルドレツド。モンスターに呪のろわれた男があそこにいる。奴やつに慈じ悲ひを与あたえてほしい。あれは、お前が生前守ろうとした存在と同じだろう」

　三銃士、ドライバック・シュタイベルト。

　シューヤと同じく、呪われた過去を持つ三銃士の一人。アニメの中で火の大精霊エルドレツドによって解放され、戦争の中で苦く悩のうするシューヤに度たび々たび助言を与える敵キャラクター。

　結局、お前と言葉を交わすことは出来なかったけれど……。

　俺だって、火の大精霊エルドレツドと同じ気持ちだ。

【さっきから、分かったような口を……】

「焰剣フランベルジユから迸る焰はお前の分身だ。ここまで荒あれ狂くるうなんて、尋常じゃない怒いかりだな」

　焰剣フランベルジユの装そう飾しよくが剝はがれ落ちていく。

　魔を切ることに特化した、本来の姿へ。

「焰剣フランベルジユを持ってから、俺もあのモンスターのことがよく分かるようになった。これが同調ってやつか。そして分かったよ、あいつがどれだけ呪われているか……」

【そこまで理解しているならば、もはや何も言わぬ】

　今よりもずっと昔、モンスターが今よりもずっと勢力を拡大していた時代。

　モンスター以外は引き籠こもり、外に出ようとしなかった。

　けれど。たった一人、同どう胞ほうを守るために戦い続けた男がいた。

【だが小こ僧ぞう、理解しているか。あれを救うのであれば、生半可な力ではいかんぞ──】

「全て承知の上だ。だから、俺にありったけを寄よ越こせ」

【覚かく悟ごがあるのか、お前のコントロールが失敗すれば──ッ！　来るぞッ】

「覚悟ならとうに出来ている！　さあ紅蓮の瞳ウルトラレツドッ、そこを退どけぇぇえええええ！」

　三銃士、ドライバック・シュタイベルト。

　お前はさっきシューヤのことを殺さずにいてくれた。

　シューヤを殺すチャンスは幾いくらでもあった。けれど、お前は殺さないでいてくれた。

　アニメの中ではお前は火の大精霊エルドレツドに呪われたシューヤを、自分と同じように哀あわれな存在だと語っていた。そして迷宮都市ゼネラウスを破は壊かいした過去を思い出して絶望するシューヤの前に姿を現し、シューヤを本当の救世主となる道へ導いてくれた。

　そんなお前が真まっ直すぐ向かってくる。

「発火重鎮イグニツシヨン」

　アニメの中で、全てを失った火炎浄炎アークフレアが振ふるう力。

　シューヤの師し匠しようは死んでしまった紅蓮の瞳ウルトラレツドの思いを受け継ついで、Ｓ級に至る男。

　奴が振るう力よりも大きな爆炎を創り上げる。

　剣を振るう、右腕が焼ききれる。

　それでも、構わない。

　あの火の大精霊エルドレツドと、俺が同調しているなんて。

　人生でたった一度の奇き跡せきだと思うから──。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を無む駄だには出来るわけがない！




「──終わりにしよう！　半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドッ！」

　黒こく焰えんが一直線に、伸のびていく。

　デュラハンの心臓を突つき破やぶり、さらに先。

　幾重もの結界を張る──元凶リツチの元へと。







「アア[image: ア゛][image: ァ゛]ァァァア[image: ア゛]アア」

　ある日、俺は夢を見た。

　それは……やけに目につく、俺が学園で最も嫌きらいな男を中心に進む物語なんだ。

　いつも能天気に、自分の正しさを俺に見せつけるアイツが……俺は苦手だった。

「アァ[image: ァ゛]ァァ[image: ア゛]アア」
















　だけど、物語の中で、俺は知っていくんだ。

　笑顔の裏側で、記き憶おくから消してしまったあいつの過去。

　あいつが心の支えにしている声の主ぬしが何者か。自分が犯した幾つもの罪と向かい合い、何人もの仲間や敵と繫がり、救世者へと至るシューヤ・ニュケルンの未来。

「オノ[image: レ゛]ェェェ[image: ェ゛]ェェェエエエエ!!!!」

　そして、俺は理解した。

　公こう爵しやく家で生きる道を捨てた俺の末路と全てを。

　クルッシュ魔法学園でたった一人の家族と過ごす、この平和な毎日が壊こわれ、大陸の反対側に住む奴らと大規模な戦争が勃ぼつ発ぱつし、大勢の人間が死んでいく。

　最初はシャーロットのために、彼女の隣となりを歩くに相応ふさわしい人間になろうと思った。

　同時に、真っ暗豚ぶた公爵となったことで失った全てを、手に入れたいと思った。

　そのために自分を変える必要があった。

　だってさ。俺、デブすぎるじゃん？

　でも、やっぱりアニメ版主人公を待ち受ける過か酷こくな未来。

　あれを解決しなければ……俺の望む未来は手に入らないと気付いた。

　だから迷宮都市ゼネラウスに来たんだ。

「オ[image: ノ゛]レェェ[image: ェ゛]ェ…………」

　そして、遂ついに……。

　俺は迷宮都市ゼネラウスで、物語のキーパーソンこと火の大精霊エルドレツドとの接せつ触しよくを決断した。

　シューヤが持つ水すい晶しようから、執しつ拗ように俺との接触を図はかる火の大精霊エルドレツド。

　アイツの力によって、リッチが燃えていく。

　ドストル帝てい国こくが誇ほこる三さん銃じゆう士しの一人──ドライバック・シュタイベルトを生み出したモンスター。【研究所ラボラトリー】で、何人ものＳ級冒ぼう険けん者を飲み込んだ迷宮主ダンジヨンマスターが死んでいく。

「……ぶひ」

　さすがのリッチも、火の大精霊エルドレツドに狙ねらわれたらひとたまりもないか。でも、確かこのリッチ……帝国の闇の大精霊ナナトリージユは殺し切れなかったんだよな……。あ、違ちがうか。今のドライバックの力が欲しいから、放置していたんだっけ。

　リッチが絶望の怨えん嗟さを振りまきながら、浄じよう化かされていく光景。

　その一部始終を、俺は見た。

　でも、それだけじゃない。

　三銃士ドライバック・シュタイベルトを覆おおう鎧よろいが消えていく。さらさらと、そして人間だった頃ころの面おも影かげを徐じよ々じよに取り戻もどしていく。モンスターに呪われた影えい響きよう、色素の無い頭とう髪はつと、滅めつ多たに感情を宿さない顔面。

　奴が人間の姿を取り戻し、倒たおれ込むまでの一部始終を、俺は見た。

「……ぶひぃ」

　紅蓮の瞳ウルトラレツドも、火炎浄炎アークフレアも、シューヤも生きているだろうか。

　今は、確かめるすべもない。

　焰剣フランベルジユの全開放。俺は全てを出し切った。

　俺もぶっ倒れ、一ミリも動ける元気はないんだから。

　しかし全く。この街のギルドマスターはとんでもない無茶をする奴だ。あの二体を一人で抑おさえ込もうとするなんて。俺でさえ遠えん慮りよする。というか、無理。不可能だよ。リッチ一人を相手にするのだって精せい一いつ杯ぱいなのに。

「……」

　いつもは喧やかましい都市。

　なのに、こんなに静かになれるのかと、新発見。

　……と思っていたら、どこかで歓かん声せいが聞こえる。かなり、遠くだ。

「──ゾンビ共が消えた！　やったぞ！」

「勝利だ！　俺達は勝ったんだ！」

　小さな声が幾つも上がり、叫さけび声が重なり合う。

　リッチが死ねば、奴の力によって生み出された傀かい儡らいも消えていく。

「でも……一件落着ってわけにはいかないよな」

「何だ、この炎は！　消火しろ」

「駄だ目めだ、消えない！　この火はただの炎じゃないぞ、魔ま法ほうだ！　水の魔法で消火しろ！」

　声で分かる。

　迷宮都市ゼネラウスに火が付いた。恐おそれていた事態が起きた。

　でも、これはアニメとは違う。

　あれみたいに、コントロール不可の炎ではなく、俺が生み出したコントロールされた炎。少し休んで、力を取り戻せば消せる炎だ。でも、今はちょっと無理だ。もう少し体力の回復をしなければ。少しは被ひ害がいが出るだろうが、許してくれ。

　ちょっと街が黒くろ焦こげになるかもしれないけど。俺から賠償金をとろうとしても無駄だぞ。貧びん乏ぼうだからな。この街での生活費をギルドから出してもらっていたぐらいだし。

　でも……はあ。未来全てを変えようなんて、無理か。




「……これでご飯が食べられるようになるかもな」

　迷宮都市ゼネラウスでは冒険者用の携けい帯たい食ばっかり食べていた。

　ぼそぼそしててまずいけれど、一口で食べられるから便利だった。

　けど、もうあれに頼たよる必要もない。

　……まず、何を食おう。ああ、でも。最初は胃の調子を取り戻さないとな。なら、消化のいいものだ。少しずつ段階を踏ふんで。やっぱり、食べ物の空想はいいな、元気が出る。こんな地じ獄ごくでも、生きる気力が湧わいてくるから。

「火が消えていくぞ！」

「──え。そんな馬ば鹿かな」

　俺も予想だにしないことが起きた。

　火が消える？　そんなの有り得ないよ。あれは火の大精霊エルドレツドの力。消せるわけがない。何が起こっている？　立ち上がって、事態を確認しようにも、起き上がれない。身体からだに力が入らない。その間にも声が聞こえる。誰だれかが火の大精霊エルドレツドの力に干かん渉しようしている？

　一体、誰が。考えが膨ふくらむ。あの炎に干渉出来るとすれば──風の大精霊さん？　いや、あいつはシャーロットと共に避ひ難なんしている。今頃、都市ガランでシルバと合流しているだろう。それにあいつが火の大精霊エルドレツドにわざわざ喧けん嘩かを売るとは思えない。なら──いや、待て。

　その仮説だけは──考えちゃいけない。でも……。

「──ちょ、ちょーっと何よこの惨さん状じよう！　南の重要拠きよ点てんがボロボロじゃない！」

　……。

　だけど現実は、いつだって突とつ然ぜんだ。

「どこにいるのドライバック！　私、都市を攻こう撃げきしろなんて命令、してないでしょー！」

　迷宮都市ゼネラウス。

　俺がこれまでに経験した最悪の地獄で、場違いな程能天気な声が聞こえたんだ。








終章　迷宮都市









「はあ、明らかな命令違い反はんね。何てことしてくれたのよ、私の戦略丸まる潰つぶれじゃない！」

　瓦が礫れきの中にはモンスターや人間の死体があるのに、馬ば鹿かみたいに明るい声で……。

　この地じ獄ごくには明らかに不釣つり合いな声だと思った。

「でも可お笑かしいわ。あの子が気を失っている状態で、リッチの気配がどこにもないわね……。あの吐はきそうな瘴しよう気き、特にあの子が無防備だったらいつも以上に出している筈はずなのに……やっぱり死んだってことかしら。ふふ、ざまあないわね」

　あの炎ほのおは、力の行使者以外には消せない。

　でも、さっきの誰だれかの声から判断すると……本当に、消しているんだろう。

　火の大精霊エルドレツドの力を上から塗ぬり潰つぶすなんて。

　そんなことが出来るのは、俺よりも遥はるか高みにいる魔ま法ほう使つかいだけだ。

「となると……どうやってリッチが殺されたのかって話だけど……これはもうこの炎、火の大精霊エルドレツドの仕し業わざで確定ね。リッチも運が悪かったわね、まさかあれと鉢はち合あわせするなんて……とくれば、共生者は誰かって話になるけど、あそこで倒れてる赤あか髪がみっぽいやつ……うん、見るからにへぼいわ、あれじゃ、ドライバックを倒すなんて不可能……とくれば……」

　……まいったな。

　どこかの鋭するどすぎる誰かさんが、真実に辿たどり着こうとしている。

「火の大精霊エルドレツドに取り入って、リッチを殺したのはそこの……」

　この声、間ま違ちがいない。彼女が今、そこにいる。

　でも、そんな未来は俺の知る限り無かった。

　だって、彼女は南にやってこない。

　ドストル帝てい国こくに彼女が不在と分かれば、北方に存在する多くの反乱勢力が反旗を翻ひるがえす。

　だから彼女が、迷宮都市ゼネラウスにいるわけがないんだ。

　でも火の大精霊エルドレツドの力に干渉出来る存在なんて、彼女以外に思いつかないのも事実。

　一歩一歩、得体のしれない生命体が近づいてくる。

　雰ふん囲い気きが一変、心臓がどくどくと跳はねている。

　この俺が恐きよう怖ふを感じている。

「あら？　私のお気に入りを倒したのに、私が怖こわいの？」

　……闇の大精霊ナナトリージユ。

　アニメでも最終局面になるまで表に出てこなかったラスボス。

　彼女がこんな序じよ盤ばんに出て来るなんて想像出来るかっての。

「無視しないで、殺すわよ。あたしぐらいになれば狸たぬき寝ね入いりしてるかどうかなんて簡単に分かるのよ」

　そんなの俺だって分かるよ……。

　でも、そこにいる。

　ドストル帝国、建国の母。

　人間を辞めた彼女が、俺を真上から見つめている。

　吸い込まれそうな黒い瞳ひとみと真まっ直すぐに見つめ合う。

　……誤ご魔ま化かすのは無理みたいだ。

「生あい憎にく、疲つかれているんだ。ちょうど今、激戦を終えたばかりでさ」

「でしょうね。あのリッチを倒したんだもん」

　人でありながら、人でいることを辞めた少女。

　在あり方は火の大精霊エルドレツドと近いが、その本質は全く違う。

　俺は身体からだを一ミリも動かせず、精霊すら恐れ戦おののいている存在に、精せい一いつ杯ぱい強がってみせた。
















「今の疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている俺に魔法をかけるのは、趣しゆ味みが悪いと思う」

「噓うそ。疲労困憊の状態で耐たえやがった。あんた。どういう教育受けてんのよ」

「……洗脳に近い教育を子供の頃ころから受けていたんだ」

「ふうん。噂うわさ通りの鬼き畜ちくな一族なのね、ダリスの公こう爵しやく家ってのは」

「俺の正体、全てお見通しか」

「それは、こちらの台詞せりふでもあるわね、ダリスのドラゴンスレイヤー。でも、こうして近くで見るとあんたのことよく分かったわ」

「へえ。一体、何が分かったのかな」

「あんた、精霊が見えてるでしょ」

「…………参ったな」

　本当に参った。

　俺の瞳に映る、俺だけの世界。

　父上にこの秘密だけは、生しよう涯がい守り抜ぬけと言われていたのに。

　俺の秘密に、こうやってあっさり辿り着くなんて。

　彼女が、どうやって俺の秘密に気付いたのか分からない。

　これが格の違いってやつか。

「命いのち乞ごいをしても、無む駄だだろうね」

「当たり前でしょ。この私を誰だと思ってるのよ。精霊が見える人間が敵国にいるのよ？　すぐにでも殺さなきゃまずいでしょ。それもこんなに弱ってるんだもん。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを私が逃のがすと思う？」

「……思わないよ」

「でしょ。それにあの子が南の人間に負けたなんて話が広がったら……あ、あの冒ぼう険けん者に助けを求めても無駄よ。私の魔法で眠ねむってもらってるから。暫しばらくは起きないと思うわ」

　……観念して、目を閉じる。

　全てを葬ほうむるつもりか。

　この迷宮都市ゼネラウスにはまだ大勢の冒険者がいる。

　けれど、彼女の敵ではないだろう。闇の大精霊ナナトリージユは三さん銃じゆう士しと比ひ肩けんする力を持っているから。

「でも、殺す前に一つ聞かせて？　どうしてリッチだけを殺して、あの子を助けたの？　まさかあの子の死にたがりに気付いたわけではないでしょう？」

「……火の大精霊エルドレツドから力を借りた際に、気付いたんだよ。全て、あれが悪いって」

「なるほどね。あの火の爺じいさん、リッチのやってたこと大だい嫌きらいな感じだから……戦せん闘とう狂きように見えて、意外としっかりしてるのよね火の大精霊エルドレツドって。でも戦争が終わったら、私がリッチを殺して支配から解放してあげるって約束してたのに……あの子ったら、迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターに自分を殺してもらおうとするなんて……帰ったらお仕置きが必要ね」

　……そういうことか。

　三銃士が命令違反をして、やってきた理由はそれか。

　でも、もう遅おそい。

　今いま更さら知ったところで俺の未来は何も変わらない。

　ここで、俺の旅は終しゆう了りようってことだ。

　だけど、あんまり悔くいはなかったりするんだ。

　だって、俺、頑がん張ばっただろ。

　クルッシュ魔法学園に忍しのび込んでいたノーフェイス。

　ヨーレムの街でアリシアを狙ねらっていたセピス・ペンドラゴン。

　学園にいるヒュージャックの王女を奪うばいにやってきた黒こく龍りゆうセクメト。

　ヒュージャックでもそうだ。

　いつだって、死と隣となり合わせで……俺、よくやったよね。

　でも、最後に欲よくを言えば、彼女に別れを告げたかった。




「……あら、ドライバック、もう大だい丈じよう夫ぶなの？　何？　止とどめはあんたが刺さしたい感じ？　別にあたしは構わないけど……って、ちょっと。いた、いたた！　腕うでを引っ張るのはやめて！　ていうか、何よ突然！　あ、待ちなさいよ！　ねえったら！」

　何だ何だ！　いきなりぎゃーぎゃーと叫さけび出して。

　ん、闇の大精霊ナナトリージユ。どこを見て──まさか。

　どこか達観したような、人間がいる。

　ドストル帝国の三銃士。ドライバック・シュタイベルト。

　リッチの魔法によって、モンスター化の呪のろいをかけられていた男。

　結局、一言も言葉を交わすことは不可能だったが。

　しかし、その理知的な姿は──俺が知る人気キャラクターにそっくりで。

「私じゃリッチの呪いだけを解くのは無理だった！　分かってるわよ！　今のはちょっと脅おどしただけ！　ここでこいつらを殺して、戦争を起こす気はないわ！　でも、先に裏切ったのはあんたでしょ！　私はルーニーから報告を受けて帰ってくるよう命じたのに、何勝手なことしてるのよ！」

　歩き出したドライバックに付いていこうと闇の大精霊ナナトリージユが走っていく。

　魔女のように大きな帽ぼう子しを被かぶった女の子。

「分かってるわよ！　こいつの後ろに、あれがいることぐらい！　でもね、風の大精霊アルトアンジユの匂においがするだけで本体はいない！　あれが、人間を助けるわけがないでしょ！　スロウ・デニング！　感謝しときなさい！　これは、貸しだからね！」

　彼女が去っていく。

　三銃士の後を追いかけるように、壊かい滅めつ寸前の迷宮都市ゼネラウスに消えていく。

　……どうやら、俺は助けられたようなんだけど。

「参ったな」

　風の大精霊さん。

　まさかお前が役に立つ日が来るなんて、正直思ってなかったよ。

　実際は、お前の……匂いだけどさ。




　　　●




「……」

　ああ～まずいまずい。

　遂ついにこの時が来てしまった。

　故郷ダリス、それも王都。

　俺が逃にげ出した王城、あの謁えつ見けんの間に大勢が集つどっている。玉座には女王陛下、隣となりには困った顔のカリーナ姫ひめと表情の読めない白はく髪はつの現げん役えき守護騎士ガーデイアン。

　そして俺の後ろには王室騎士ロイヤルナイト達がずらり。

　何だよこの緊きん張ちよう感！

　ていうか、背中に刺さる殺気が凄すごいんだが。やばいんだが？

「こうして会えることを楽しみにしていましたよ。顔を上げなさい」

「は！」

　全身がじんわりと汗あせばんだ。

　威い圧あつ感は、闇の大精霊ナナトリージユと対たい峙じした時にも等しいだろう。

〝女王陛下〟がずっと喋しやべらないから、俺はひたすら顔を下げ、跪ひざまずいていなきゃいけなかった。

　でも、どうしよう。やっぱり土下座とかした方がいいのか？　カリーナ姫との約束も破って、シルバに付与剣エンチヤントソードを持ってこいなんて命令もした。

　よし。もはや考えても無駄だ。全ての裁定を待とう。それしかない。

「何から話せばいいのか、ずっと悩なやんでいました。褒ほめればいいのか、𠮟しかればいいのか。最後まで迷っていましたが……随分と、瘦やせましたね」

「ダイエット……しましたから」

「身体に付いた重りを捨てるのは、大変だったでしょう」

「俺は随分と不ふ埒らちな生活をしていましたから、報むくいだと考えています」

　ざわついている。

　俺が帰ってきたことよりも、俺の瘦せっぷりにびびってるみたいだ。

　まあ、迷宮都市ゼネラウスでは冒険者用のまずい携けい帯たい食ばっかり食ってたからな。

　でも、今は健康的なスロウちゃん状態だ。

「後ろの彼らが気になりますか？」

「これも……報いだと考えています」

「付与剣エンチヤントソードに手を出せば、こうなることは分かっていたでしょう。あれは、彼らの憧あこがれ。しかし、その様子を見るに、反省はしているようですが後こう悔かいはない、といった様子ですね」

「……」

「ふふ。本当に私が不在の間に色々あったものです。学園に忍び込んでいたお尋たずね者や、王室騎士ロイヤルナイトの中にいた翻ほん意いを持つ者。ヒュージャックでは、帝国の人間が活動し、クルッシュ魔法学園に黒龍が。ああ、恐おそろしい。この国には、想像以上の危機が迫せまっていたのですね。そして貴方あなたがいなければ、混こん沌とんの未来が訪れていた気がします」

「そんなことは……」

「貴方は娘むすめ、カリーナとの約束を破り、付与剣エンチヤントソードを国外に持ち出した。しかし、今思うと些さ末まつなことです。何せ、この場に貴方に罰ばつを与あたえろと考える者は一人もいないのですから」

「……え」

「貴方の行動に寛かん大だいな措そ置ちをと、大勢の者が伝えてきました。今も外には大勢の民衆が貴方を一目見ようと集まっています。私に……今の貴方を罰ばつするなんて、とてもとても。それに付与剣エンチヤントソードの使われ方を聞けば、必要だったのでしょう。彼は、自由連れん邦ぽうの一都市、ガランを救ったのですから」

　やはり、隠かくし通すことは難しいか。

　迷宮都市ゼネラウスの一件は、リッチの凶きよう行こうということで話が収まった。

　あの闇の大精霊ナナトリージユが、自由連邦の大商人へ向けて、事態を公おおやけにすれば命は無いとメッセージを送ったらしい。震ふるえ上がった彼らは、何も知らないを貫つらぬき通すことに決定。

　また、紅蓮の瞳ウルトラレツドは全てを知っているが、多くを心の中だけに留めると約束してくれた。

「さて、私は何をもって、貴方へこの気持ちを伝えればよいのか、ずっと悩んでいました。ですが、こうして今の貴方を見て、心が固まりました」

　しかし──この様子じゃ……。

　俺が迷宮都市ゼネラウスで何をしたか、女王陛下は知っているっぽいな。

　問題はどこまで知っているかだけど……。

　ていうかシューヤ。俺がこんな辛つらい目にあってるのに、あいつは今、学園生活を楽しんでるんだよな……。再建したクルッシュ魔法学園は先週、再開したばっかりなんだ。

　何やら色々クルッシュ魔法学園の設備が変わったみたいで、早く確認したくてウズウズしてるのに、俺だけがこうして王都に呼ばれている。

　ああ、早く俺をあの安息の故郷に帰らせてくれ。

「私の言葉に反対する者もいるでしょう。そして私のお願いが、貴方が本当に求めるものだとも思ってはいません。だから、これは提案です」

　女王陛下の隣に立つ守護騎士ガーデイアン。

　月下の守護騎士ガーデイアン、ドルフルーイ卿きようが高みから俺を見下ろしている。

　あの人に会うのも、随分と久しぶり。そうか、あの時以来ってことになるのか。

「これから、困難が待ち受けるあの子の──」




　それは、俺がまだ風の神童と呼ばれていた頃ころ。

　舞ぶ踏とう会でとても綺き麗れいな女性に手を握にぎられて、バルコニーに連れ出された。

　そこでは俺と同い年くらいに見えた一人の女の子と、この国の超ちよう有名人にして最強の男、月下の守護騎士ガーデイアン、ルドルフ・ドルフルーイ卿が俺を待っていて、そこで俺の手を握る女性が〝何者か〟、俺は気付いたんだ。




「娘の──守護騎士ガーデイアンになって頂けませんか」

　あの時のような、冗じよう談だんではなく。

　確かな重みを伴ともなって、我が国の女王陛下はそう言ったんだ。











あとがき









　一週間ぐらい休みを取ってバカンスに行きたい。

　仕事からも人間関係からも解放されて、バカンスに行きたい。

　何も考えず、ひたすらに寝ねて、ひたすらに遊ぶ。

　そんな自由人に、私はなりたい。




　何でそんなことを思ったのかというと。

　友人が会社を休職し、海外で数年生活することを決断しまして。

　羨うらやましいな～と思った次し第だいなのです。

　勿もち論ろん、そこに至るまでの苦労（主に会社からの引き止め等）は知っていますが、なんかこう、新たな未来に向かう友人は前向きで、明確に自分だけの人生を楽しんでいる。

　羨ましい～～～と思う次第なのです。

　その行動力にハッと目覚め、お陰かげ様さまで、めらめらと執しつ筆ぴつ力も湧わきまして。

　また、最近ハマり始めたシーシャにも支えられ、豚ぶた五巻を何とか完成まで持ってくることが出来ました。

　でも一番の活力はやっぱりあれです。

　コミカライズ！

　更こう新しんが止まっているＷＥＢ版（リアルが忙いそがしく……）もアクセス数が普ふ段だんよりも遥はるかに伸のび、嬉うれしい限り。

　ラノベから漫まん画がへ表現を変えた豚も今後ともよろしくお願い致いたします。





合あい田だ拍子りずむ










合田拍子

●あいだりずむ



ストレス発散方法を

模索中。

ドカ食い、睡眠、運動、

幾つか経験する中で、

お喋りが最適だと気付きました。




仕事帰りは、

シーシャを吸いに、馴染みのお店へ。

今日もいこー。


















カバー・口絵・本文イラスト／nauribon

カバーデザイン／草野剛










豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい５








合あい田だ拍子りずむ
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